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本作品の内容はすべてフィクションです。

実在の人物、団体、事件などにはいっさい関係ありません。




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ




　黒く塗りつぶした背景に、まん丸く切り取った白い紙でも貼はり付けたかのようなきっぱりとした満月の夜だった。

　追われてさえいなければ、この明るすぎるくらいの月明かりは山道を歩くのにかなりの助けになっただろうが、いまは違う。明るいのがかえって仇あだになるくらいだ。明るすぎる。

　海かい里りは恨めしげに顔を上げて、丸い月に向かって呪じゆ詛そのようにひとつ舌を打った。

　喉が渇いた。

　ほとんど出ない唾液をごくりと飲み干し、全身の神経を張りつめさせながら、深い山道をただひたすら歩く。はあはあと荒い息に交ぜて、やけくそのように大きな溜ため息いきをこぼした。

「しっ」

　前を歩く男が立ち止まって、声を出すなと言いたげに振り向いて唇に指をあてる。

　海里よりずっと背の高い彼の、浅黒い肌と長めの黒い髪は闇の中に溶けようとはせず、それどころか月に照らされてますます際だっている気がする。目鼻立ちのくっきりした顔立ちも陰影がはっきりとしていつもよりさらに表情は鋭い。

「ラド？」

　いきなりのことで訊きき返すと、海里がラドと呼んだ男にじろりと睨にらまれた。ややつり目なだけに迫力がある。思わず肩を竦すくめて口を噤つぐんだ。

　そして彼はすぐさま耳をそばだてる。まったく動こうとしない彼は微かすかな音を聞き逃がすまいと全神経を傾けているに違いない。

「こっちだ」

　しばし眉間に皺しわを寄せて、物音に集中していたようだったが、やがて表情を緩め身体からだの向きを変える。

「追っ手？」

「いや、違ったらしい。ただ水の音がした。沢があるんじゃないか」

　沢、と聞いて海里はいまにも飛び上がらんばかりに喜んだ。水が飲める。干からびた喉を潤うるおせると思っただけで、口の中から唾液が溢あふれてくるような気がした。

　歩きどおしで足は疲弊しきっていたが、水が飲めると思うと足取りは軽くなる。海里は必死にラドの後ろについて歩く。

　石ころが足の裏に食い込み、クマザサの葉がちりりと皮膚を薄く裂く。痛みに眉を顰ひそめたが、水と聞いてそんな痛みも忘れてしまいそうだ。

　ラドが立ち止まった場所からそう離れていないところに小さな沢を見つけた。幸い沢への傾斜は緩やかで、月明かりの助けもあって下りるにあたってはさほど困難ではなかった。

　さらさらと水の音が聞こえる。

　小さな水の流れと、ほんの半畳程度の池のような水溜たまりを見つけた。小さな水面に月がゆらゆらと小刻みに震えながら浮かんでいる。海里は思わず声を上げた。

「水だ……！」

　水際に駆け寄って海里はひざまずき、すぐさま手で水を掬すくった。

「飲むならこっちだ」

　ラドがすぐにでも水を飲もうとしていた海里を制し、小川の上流の切り立った岩場からこんこんと湧わき出して、ごく小さな滝を作っている清し水みずを指さす。今日の月明かりは本当に眩まぶしい。水の反射もあるのだろうがあたりがよく見える。

　海里はラドの指さす方へ足を向けた。

　下流よりも上流の方が水はきれいだろう。確かに飲むのならこちらの方がいい。

　海里は丸く器のように作った両手で水を受けて、ごくごくと水を喉に流し込む。

「冷たい！」

　渇いてひりついた喉が潤う。冷たい水が胃までたどり着けずに、途中でそのすべてが身体に吸収されてしまう気がするほどだ。だから勢いよく飲んでしまった。

　急いで飲んだせいかケホケホとむせてしまい、ラドに「慌てて飲むからだ」と背中を叩たたかれる。

「一気に飲んで腹が痛くなっても知らないからな。ゆっくり飲め」

　ラドに呆あきれたような口調で注意され、苦笑いを浮かべた。

　今度は顔を洗う。冷たい水が火ほ照てった顔に心地よい。今夜のような湿気を帯びた熱い空気の中では特に。

　ついでに靴を脱いで、小川の浅い場所で足を水に浸す。足の裏の筋肉がクールダウンして、疲労を癒いやしてくれた。

「少し休んだら行くぞ」

　乾いたラドの声に海里は短く「うん」とだけ返事をする。長く休んでいる暇はない。一刻も早く自分たちはこの山から下りたいのだ。

　とはいえ、ここまで休憩をほとんど取らずに歩きづめでいたから疲労もかなりのものだ。

「それとも仮眠取った方がいいか」

　ラドは海里がそろそろ限界に近いと思ったらしく訊いてきた。

　海里は問いに首を振る。

「大丈夫。ちょっとだけ休ませてもらえたら動けるから。心配しないで。先に進もう」

　疲れているのは自分だけではない。それにただでさえラドは海里に合わせて歩く速度を加減してくれている。彼単独でならいま頃もっと先に進めているはずだ。それを考えると、仮眠など悠長に取っている場合ではない。

　ラドに比べれば華きや奢しやな身体つきとはいえ、海里はこれでも若く健康な成人男性だ。体力だってそれなりにある。ここで弱音を吐くわけにはいかなかった。

「無理するな」

　海里の額に浮いている水滴をそっと拭いながら、ラドが心配そうに言う。海里はにっこりと笑ってみせた。

「無理じゃないよ。知ってるだろ、おれ、意外と体力はある方だから。……ラドほどじゃないけど」

「それはそうだが、ここまでずっと歩きっぱなしだ。おれはいいが、海里は──」

　言いかけたラドを海里は「平気」と言って遮った。

「大丈夫だって。ほら」

　海里は立ち上がると手足を大きく動かし、まだ動けるとアピールする。足踏みするたび、水しぶきが大きく上がった。

「わかった、わかったから。あんまり動くなって。おれまでびしょ濡ぬれになっちまう」

「いいじゃん。ラドも水ん中入ればいいのに。気持ちいいよ」

「おれはいい」

「そう？　気持ちいいのにな」

　不満げな声で言うと、クスクス笑われる。

「それよりそろそろ上がれ。ここの水は冷たすぎる。あんまり冷やしすぎてもよくない」

　ラドの忠告に、海里は素直に頷うなずいた。

「うん──うわっ」

　水から上がろうとしたとき、ぬるりとした苔こけに足を滑すべらせバランスを崩す。あやうく転びそうになったが、すっと伸びてきた腕に身体を支えられた。

「だから言わんこっちゃない。……足はくじかなかったか」

「ごめん。……大丈夫。ありがとう」

　ラドの腕に身体を抱えられ、海里は水から上がる。胸がドキドキと鳴っていた。それはけっして、転びそうになったことだけが理由ではない。多分、もっと他の原因がある。けれどいまはそんなことを考えている場合ではなかった。
















「足が大丈夫ならいい。そろそろ行けるか」

「うん。十分休んだし、行こう」

　海里がはっきりとそう言うと、ラドは海里から腕を放し肩をひとつ叩いて「準備ができ次第出発だ」と緊張感を伴った声を出す。ついいまし方までのゆるりとした雰囲気から一転。海里も大きく息を吸って気分を切り替えて気合いを入れた。

　海里とラドは、とある施設から脱走してきた。いま自分たちは脱走者として追われる身だ。追っ手に捕まる前に、早くこの山を下りてしまわなければならない。でなければ──。

　海里は首筋にある赤い痣あざを左手で摑つかむようにして隠す。

　──あいつらの実験の対象にされるなんてまっぴらだ。

　きゅっと唇を嚙かんで、じっと押し黙る。すると耳に違和感を覚えた。はっと顔を上げるとラドも同じだったらしい。目を合わせ頷いた。

　ほんの僅わずか、空気を震わせる物音に海里とラドは同時に気づいたのだ。ラドが目配せで海里にじっとしていろと指図する。海里も目で応える。

　ラドはポケットから細く編んだ紐ひものようなものを取り出すと、水辺に転がっているこぶし大の石をひとつ拾い上げた。

　海里とラドは耳を澄ませ、目をこらす。

　ラドは目を細めたかと思うと、紐で石を固定し、構えた。そうして大きくそれを振り回す。

　ヒュン、という紐が立てる音がしたかと思うと、離れた場所からなにか硬い物に当たる音が聞こえた。

「当たったか」

「多分」

　海里が答えるより早く、ラドはこの場所から遠ざかりはじめる。海里も彼に倣ならおうと後ろをついていこうとした。しかし、踵きびすを返し、もう一度水辺に戻る。

「どうした」

「もう一口だけ」

　今度はいつ飲めるかわからない。あと一口水を飲んでから出発したい。

「早くしろ」

　わかってる、と言いながら海里は水を掬う。口に含ませ、惜しむように飲み込んだ。

　水を飲み、振り向くとラドの姿がない。

　慌ててあたりへ視線を巡らせた。

　だが彼の姿はどこにも見当たらず、海里は置いていかれたのだろうか、と不安になった。すると海里たちが下りてきた緩やかな傾斜の中程にある茂みの中からラドの姿が現れる。

　海里はほっと胸を撫なで下ろした。そもそもラドはひとりで逃げられるのだ。海里自身、彼のお荷物になっている自覚はある。だから彼が海里を置き去りにしていっても仕方ないとは思っていたが、いざ置いていかれたかも、と思うと不安が先に立つ。同時に自己嫌悪に陥おちいった。

　いつまでも彼に頼っているわけにはいかないのに、心のどこかであてにしてしまっている。

「どうかしたのか」

　様子のおかしい海里にラドが声をかけた。

「いや……別に」

　咄とつ嗟さに海里はごまかす。そして彼が手にしているものを見て目を見開いた。

　それはさっき彼が仕留めた〝獲物〟だ。

「ちょ……！　ラド、それ」

　彼が持っていたのは、カメラとＧＰＳが仕込まれた小型のマルチコプター。要は、海里たちの探索に使用されているものだった。

　壊してしまうか、それともそのままにしておいて見つからないように移動すべきか、その判断はかなり難しい。

　ここで壊してしまえば、ＧＰＳに動きのないこの小さな飛行物は撃墜されたと操作側に認識され、すぐにでも海里たちの位置がわかってしまうのは明白だ。

　しかしこのマルチコプターに赤外線撮影が可能なカメラが搭載されている以上は壊してしまうしかない。カメラで自分たちの姿を捕捉されてしまえば、大胆に動き回ることができなくなる。なにしろ昔のように短距離での視覚に頼ったラジコン操作しかできなかった時代とは違い、遠隔操作が可能になり、そしてどんなところへでも容易に飛んでいく。

　成人男性ふたりが行動している様を追跡するのはこの小さな飛行物にとってはきわめて簡単なことだった。

　いくらなんでもこの山道すべてを匍ほ匐ふくで進むのは不可能だ。ＧＰＳによって現在地を知られるリスクはあるが、壊して先を急ぐ方がまだましと判断した。

「安心しろ。壊れている」

　念のためだ、とラドは持っていたマルチコプターを水の中に放り投げて沈めた。万能とはいえ、やはり機械だ。水には弱い。

「急げ。すぐここもマークされる」

　ラドの言葉に海里は小さく返事をして足早に先を急ぐ。

　これがずっと繰り返されてきたのだ。だから休息もろくに取れずにいた。

　むっとする草いきれの中で、海里はただひたすらラドのあとを追う。彼の背を追っていれば大丈夫という安心感が海里の足を前に進ませていた。

　海里ひとりだけで逃げ出していたならおそらくここまでこられなかっただろう。あの施設から逃げ出すことができたのもひとえに彼がいたからだ。海里だけなら、マルチコプターが頭の上を飛んでいると思っただけできっとパニックを起こしていた。

　なのに彼はさして動じることもなく、淡々と状況に応じルートを変えるなどして対処する。

　二十歳の自分よりも五つほどしか歳としが変わらないのに、彼のこの肝の据わり方ときたらどうだ。五年経たって自分が彼のようにできるかといったら果たしてどうだろうか。

　顔を上げて、目の前のラドの背を見つめる。海里の目線と等しい位置には彼の厚みのある肩がある。手足が長くバランスがよいせいか、遠目にはそれほどがっしりした身体つきには見えないのだが、近くで見ると彼の身体が非常に鍛きたえられたものであることがわかる。

　海里は骨が細いせいか、いくら鍛えてもまったくボリュームが出ないのに比べ、彼の身体は均整がとれていてとても美しい。純粋に男として憧れる体たい軀くだ。顔立ちだってそうだ。彫りが深く、野性の獣のような鋭い瞳を持つ彼は男らしさが滲にじみ出ている。それに比べ海里は、中性的な面差しに加えて目元にある泣きぼくろが儚はかなげな印象を与えてしまうらしい。だからとても羨ましかった。

　彼自身は実にラフな人間だけれども、その性格がまたこの容姿に合っていて、魅力的であった。

　早くこの山を下りてしまいたいと思う反面、いつまでもこうしてふたりで行動を共にしていたいと思ってしまう。……多分それはこの異常な状況から逃避したいがために脳が思わせているのだろうけれど。

　海里は苦笑する。

　まさか、こんな目に遭うだなんて。一ヶ月前に戻って自分に忠告してやりたい。うまい話にはけっして乗せられるな、と。

　海里は、目の前のラドに気づかれないようにひっそりと溜息をつきながら、ひと月前のことを思い出していた。
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「モニター……ですか？」

　海里は事務棟にある学生課で、事務職員から熱心な説明を受けているところだった。

　七月に入ったばかりだが、台風が通り過ぎたあととあってかやけにむしむしとして暑い。

　今年はもう何度も台風がやってきている。毎年気候の変動が激しく、昔のようにこの時期はこう、と言い切れないイレギュラーな天候にももう誰も異常気象と言わなくなっている。イレギュラーでさえ、何十年と続けばそれが普通と認識されるのだ。

　外に出れば熱風と鬱うつ陶とうしい湿度が身体にまとわりつく。省エネということで学内の冷房もできるだけつけない方向なのか、ほとんど効いていない。黙っていても首筋を伝って汗が流れ出てきて、海里はそれを気にしながら話を聞いていた。

「そう。夏休みの間のひと月、ちょっとした社会モニターをするだけなんだ。若者の集団生活のサンプルを取りたいらしくてね。それだけでこの新しい奨学金が受けられるんだよ」

　簡易的な応接スペースにあるテーブルに様々な書類を広げ、メガネをかけた中年の男性職員が強く勧めてくる。

　海里は説明を聞きながらどうしたものかと考えていた。

　現在海里は国からの奨学金を受けているのだがそれが廃止になるという。奨学金を受けられないとなると海里はこのまま学生生活を続けていけるかどうか、かなり悩ましいところだった。

　というのも、海里には身寄りがない。

　両親を亡くしずっと祖父母に育てられてきたが、五年前に祖母を亡くし、また少し前にたったひとりの身内だった祖父も亡くしてしまった。

　祖父が残してくれた遺産はあるものの、そう多いとは言えない額だ。できればいざというときのために残しておきたい。なので、学費は奨学金で補っている状態である。

　海里は大学の四年生で来春卒業を控えている。飛び級もなくごく一般的なルートで大学まで進学をし、卒業後は大学院への進学も勧められているが、どうしようかと迷っているところだった。

　この国の学校制度は昔とは随分異なっている。

　これまで長い間、同じ形態を保たもっていたが、海里の祖父母世代のあたりから徐々に改革がなされ、現在のかたちに落ち着いたのは海里が生まれた頃だった。

　いまではかつての小中高は一貫教育がなされ、義務教育は十年で修了する。それから先は職業訓練課程へ進むか、あるいは高等教育課程である大学へ進むかを選択する。高等教育課程に進むためには共通試験を受けて合格しなければならない。ただ、昔とまったく異なるのは飛び級が認められるようになったことだ。能力さえ認められれば何歳でも共通試験を受けて大学へ進学できる。

　海里が専攻しているのは経済学で、社会に出てそれを生かす場所というのは正直なところあまりない。海里自身学者という柄ではないし、このまま大学院へ進んでいいものかどうか悩んでいた。

　そこにきて、今度は奨学金制度の廃止だ。

　これを機に就職してしまった方がいいのではと海里は考えており、この事務職員に告げたところ「実は」とこの話を切り出されたのだった。

　話によると、現在海里が借りている国からの奨学金制度は廃止になるが、それでは学問を志こころざす学生には酷だというので、官民連携で新たな奨学金制度を立ち上げることになったという。

　どうやら旧財閥系の大企業が名乗りを上げたらしく、そこに海外の投資会社も絡んでいるとのことだ。国はそれにただ乗っかっているだけのようだが。

　海里の成績は十分にその新たな奨学金制度を受けるための基準に達しているようで、熱心に勧められた。

　説明を聞くと、奨学金は、成績次第で返還の義務がなくなるという。

　大学在学中の分も、そしてこれから大学院に進学してからの学費もすべて負ってくれる代わりに、夏休みの期間中、とある施設で生活をして欲しいということだった。

　近頃、マーケティングリサーチなどがかなり困難を極めていると聞く。昔以上に個人情報などの問題がシビアになっているためだ。

　殊に高齢化が深刻になっているいま、海里のような若者のサンプルが不足しているため、モニターを引き受けて欲しいと強く説得される。

「一応ね、一ヶ月間の農業体験コースってことで、施設内の小さな畑で簡単な農作業をしてもらうことになるらしいんだけどね。他の参加者と相部屋にはなるけれど施設は新築でいろんな設備は完備されている上、衣食住はタダだし、自由時間だってきちんと確保されている」

　ほら、と提示されたのは、一日のモデルスケジュールだ。

　彼が言うとおり、農作業にあてられている時間はそれほど多くなく、自由時間もかなり設けられていて、それほど厳しいものではなさそうだった。

「それにね、日当も出るんだ。バイトだと思ってくれてもいいんじゃないかな。こんな好条件めったにないと思うよ」

　そう彼が説明する。

　大学の経営もなかなか難しいと聞く。大きな企業からこうした学生への援助があるのは、学校側としても歓迎しているのだろう。熱のこもった話を聞きながら、海里はしばらく考えていた。そしてそのモニターに参加することへ心が傾く。

　夏休みひと月の間、衣食住がタダになるのはありがたいし、それに日当も出るという。十分バイトの代わりになると考えた。

　それに成績のよい海里ならば、奨学金の返還はしなくてもよいかもしれないと、熱心に言われたこともあった。

　海里に説明をした彼はどうやら海里のゼミを担当する教授にも予あらかじめ話をしていたらしく、「教授がべた褒めだったんだよ」とさらに熱弁を振るった。

　そこまで言われると、海里もいったん進学を諦める方向へ傾いた心がぐらりと揺らいでくる。やはり大学院へ進んで、存分に勉強したいという欲がむくむくと頭を擡もたげた。

　そもそも勉強は嫌いではないし、期待していると言われると頑張ろうかと思う気持ちだって生まれてくる。

　別の世界に触れて、これからのことを考えてみようかと海里はぼんやりと思った。







　２




　真新しい資材の匂いがする。

　くん、と鼻を動かすと、微かにただよう独特の匂い。建築材の化学物質の基準が昔よりも格段に厳しくなり、検出基準の対象になる化学物質もシックハウスだのなんだの騒がれていた時代からすると様変わりしたせいか、有機溶媒はほとんど使われることはなくなっていた。

　とはいえ、やはり真新しいなにかの匂いがする。壁や天井にはどんな資材が使われているのだろうか。あたりすべてが真っ白いその光景はとても無機質に思えた。

　その温かみのまるでない無機質さが、つい先ほど施設の入口で感じた不安感をますます募らせる。

　焦げ付きそうな容赦のない日差しの中で見た、一切を遮断する高い、高い塀と、巨大なゲート。

　バスに乗せられてやってきた場所は、海里が想像していたものとはまったく別物だった。

　これではまるで──。

　要塞か……そう、刑務所のようだ、と思わず口にしそうになって慌てて口を噤んだ。ここでハリウッド映画の撮影が行われるのでは？　と思うほど、信じがたいくらい大きなスケールの真っ白な塀とゲートが海里を圧倒した。いますぐにでも金髪の美女と、筋肉質のイケメンが現れそうだ。

　かなりの山奥らしく、鬱うつ蒼そうとした森林しか海里の目には入ってこない。とはいえこの山がどこにあるのか海里にはまったくわからなかった。

　なぜなら昨夜送迎のための深夜バスに乗ったのだが、高速道路の料金所をすぎたあたりで眠ってしまい、ここに到着するまで熟睡していたのだ。

　企業主催のモニターということで、待遇は破格だった。

　送迎のための貸し切りバスに加え、弁当も飲み物も配布された。弁当はデパートにも出店しているような有名な料亭のものでとても美お味いしく、出発は夜遅くだったもののバイトのあとだったこともあって海里はぺろりと平らげてしまった。

　熟睡してしまったのは、昨日まで大学の試験があったことで寝不足が続き、また用があってバイト先に顔を出したら、人手不足で手伝わされてクタクタに疲れてしまっていたせいだろうか。それにしても、気を失うようにして寝入ってしまった上、随分と長い時間深い眠りにつくなどめったにないことだったので海里は驚いた。

　けれど、バスの設備はかなりよく、快適だった。同じバスには海里の他に数名しか乗っていなかったが、皆やはり海里と同じようにぐっすり眠ってしまったと言っていたくらいだ。

　バスの運転手にここはどこかと訊けばよかったなと思ったが、すぐに降りろという指示で結局訊けずじまいだった。

　そして、現在海里は施設の職員だという男に、これからしばらく生活するという建物を案内され、割り当てられた部屋へ向かっているところだった。

「二一五号室がきみの居室だ」

　無愛想な声で告げられる。

　男性の職員は、とても身体が大きく、またひどく厳いかつい。余計な言葉は一切発することなく、時折睨むような目で海里を見る。

　への字に曲げられた口元を見ながら、海里はここへ参加するのを決めたことを後悔し始めていた。

　だが、ここまできてしまった以上、一ヶ月というモニターの期間を無事に終えるだけだ。

　しんと静まりかえった廊下に足音だけを響かせながら海里は職員のあとを黙ってついていった。

「きみがサインした契約書にも書かれていたと思うが、モニター期間を終えるまで、基本的に作業時間以外でこの建物と、もちろんあのゲートからは外へ出られないのは、わかっているね」

　真ま面じ目めくさった声で告げられ、投げやりにもなりようがない開き直った声で「はい」と返事をする。

「ならば結構。早くついてきなさい」

　彼に威圧感を覚えてしまうのは、着ている制服の色が暗い色だということもある。不安を覚えながら海里は廊下を歩いた。

　それにしても、この厳重さときたらなんだ。

　数メートルおきに設置されている、人感センサーで追跡するタイプの監視カメラは果たして必要なものなのか。そしてそれ以外、ものらしいものもない。つるりとした白い壁や天井や廊下は海里を落ち着かない気持ちにさせた。

　しかも廊下のところどころにゲートが設けられている。

　施設に入ってすぐと、それからこれまでふたつのゲートを通過した。

　ゲートの開閉は個人認証チップと虹こう彩さい認証で行われるようだ。

　そのチップはここに入る際に手首に着けられたブレスレットに埋め込まれている。ブレスレットは解除キーでしか外せず、またＧＰＳ機能もついている。このゲートと認証システムで人の出入りを監視するのだと説明を受けた。

　監視、という言葉にぞくりとした恐怖のようなものが背筋を駆け抜けた。

　そう、ここに来たときからずっと閉じ込められるのではないかという不安感が頭の中に張りついて、去ってくれない。あの目を瞠みはるほどの巨大なゲートに、これほど厳重な監視システム。海里が感じた第一印象の刑務所、というのがまさにぴったりだった。

　監獄のような、あるいは基地のようなこの施設で自分はなにをするのだろう。

　だいたい、この長い廊下を歩いていても誰にも出くわさない。

　海里の不安はさらに膨らむばかりだった。

　やっと自分たち以外の人間に会ったのは廊下の途中。

　随分と人目をひく、背の高い若い男が前から歩いてくるのを見て、思わず凝視してしまった。

　向こうも海里に気づいたのか、視線を海里へよこす。

　浅黒い肌に黒い髪。ややつり目の荒削りな顔立ち。刺すような視線に、無遠慮に見つめていたのを難癖をつけられたらどうしようと息を飲んだ。

　男に、上から下まで値踏みされるように視線でなぞられる。

　気に障さわってしまったのだ、と海里は竦み上がった。

　そもそも──海里は喧けん嘩かなどしたことがほとんどない。小さな口喧嘩程度のことならあるが、取っ組み合いや殴り合いなどの争いごととは無縁で生きてきた。

　だからこんな場合の対処法など海里には皆目見当もつかない。できることといったら謝るくらいだ。

　謝った方がいいかどうしようかと、海里は立ち止まって相手の男を改めて見る。

　男も一瞬足を止めた。

　野性的な容よう貌ぼうに違たがわず、よく鍛えられた身体をしていた。Ｔシャツから覗のぞく腕にはしっかりと筋肉がついている──美しくしなやかな。おそらくシャツの下の身体もそうなのだろう。

「なにをしている」

　不意にかけられた職員の声に自分が彼に見み惚とれていたと気づく。はっと我に返ると、目の前の男は目を眇すがめた。

「行けよ。呼んでる」

　くいと顎あごで職員の方を指す。

　無愛想に輪をかけたつっけんどんな態度だったが、因縁をつけられたというわけではなさそうだった。

「ありがとうございます」

　ほっとしながら頭を下げて海里は職員のところまで急いだ。







　二一五号室という、この一号棟の東側にある部屋が海里に宛あてがわれる居室であるらしい。居室階への専用エレベーターに乗る。

　二階で降りると、広めの廊下にずらりとドアが並んでいた。いくつくらいあるのだろう。一、二……数え出したが、奥の方までは見えない。

　職員はその途中にある二一五号、と刻印のあるプレートが掲げられた部屋の前で立ち止まった。

「ここだ。おい、ジョウ」

　ノックをするでもなくいきなりドアを開け、その向こうへ男は声をかける。

　すぐさま、海里よりやや年上と思おぼしき青年が駆け寄ってきた。

　彼も背が高い。さっきぶつかりそうになった男と同じくらいだろうか。あの男と違うのは短い髪とそれから──。

「やあ」

　青年は海里を見てにっこりと笑う。

　爽やかな笑顔だ。

　睨ねめつけるように海里の顔を見ていた先ほどの男とは大違いだ、とほっとする。

　彼は職員へ向き直ると「この子が新入りさん？」と訊いた。

「ああ。おまえからいろいろ教えてやってくれ。あとは頼んだぞ」

「了解」

　彼らの会話は随分とフレンドリーだ。気軽な口をきいている。海里に対する態度とは大違いだ。

　職員は二言三言、ジョウと呼ばれた青年に声をかけるとそのままあっさりと立ち去ってしまった。

「ようこそ、一号棟、二一五号室へ」

　明るい声で青年がさらにドアを大きく開く。

「ん？　どうしたの。ガチガチだね。そんなに緊張しなくていいよ。さあ入って」

　あはは、と彼は声をたてて笑うと、突っ立ったままの海里の手を引き、強引に部屋の中に引き入れた。

　ドアの正面には大きく窓があり、明るい日差しが入り込んでいる。こういった施設の部屋だから暗いのではと思ったが、そうではなかった。

　ゆっくりと足を進め、海里は部屋の中を観察するように眺める。

　広い。ゆったりした部屋だ。

　出入り口のドアから向かって左右の壁に沿い、ベッドが並べられている。ベッドとベッドの間にはパーテーションがあり、そして出入りするところはカーテンがかかっている。半個室、とでもいうのか。

　部屋の真ん中にはテーブルや椅子があって、そのテーブルで男がふたり、茶でも飲んでいるのかカップを口にしていた。

　真新しく清潔な部屋はまるでセンスのいいビジネスホテルか、マンションのモデルルームのようである。

「おれはジョウ。この部屋では一番の古株だ。といっても、来たのは先月だけどね。そして──」

　そう言いながら、ジョウと名乗った青年はテーブルについているふたりの男たちへと顔を振り向ける。

　気怠げに海里に流し目をくれる男がひとりと、もうひとりはかなり背の高そうな、がっしりとした身体つきのボサボサ髪の男。

「よろしくね」

　海里に流し目をくれた男がにっこりと笑う。

　見惚れるくらい、美しい男だった。

　同じ男性でこんなにきれいな男がいるのか、と思わず海里は目が釘くぎ付けになる。

　けっして女性的ではないのに、その優美な容姿と全身から溢れるような色気に目め眩まいがしそうになった。

「おい、陽めぐみ。新人くんに色目使うなって」

　ジョウが不快そうに顔を顰しかめた。

「ひどいな。色目だなんて。おれは全然色目なんか使ってないよ？」

　ねえ、とまたも陽という男は海里にきれいな笑顔を見せる。

　すると今度はがっしりとした身体の男が、海里をじろりと睨みつけてきた。いきなり睨まれて海里は驚く。

「なにか？」

　さっきからすれ違った男にも、この男にも睨まれてばかりだ。うんざりとした口調で男へ訊たずねた。

　するとジョウが陽に向き直る。

「だから！　陽！　おまえが誰かにちょっかいかけると手がつけられなくなるヤツいるだろ。いいかげんにしとけ」

　ジョウが大声を出した。

　そして海里の方を向いて、頭をひとつ下げる。

「悪いな。こいつらには構わなくていいから。おいおいわかると思うけれど、気にするだけ無駄だ」

　吐き捨てるようにジョウが言って、陽たちの方をちらりと横目で見る。どこか蔑さげすんだような目つきが気になったものの、海里には口を出すことはできない。

「やだなあ、ジョウってば。なにもそこまで言うことないじゃん」

　陽はかたちのよい唇を尖とがらせて文句を言った。それすら美しいと思ってしまう。

「うるさいな。そうやって誤解させるような行動で方々問題を起こしてるのは誰だ。おかげで同室のおれは肩身が狭い思いをしているってのに」

　はあ、とジョウが大きく溜息をつき、表情を険けわしくする。ジョウと陽たちの間に隔たりがあるのは、海里にも理解できた。こんなことでこれから先やっていけるのだろうか。

「あー、ごめんね。初っぱなからこんな妙なところ見せて。ほら、藤とう吾ごも謝る。新人くんを睨んで威嚇なんかしないの」

　わざと明るい口調で陽が荒すさみかけた場の雰囲気を元に戻す。藤吾と呼ばれた男は黙ったまま、頭だけを小さく下げた。陽に言われて素直に従うというのが意外な気がしたが、ふたりの間には独特の雰囲気がある。

　まるで無邪気に振る舞うお姫様に仕える騎士みたいだ。そう考えると海里も藤吾が海里を睨んできたのもわかる。

「ちゃんと自己紹介していなかったね。おれは陽。こっちは藤吾。よろしくね。きみは？」

　陽が立ち上がって海里に向き直る。そういえばまだ名乗ってもいない。

「海里、です。海に里、でカイリ」

「ＯＫ、海里、ね。随分若そうだけどいくつ？」

「二は十た歳ちです」

　答えると、ヒュウと陽は口笛を鳴らした。

「へえ、やっぱりね。学生さん？」

「はい」

「おれより七つも下だなんてね。それにキュートだし。お肌もピチピチで羨ましいよ」

　陽のような美形に褒め言葉を羅列されても苦笑しか出てこない。

　それこそ肌だって、陽の方がずっと滑なめらかできれいな気がする。七つ上と言うけれど、とてもそんな年上には見えないのだから。

「ありがとうございます。でも陽さんの方がずっときれいですけれど。──よろしくお願いします」

「よろしく、海里。お世辞がうまいね。あとは……さん、づけは余計ね。呼び捨てで構わない。ああ、それからこっちの藤吾はおれの幼なじみでね、きみよりも三つ上なのかな。だろ？」

　藤吾へ振り返って陽が訊くと、彼は声を出さずに頷いた。

「ま、そんなとこ。せっかく同室になったんだから仲良くやっていこうね」

　極上の微笑ほほえみを浮かべて陽は海里の手を握った。ひんやりとした滑らかな手が海里の手を包む。と思うと、手を放した途端、陽はひらりと身を翻ひるがえした。

「じゃあ、おれたちちょっと用事があるから、あとはジョウに聞いて」

　じゃあね、と藤吾を伴ってあっという間に部屋を出て行ってしまった。

　陽たちが出て行ったあと、ジョウがやれやれといった顔で海里の側そばへやってきた。

「陽はトラブルメーカーだから、あまり近寄らない方がいいと思うよ」

　ジョウはさっきも「こいつらには構うな」と言っていた。よほど馬が合わないのだろう。

「トラブルメーカーなんですか」

　ああ、と返事をしながら顰めたジョウの顔を見て、海里はやはり彼らの間には溝があるのだと察した。

「そういうこと。海里も巻き込まれないように気をつけて。──そうそう、さっきは説明が中途半端になってすまなかった。続きを話そう」

　陽たちへの態度とは打って変わって、ジョウは元の愛想のよい顔と口調で、この施設の説明を始めた。

　聞いた話での生活はそれこそ学生の寮生活のようだった。

　起床、掃除に洗濯、そして朝食。それが終わると農作業にでかける。これが今回のメインの作業だ。農作業後に昼食だが、午後にまたがる場合もある。その後戻ってきてから、リネン交換などの作業を当番で行う。

　着るものに制約はなく、私服で過ごして構わないが、農作業時などには支給される作業着に着替えるらしい。私服が汚れないのはありがたかった。

　あとは基本的にフリータイムである。それから夕食、風呂、就寝。

　それから週に一度、健康診断が義務づけられていた。

　健康管理にはかなり神経質らしく、毎週血圧の測定と血液検査がなされるという。

　また、定期検診の他にこれは一度きりだが予防接種も行われることになっていた。

　海里にはわからなかったが、様々な種類の感染症の混合ワクチンとのことだった。

　まるで海外渡航者並だ。被験者ということもあるのか、健康チェックが厳しいと感じる。そこまでする必要はあるのかと思ったが、集団生活のモニターというのはそのくらい細かな配慮が必要なのかもしれないと思い直した。

　居住環境も悪くない。

　この部屋には簡易キッチンとバストイレがついているし、共用スペースも広い。ベッド周りも仕切られていて一応のプライバシーは確保されていた。

　ジョウが「少し案内しよう」と海里を部屋から連れ出してあちこち回った。

　この建物は円柱状で、東西南北の四つのエリアに区切られている。外との出入り口は四カ所。東西南北それぞれにあるようだ。もちろん簡単には出られないが。

　またエリアは施設側で基準を設けており、その基準で分けられているらしい。

　海里のように学校側から紹介されてやってくる者もいれば、公募でやってきた者も多い。かなりの待遇のよさに相当数の応募があったらしい。二十代もしくは三十代の年齢という共通点以外、生活環境も学歴もまた身体つきに至るまで、異なる様々な人間が集まっているようだ。

「北のエリアはすごいよ。ゴリラみたいなのばかりだ」

　ジョウの表現はあんまりだと思ったが、あとに農作業の時間などに一緒になることもあり、それが誇張ではなかったと驚かされる。身体の大きな厳つい男たちばかりで、海里は「向こうじゃなくてよかった」と安心してしまった。

　施設はこの棟一棟だけではなく、他にもいくつかあるという。ここは男性だけの棟だが、他に女性だけの棟もあるようだ。

　この部屋の窓からは、隣に同じようなつくりの棟がひとつと、それから少し離れたところに高層建築のタワー型の建物が見える。

「あれは中央棟。この施設の中枢っていうのかな。全部あそこで管理されてるらしい」

　そびえ立つ巨大な建物に目を瞠った。いずれも近代的な建物ばかりで、この施設自体がごく最近作られたことを知る。

　しかし、このようなスケールの大きな施設の建設がなされたなら、ニュースにでもなっていそうなものなのに、全然見聞きした覚えはなかった。

　きっとなにかでやっていたのだろうが、テレビはさほど観みる方ではないから、気がついていなかっただけかもしれない。

　そういった環境ではあったが決して悪いわけではない。唯一の労働らしい労働である農作業にもこのあと携わることになるのだが、思ったほどきついとは感じなかった。

　外部とのやり取りなどは禁止されているため、通信機器は取り上げられており、施設にも電話やネット環境もないが、それ以外には不満らしい不満もない。

　食堂はエリアごとにあったし、規模は大きくはないもののカフェのような休憩ラウンジも併設されている。そこそこの本が揃そろえられていて、雑誌やなんかも置かれている。また観られる時間に制限があるものの食堂とラウンジにはテレビもあった。

　マッサージチェアもエアロバイクもあって、かなり恵まれているとは感じた。

　部屋へ戻ってきて「コーヒーでも飲む？」とジョウに訊かれたところで、ドアが開いた。

　陽たちが帰ってきたのだろうかと思って振り向く。

「おい、なんかあったのか」

　ちっ、と舌打ちしながらそう言って海里たちの部屋に入ってきた男がいた。

（あれは……）

　海里がさっきぶつかりそうになった男だ。非常に印象的な男だったから忘れようがない。

「ラド」

　ジョウが苦笑いながら出迎える。

　どうやらラドという名前らしい。

　海里に目もくれずいらついた様子で部屋に入ってくるラドの姿をまじまじと見つめた。

　改めて見ても、彫りの深い顔立ちとしなやかな身体つきは人目をひく。このご時世、ハーフだのクォーターだのは珍しくもないが、彼のように目立つ男はそうそういない。

　ワイルドな容貌に比例して、口も随分と乱暴だったが。

「なんか、って。ああ、陽たちか？」

「ああ。いい気分で屋上で昼寝してたらあいつら来やがって。おれがいるの気づかなかったみたいでおっぱじめやがった」

　くそっ、と悪態をつきながら、どっかり椅子に腰掛けた。

「どこに行ったかと思ったら屋上だったのか」

「おれがどこ行こうと別にいいだろうが。……っくしょ、せっかくひとりになれる穴場だったのに。屋上もダメかよ」

　不機嫌をあらわに足下にあったゴミ箱をラドが蹴る。ガン、と大きな音が鳴りジョウが肩を竦めた。

「そりゃ災難だったな」

「災難なんてもんじゃねえよ。せっかく夢ン中で、おっぱいおっきいねえちゃん口説いてる最中だったのに」

　あと少しだったんだぜ、とラドはふて腐れたように吐き捨てた。

「案外おまえに見せつけたいんじゃないのか。ほら、いるだろう。人に見られて燃え上がるってやつ」

「知るかよ。あいつらのセックスなんて別に見たかねえって」

　ラドの口から「セックス」という単語が飛び出し、海里は目を丸くした。

　陽と藤吾はそういう関係なのか……？

　幼なじみと陽は言っていたが、それだけではなかったということなのか。

「お気の毒さま」

「つうか、人前でちんこしゃぶり合うなっつの」

　その言葉にますます海里の目が大きく丸くなる。

　そろそろ海里の頭の中では様々な情報の整理がつかなくなってきた。

　同性愛に偏見があるわけではないし、それは海里だけでなく、世間的にもいまどきは偏見がある方が時代錯誤だ。なので、陽と藤吾のふたりの間での恋愛自体はともかくとして、人前で平気で行為に及ぶとなると──。

「おいおい、どうした。意識あんのか」

　目を見開いたままぼうっとしている海里の目の前でラドが手を振る。

　実は海里には恋愛経験らしい経験がない。

　祖父母に育てられていたこともあるし、祖母、そして祖父を見送るまで看病などで必死だったため、恋愛に気持ちを割く余裕はまったくなかった。

　中性的な容姿のために男女ともに誘われることはあったが、誰かとつき合ったことはこれまで一度たりともない。

　女の子は可愛かわいいとは思うがそれ以上の気持ちにはならなかったし、かといって、同性が好きというわけではないと思う。要するに恋愛に興味がないのだ。

　断り続けているうちに堅いと評判になったが、そもそもそういう欲がないので、同級生のそういった会話の輪からも自然に遠ざかっていた。

　だからラドとジョウの間で交わされている刺激的な言葉の数々に面食らうばかりだった。

「おまえの下品な言動についていけなくなったんだろう」

　ジョウがラドを横目で見る。

「は？　こんくらい普通だろうが。どこのお嬢ちゃんだよ」

　お嬢ちゃん、と揶や揄ゆされて、海里は反論もできなかった。世間知らずだというのは自分でもよくわかっている。

「世間を全部おまえの物差しで測るな。海里、悪かったね」

　ジョウが申し訳なさそうに海里を見た。

「あ……いえ、すみません。おれの方こそ。なんか水差したみたいで」

　謝ったが、ラドは「別に」とそっけなく答えるだけだ。気を悪くさせてしまっただろうか、と海里が思っていると、ジョウが苦笑しながら口を開いた。

「すまん、海里。こいつは悪いやつじゃないんだ。こいつもルームメイト。ラド、こっちは海里。今日からこの部屋の仲間だ」

　ジョウの紹介でラドもルームメイトのひとりだと知る。ジョウとラドは同い年の二十五歳だと言った。皆海里よりも年上だ。

「ふうん。あんたはなんでここに？」

　訊かれて海里はここに来た経緯を説明した。正直に話したが、なぜか信じてもらえないらしく、彼らの反応は鈍にぶかった。

「奨学金ねえ……。そりゃまた……」

　訝しげな目を向けられて、海里はなんとなくムッとする。

「それじゃあ、皆さんは違うんですか？　おれは奨学金を借りるための条件でここに来ましたけれど、そうじゃないってこと？」

　海里が言うと、ラドとジョウは互いを見み遣やった。

「おれは純粋にバイトだよ。ここはかなり日当がいいからね」

　ジョウは起業のための資金を稼ごうと、新聞に載っていた広告を見て応募したと言った。

　海外でＭＢＡを取得したと口にする彼はどうやらかなりの野心家のようだった。確かにここは提示された額面に海里も驚いたほど高額の手当をもらえる。

「ついでにいろいろ勉強させてもらおうと思って。なんたってバックがバックだ」

　にやりと笑う。

　誰もが知る名だたる企業がこの大がかりな施設に関与しており、さらに海外の巨大投資会社も絡んでいる。

　となれば、この体験モニターは施設の内容を把握するために絶好の機会と彼は踏んだらしい。

「ここってやけに大きいし新しいけど、このモニターのために作られたってわけじゃないですよね？　こんなとこあったなんて知らなかった」

　海里はずっと疑問に思っていたことを訊いてみた。今回のモニターだけのために作られたわけではないだろうが、だとしたらなんのための施設だろう。

「まさか。さっき案内した中央棟があっただろ？　あの棟の中に国の研究機関ができるらしい。まだまだ非公開らしいけどな。他にもいろんな施設を作って学園都市にする計画があるっておれは聞いたけど。で、ここも宿泊施設に使用するとかなんとかって話らしい」

　そうか、と海里は納得した。そういうことなら理解はできる。

「で、ラドは？　そういやそんなこと訊いてもいなかったな」

　ジョウがラドに話を振る。

「おれか。おれも似たようなもんか。金になるって聞いてここにきた。飲み屋で知り合ったオッサンにいい儲もうけ話があるって熱心に誘われてな。仕事を探していたところだったし、まあいっかって」

「へえ」

「渡りに船ってやつだ。まあ、ここは金がいいし、せいぜい稼いで帰るよ。帰れたらいいがな」

　意味深なセリフを口にしたラドへ海里は視線を移した。

　帰れたらいい、というのはどういうつもりで言っているのだろうか。

「あの、帰れたら……って、帰れない可能性もあるってこと……ですか」

　ドキドキと心臓は相変わらず速い拍動を続けている。

「あァ？」

　じろりと睨まれた。迫力のある目で見られるだけで臆してしまいそうになるが、ルームメイトだからと必死に自分を奮い立たせる。

「あのさ、敬語必要ねえから。タメ口で十分だ。同じ部屋なんだし、遠慮すんな。いいか」

「あ……はい。……じゃなくて、うん」

　どうやら海里の敬語が嫌だったようだ。返事をすると、ラドは「いいよ、そんくらいは」とゲラゲラと笑った。

「海里、だっけ。帰れない可能性はそうだな、ないわけじゃないだろ。合宿みたいなもんなのに、そもそもここをこんなに厳重に管理する必要性がどこにある。こんなアホみたいなセキュリティおかしいと思わねぇか」

　物騒だとは思うが彼の言うとおりだ。それは海里も疑問に思っていた。

「それはさ、やっぱ、必要以上の行動を制限するためなんじゃないのか。一応モニターなんだし、行動科学に関する調査についての同意書にもサインさせられたけど」

　ジョウが横から口を挟んだ。

「建前上はそうだろうな。けど、可能性としてはないわけじゃねえし。まあ、おれは別に身寄りもないし、ここに一生閉じ込められてもタダ飯食えるからいいけど」

　ラドの言葉にどきりとして思わず彼の方をじっと見る。身寄りがない、というのは海里も同じだ。似た境遇の彼が途端に近く感じられた。

「喉渇いたな。ラドもコーヒー飲むか」

　ジョウが立ち上がって訊いてきた。そういえばコーヒーを淹いれようとジョウが言っていたところでラドがここにやってきたのだった。

「ああ、悪い。頼む」

「海里は砂糖とミルクいる？」

　ジョウに訊かれて「お願いします」と答える。

「ＯＫ。待っててな」

　キッチンの方へジョウが歩いていった。

「海里、おれになにか言いたいことあんじゃねえの」

「え？」

「さっきおれのこと見てただろ」

　見透かされていた、と海里は彼の洞察力に驚いた。見ていないようでいて、ラドはしっかりと観察している。

「あ……その、ラドも身寄りがないんだなって。おれもだから」

「なるほどね。一緒なわけだ」

「うん。だから、その……勝手に親近感持ったんだ。迷惑かもしれないけれど」

「別に。迷惑なんて思ってねえよ」

　ぶっきらぼうな物言いだが、不機嫌ではないらしい。これが彼の普段からの口調なのだろう。

「よかった。だからね、おれも誰も待ってるわけじゃないし、いつまでいたっていいんだけど」

「けど？」

　訊き返されて、海里は言葉を止めた。ここに到着してから漠然と思っていたことをラドに話すか話すまいか迷っている。だがせっかくの機会だ。うまく説明できるかどうかわからないが、自分の不安を聞いて欲しいという気はする。

「うん……。ここに来るときに乗ったバスでおれ気絶するみたいに寝てたんだ。出発して出された弁当食べてからすぐに眠ったみたいで、ここに着くまでずっと。おれ、祖父の面倒見ながら暮らしてたから、その、物音とかですぐ目が覚めるたちなんだけど、そんなこともなくて……。睡眠薬かなんかあの弁当の中に入ってたのかな、って。考えすぎかな」

　海里はずっとバスの中で眠ってしまったことが頭の隅に残って気になっていた。普段から寝つきはいいが、いくら疲れていたとはいえ、長時間に渡って物音ひとつ気づかないくらいに熟睡するのはあり得ない。どこかでおかしい、と思いながら確信は持てずにいた。

　こんなことを彼に話しても笑い飛ばされるかもしれない。が、自分の中で整理をつけるためにも誰かに話をしてみたかったのだ。

　てっきり「まさか、あり得ねえ」とかなんとか言われると思ったのだが、ラドは予想外に真面目くさった顔をして「そうだろうな」とあっさり海里の推測を支持した。

「え？」

「なに、びっくりした顔してんだよ。多分そうだよ。弁当の中か飲み物に睡眠薬入ってたんだ。おれは前の日腹くだしてたから、弁当は食わなかったが、一緒にバスに乗ったやつが皆あっという間にぐーすか寝てたからな」

　やっぱり、という気持ちと、どうして、という気持ちが海里の中でせめぎ合う。自分でもかなり突飛な想像だと思っていたのだが、どうやらそうではなかったらしい。

　睡眠薬で眠らされてここまで連れてこられたとするならばその意図は。

「この場所を知られたくないんだろ」

　やはり海里の心を見透かしたようにラドがつけ加えた。

「知られたくないって、どういうこと」

「さあ。なんか隠しておきたいんだろうよ」

　ラドは車中の人間が皆眠ってしまったと知って、睡眠薬が仕込まれたと推測し、ひとりだけ起きているのは怪しまれるからと寝たふりをしていたらしい。そのうちうとうと居眠りもしてしまったから、この場所がどこにあるのかは、はっきりわからないと言った。

　帰れない可能性がある、というのは案外当たっているのかもしれない。

　海里が漠然と感じていた不安感はきっとそれだったのだろう。

　そんな風に考え込んでいると、キッチンの方からジョウが「ミルクはどのくらい？　砂糖はひとつ？　ふたつ？」と訊いてきた。

「ミルクたっぷりに砂糖はふたつで」

　その返事を聞いていたラドが「子供か」と笑う。

「甘いの好きで悪い？」

「いや、いいけど。コーヒーには砂糖なんか入れそうにない感じなのに、と思っただけ。意外と可愛いじゃん」

「可愛いって。揶揄からかわないでよ」

　じろりとラドを睨みつけると、彼はにやりと笑った。

「いいや？　堅そうなくせに可愛げあっていいって褒めてんだぜ？」

　とても褒めているとは思えない、と思っているとラドは海里の顔をじっと見た。

「おれの顔になんかついてる……？」

「ふうん、泣きぼくろか。色っぽいね」

　ラドが海里の右目の下を指さした。そこには彼の言うとおり小さなほくろがある。

　海里の顔立ちはけっして男性的ではない。亡くなった母親の写真を見ると、そっくりだなと思うくらいにはよく似た顔立ちで、しかもまるで彼女の形見のように母親と同じ場所にほくろがあった。
















「それが」

「あんたやっぱ結構可愛い顔してんじゃん」

「そりゃどうも。可愛いって言われてもあまりうれしくないけど」

　せっかく男に生まれたからには、可愛いよりかっこいいと言われたいに決まっている。母親似の顔のせいか、そんな褒め言葉とは無縁だけれども。

「そう？　褒めてんだぜ。モテんだろ？」

「モテないよ。それにあんたに言われたくない」

　ラドの方がずっとモテるだろうに嫌みか、と憤然としながら返事をすると、ラドはニヤニヤと笑う。

「そんなに怖い顔すんなって。ああ、そうだ。ひとつ言っておくよ。このエリアは比較的安全だが、気を抜くなよ」

「気を抜くなって、なに、ここそんなに物騒なところなの？」

「おまえはアホか。随分おめでたいな。おまえここに閉じ込められてるも同然なんだぞ？　ここがどういうところかわからない上、周りは素性の知れない人間ばかりだ」

「…………」

「金目当てでここに来てる野郎だって多い。こんな閉鎖的な環境でストレスが溜まってるやつばかりだ。脱走させないためのセキュリティは万全だが、あとは野放しでモラルなんてないのも同然なんだぜ。若くて性欲持て余している上に、男でも穴さえあれば突っ込みたいってやつはゴロゴロしてる。警戒していないとあんたみたいな可愛い子ちゃんは真っ先に犯されかねないぞ」

　にっ、とラドが意地の悪い笑みを浮かべた。

「おか……っ」

　犯される、というのは、と海里が目を白黒させていると、ジョウが淹れたコーヒーをラドの目の前にドンと音を立てて置いた。

「ラド、いいかげんにしておけ」

　じろりとジョウに睨まれて、ラドは肩を竦めた。

「わかったよ」

　ジョウは海里にもマグカップを手渡す。

「ありがとう」

　これからどうなるのか、と海里はひっそり溜息をつきながらミルクと砂糖がたっぷり入ったコーヒーを一口啜すすった。
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「体調は？　特には異常ない？」

　昨日は検診のあとで予防接種があった。海里と同じくらいの時期にここにやってきた者が対象だったのだが、かなりの人数が受けたようだ。このエリアでも半分以上が接種を受けていたと思われた。

　接種のあとは、時折体調を崩す者が現れるという。そのせいかジョウは海里の体調を心配しているようだった。

「ん、平気」

　そう、というジョウの返事を聞きながら、海里はテーブルの上を片付ける。今日はこのあと、浴室掃除が当番だ。

　一週間ほどが経ち、五人部屋の暮らしにも少しずつ慣れている。とはいいつつ、陽と藤吾はあまり部屋にいないので、実はそれほど顔を合わせていない。

　割り当てられている当番作業をこなしたら、基本的にあとは自由だ。だから一緒の部屋で過ごさずともよいけれど、同室なのに、という気持ちもなくはない。かといって、彼らはけっして海里たちを嫌っているわけではないようだ。ただ必要以上の時間を海里たちと過ごすことがないというだけで。

　ラドとジョウに「ほっとけ」と言われているので気にしないようにしているものの、どうしても気になってしまう。

　今日も一緒に食事に行こうと誘ったのだが「先に行ってて」と言われ、結局いつものようにラドとジョウと海里の三人で食堂に来たのだった。

　ここの食事はかなり美味しい。

　チェーンのファミレスなんかよりもずっと手が込んでいて、しかも栄養面は完璧だ。今日の昼食は野菜たっぷりの五目焼きそばに小振りの冷や奴やつこ。中華風らしく、辛い肉味み噌そが載っている。あとはワカメのスープにザーサイ。

　毎日飽きが来ないようにかなり献立も工夫されていて、海里はまだ一度も同じメニューに当たったことがない。

「あ、うずらの卵」

　五目焼きそばに入っているうずらの卵に、海里はつい声を出す。うずらの卵が入っているだけで、どうしてこう特別感が増すのか。とりたてて珍しい食材でもないのに、これが入っているだけで、妙にテンションが上がる。

「随分うれしそうだな」

　ラドに鼻で笑われる。

「いいだろ、別に」

　ムッとしながら返事をした。まるで子供みたいだと言われたようで、面白くない。だが、楽しみをバカにされたようでどこか悔しい気持ちになったのだ。

「悪いなんて言ってない。うれしそうだから、うれしそうって言っただけだ」

　やはりどこか小馬鹿にした風な口調だ。それが腹立たしくてつい言い返す。

「だからその言い方！」

「おれがなにか言ったか？」

「なにそれ」

　険悪になりかけた雰囲気に、呆れたようにジョウが割って入った。

「はいはい、そのくらいにしとけ、海里。ラドも。おまえが余計な茶々を入れるから海里がムッとしたんだろう。謝れ」

「なんでおれが」

　今度はラドが不機嫌になる。

「おまえはもっと人の気持ちってもんを考えるべき。いいから言うとおりに謝って」

　ジョウに諭され、しぶしぶ「……すまん」とラドは海里に謝った。しかし彼はまだ納得していないようで、小さく首を傾かしげていた。

「海里もいいね。これでしまいだ」

「うん……」

　うずらの卵ひとつでこれほどむきにならなくても、と思うが、海里にも一応の理由はあった。

　ここの食事は確かにうまいし満足のいくものなのだが、少し物足りないと思うことがある。物足りないというのは、量についてではない。腹一杯は食べられるけれどもどことなく口寂しさを感じるのだ。そのため食事になんとなく不満が残ってしまう。そんなときにラドに揶揄われたので海里としてはかなり面白くない気分になり、ついついラドに当たってしまった。

　それをふたりに告げると、ジョウは「ああ」と海里の言うことを納得してくれた。

「え、わかる？」

「おれはいまいちピンとこないけど、海里と同じように言うやつは結構いるんだよ。なんでもデザート的なものが足りないらしい」

　それを聞いて海里は欠けたパズルのピースを見つけてそれがすんなりはまったときのような、そんな気分になった。それだ。

　そういえば果物すらろくに出ていない。時折覚えた物足りなさの原因はそれかもしれなかった。

　デザートというか、お菓子や果物のようなものを一切口にしていないからなのだろう。コーヒーや紅茶を除けば嗜好品の類たぐいはほとんどないといっていい。

　祖父が入院していたときのことを思い出す。病院の食事には不満はないといっていた祖父が、海里にあんパンを買ってきてくれとねだったことがあった。あれは多分いまの海里と同じ気分だったのかもしれない。

「そうかも。お菓子もジュースもないもんね、ここ」

「ジュースはないな。甘い飲み物っていうとせいぜいコーヒーや紅茶に砂糖を入れて飲むくらいか。──ああ、そういや、お菓子の支給日って今日じゃなかったか」

「お菓子の支給？」

　海里が訊き返す。

「そう。月に一度、支給されるんだ。おれはもらったことはないが、かなり人が集まるって聞いた」

「え、なに、それ」

「そんなに気になるのかい？」

　ジョウがくすくすと笑う。

　海里はもとから甘いものが好きなのだ。通学時でも常に鞄かばんの中には飴あめやクッキーが入っていた。特にサクサクのクッキーが大好きで、思い出すと食べたくなってしまう。

「いや……そういうわけじゃ」

　けれど、やはり気になるものは気になる。それがジョウにはわかってしまったのだろう。

「顔に出てるよ、海里。食べたいんだろ？」

「う……」

「遠慮しなくていい。確か刑務所なんかでも、お菓子なんかは頻繁には食べられないらしいから皆かなり飢えていて、支給されると喜ぶって聞いた。ここでもそうで、支給日はお祭り騒ぎだよ」

　お菓子だなんて子供でもあるまいし、と思う者もいるかもしれないがそうではない。

　ここでは酒や煙草たばこは厳禁だ。

　当然のことながら入手するすべはない。外界から完全にシャットアウトされているこの施設では、どうあがいても外から持ち込むのは無理な話だった。

　酒も煙草も制限されているとどうしても口寂しくなるようで、甘いものは飲酒や喫煙を常にしていた者には大変な人気なのだという。

　また閉鎖的な環境ではストレスを解消するために、自然と身体が必要とするのかもしれない。

　そうなんだ、と海里はジョウの話に聞き入った。

「確か、午後三時からじゃなかったかな。中庭で配布されるから、海里ももらってくるといい」

　ジョウがにこにこしながら海里に言う。

　うん、と返事をして、午後三時中庭、と小さく呟つぶやいた。すると横からラドが「ついていってやろうか」とにやにや笑う。

「別にいいよ。ひとりで行ける」

　海里はツンとそっぽを向いてラドに返事をした。

　ラドなんかについてきてもらったら、きっとまた揶揄われる。どうにも彼は苦手だ。揶揄われたり、茶化されたり、海里のことをあまり好きではないのかもしれない。

「あ、そう。まあ、いいけど。中庭は気をつけろよ。ジョウが言ったかもしれないが、よそのエリアの人間もたーくさん来るからな。おまえまだ行ったことないんだろ？」

　ラドの言葉に海里は一瞬怯ひるんだ。

　というのも、海里がここへやってきた初日に、ジョウにはだいたいの場所を案内してもらってはいたが、中庭だけはまだだったからだ。

　基本的に東西南北のそれぞれのエリアは行き来が禁止されている。例の認証が必要なゲートで出入りを制限されていた。

　しかし中庭だけは共有のスペースで、どのエリアからも行き来ができる場所である。

　初日の案内のときに海里はジョウから「あまり近寄らない方がいい」と釘を刺されており、その言葉に怖おじ気づいて、まだ行ったことはなかったのだ。

「そんなにびびらなくてもいいよ。でも、前も言ったと思うけれど他のエリアにはたちのよくない男たちがいるからね。気をつけて」

「うん……わかった。ありがとう」

　きっと気をつけていれば平気だろう。

　ただこのときの海里はジョウやラドの忠告を本当の意味でわかっていなかった、とあとから知ることになるのだが。







　中庭は人が溢れかえっていた。

　やはり皆、甘いもので気分を紛らわせたいらしい。

　海里はおとなしく列に並んでいた。ようやく順番がきてお菓子の入った袋をもらう。

　それを抱えて、部屋へ戻ろうとしたとき、突然目の前に飛び出してきた男にぶつかった。

「あ、すみません」

　謝って通り過ごそうと思ったのだが、男が海里の目の前に立ち塞がる。

「おい、それだけか」

　低い、ドスのきいた声が頭の上から降ってきた。

（あ……、これって……）

　たちのよくない男たちがいるからね、とジョウに注意を受けたばかりだったのにと海里は怯む。

「ふ……ん、人にぶつかっておいて、その舐なめた謝り方、ねえんじゃないか」

　棘とげのある、尖った言い方だ。

「別に、舐めてません。謝り方が悪いというなら謝ります。申し訳ありません」

　海里は真まっ直すぐ男を見、そして頭を下げた。すると男はさらにきつい目つきで海里を睨み、距離を詰めてきた。

「なんだ、その舐めくさった態度。おれに喧嘩ふっかけようってのか？　あァ？」

　胸ぐらを摑まれ、海里の足が宙に浮く。

　殴られる、そう思ったときだった。

「にいさん、そのへんにしといてやんなよ」

　やわらかい声がかかる。

　声の方を向くと、そこには陽と藤吾がいた。

「あ？　てめえらはすっこんでろ！」

　威嚇するような大声にも、陽はきれいな笑顔を作ったまま立ち去る様子はない。

「海里もほら、もう一度謝って。その抱えてるもの、お詫わびに彼に渡せばきっと許してもらえるんじゃないかな」

　陽は微笑んだまま男に見えないように海里に目配せをしてくる。

　そういうことか、と海里は理解した。

　悔しいがこうなっては仕方ない。たかが菓子とはいえ、男に屈するのは嫌だが。

　けれど取りなしてくれている陽の好意も無にしてはいけない。

「あの、すみません。これ、お詫びに……」

　そう言うと、男はようやく海里を地面に下ろした。

「なんだ、わかってりゃいいんだよ」

　海里の手から袋を取り上げて、あっさりと男は立ち去ってしまう。

　海里は男の姿がなくなるや否いなや、ほーっと大きな息をついた。

「大丈夫？」

　陽が声をかけてくる。

「陽、ありがとう」

　海里は礼を言う。

「いいよ別に。でも海里、これからは用心しな。ね？　今日のあいつは甘いもん目当てにああやって難癖つけてくるヤツだってわかってたからまだましだったけど、そうじゃないのもいるから」

　海里はまだここにいる期間が短いが、他には長く滞在している者もいる。海里のように学生だけがここにいるわけでない。

　ジョウもそうだが、手当がいいからとここにいる人間もいるのだ。中には荒っぽい人間だっているだろう。

　因縁をつけてきた男は、常習犯でいつも誰かしらにああして難癖をつけては菓子を取り上げていくのだという。

　ここではお菓子は貴重品だから、と陽が苦笑した。

「海里がここに来てるって言うから追いかけてきて正解だったね。間に合ってよかった」

　陽が海里にウインクする。こんな仕し草ぐさも様になっているところが陽だと思う。

「まったくジョウもラドもなんでまた海里ひとりでこんなとこに来させたのか」

　呆れたように陽は大げさに肩を竦めて見せた。

「おれがひとりでも平気って言ったんだ。ラドはついてきてくれるって言ったんだけど断っちゃって」

　意地を張って断らなければよかったと海里は少し後悔していた。陽はそんな海里を慰めるように肩を抱く。

「ま、いいか。海里は無事だったし──っ、藤吾、こんなとこでやめろって」

　ん、と陽が色っぽい声を出す。

　それもそのはずで、藤吾は陽のうなじに唇を押しつけている。それをいなそうと身体をくねらせる陽がひどく艶なまめかしい。

　海里はその光景に驚いて真っ赤になり固まった。

「……っ！」

　なるほど、このふたりがデキているというのは本当だったのかと、思いもよらない場所で納得させられた。強引に見せつけられたというべきか。

「あはは、ごめんねえ。躾しつけが足りなくて。ほら、藤吾いいかげんにしろ」

　陽が藤吾を引き剝はがし「こら」と叱しかる。そうして海里に向き直った。

「──さ、部屋に戻ろう」

　驚いたが、大っぴらにされるとかえってこういうものかと思ってしまうのが不思議だ。

「うん。本当にありがとう。助かったよ」

「他人行儀だな。お礼なんかいいって。ルームメイトだし」

　ね、と陽はまたきれいに笑う。

　手ぶらで戻った海里にジョウはなにも訊かなかった。

　きっと全部わかっている。

　陽たちのおかげで事なきを得たし、自分が迂う闊かつだったのはわかっているが、それでもいくらか気持ちがへこむ。ジョウになにも訊かれなかったことが尚なお更さら同情されているような気がしたからだ。

　そして、妙な意地をはってラドの申し出を断った自分勝手さが余計に自己嫌悪に陥らせる。すごすごと自分のベッドへ向かい、横になった。そうしてしばらくベッドの上でゴロゴロしていると、ふと首筋に痒かゆみを覚えた。

「？」

　見ると、首のつけ根にぽつっと赤い、虫刺されのように小さく腫れた箇所がある。

　咬かみ跡は見えないが、さっき中庭にいて虫にでも刺されたのだろうか。

「海里、食堂行くぞ」

　ジョウの呼ぶ声が聞こえる。

　時計を見ると、もう夕飯の時間だ。

「いま行く！」

　返事をして、海里はベッドから飛び出した。







　４




　閉塞的な環境が、思っていたよりもずっと気分を滅め入いらせるものだと知らなかった。

　どちらかというと海里自身アウトドア派というわけではないから、建物の中に四六時中いるのは平気かと思っていたが、実際そうではなかった。外へ出入りする自由を奪われるというのがどれほどのストレスか。

　身体を拘束されているわけでもない、建物の中ならどこへ行っても自由だというのに、好きなときに好きなように外へ出られないというだけで息が詰まりそうになる。

　手首に装着されている高性能のＧＰＳ機能もある認証チップのせいで脱走は不可能であり、建物の中と外の行き来は厳密に制限されていた。

　が、農作業の時間だけは別だ。土いじりをするときには外の空気を吸える。

　なにかの学説でもあるようだが、土に触れる、緑に触れるというのが、心を平穏に保つためになによりも有効な方法だそうで、それを自分自身で実感していた。

　運動不足も解消できるし、他の時間では得られない達成感を得ることができる。

　そのためこの時間が、海里のもっぱらの楽しみだった。

　栽培されている作物は様々だ。今日は早わ生せのジャガイモの収穫が行われた。一応自給自足もできるくらい作付けの品種はかなり多く、畑も広い。

　畑にまで塀は及んではいなかったが、その理由は一目瞭然である。この施設自体がどこかの山奥に存在しているらしく、ここはどうやら山を切り崩して造成した場所のようだった。

　いわば自然の要塞というわけだ。

（どこにも逃げ場がないってことか）

　四方八方を山に囲まれ、逃げ出したところでこの鬱蒼とした森林で迷うだけだ。

　コンパスもなにもない、丸裸の状態ではおそらく人のいるところまで無事にたどり着けるかどうか。

　その前にＧＰＳで発見されて連れ戻されるのは目に見えていた。

　作業の半ばで食事時間を告げられる。今日の収穫は広い畑のため、午後まで行われるようだ。昼食の弁当が配布されて、食事を摂ることになった。

　海里より前にここに来た者は、自分の部屋以外の人間に知り合いもいるようで、方々に声をかけて賑にぎやかにしている。

　が、海里はまだルームメイトくらいしか知り合いがいない。

　自然と一緒にいるのは同室の人間が多くなる。

「海里、疲れてないか」

　ジョウが声をかけてきた。

「ありがとう。でも平気。これでも体力あるから」

　身体つきこそ華奢な方だが、これでも祖父を介護していた。本格的な力仕事は向いていないが、そこそこスタミナはある。

「そう、それならいいけど。あまり無理すんなよ」

「平気。ちょっと気晴らしにその辺散歩してくるね。ここ少し暑いし」

　今日はとても天気がよく、日差しが眩しい。とはいえ、直射日光にさらされている中で食事をして、ぼうっとなってしまった。

「ああ。今日は確かに暑い。そうだな、向こうで木の影にいるといい。時間までに戻っておいで」

「そうする」

　海里はそう言って、腰を上げ、木立の方へと足を向けた。

　少し日陰に入るだけでかなり涼しい。

　爽やかな風が吹き抜け、緑の匂いもする。深呼吸して肺に空気をいっぱいに吸い込むといくらかリフレッシュしたような気になった。

　いつもの作業のときにはあまり歩き回らないせいか、とても新鮮だ。先日の一件もあり、慣れないうちはうろうろしない方がいいだろうと思ってそうしていたのだが、これからの時期は日差しが強すぎる。休憩中に熱中症にでもなってはことだ。休む場所について考えた方がよさそうだった。

　調子に乗って、海里は歩き回っていた。これまで気にしたことのなかった、木々や草花がここにきてからやけにきれいに見える。閉じこもった生活が続いているせいだろうか。外に出ると景色が輝いているように思える。

　いままでの生活で植物に興味を持ったことなんかほとんどなかったのに不思議なものだ。

「約束が違うだろ！」

　突然、林の奥から大きな声が聞こえた。

　気になってそろそろと声がした方へ向かう。

　やけにごつい男と、そして陽がいた。

「知らないよ。おれはちゃんと繫つなぎを取っただろうが。見つかったのはあんたがうまくやらなかっただけだろ？」

「うるせえ！　おかげでおれは減給処分なんだからな」

「知るか。おれはおまえがオンナのところにどうしても行きたいっていうから、その手助けしただけで全部責任取るなんて言ってない。運が悪かったんだよ」

　陽が男と言い争っている。はらはらしていると、陽は男を無視して、さっさと歩いて行ってしまう。だが、男は陽を追いかけていった。

　どうしよう、誰かに知らせた方がいいのか。

　トラブルに巻き込まれているらしい陽が気になって、海里もまた彼らに続く。

　だが彼らに見つからないようにこっそりと追いかけたせいか林の中で彼らを見失う。気がつくといつの間にか、立ち入り禁止のエリアまで来てしまっていた。

「やばっ」

　引き返しかけたそのとき、立ち入り禁止のロープが張られているその少し奥に小さな建物を見つける。

（……？）

　目をこらして見る。どうやら温室のようだ。

　こんなところでなにを一体育てているのだろうか。

　興味を引かれたが、引き返さなければと思っていると、温室の中でゆらりと動く影があった。

　陽だろうか。

　もしまださっきの男に絡まれていたのだとすると、厄介だ。自分では力にもならないだろうが、いないよりはましかもしれない。

　そろそろと温室に足を踏み入れる。

　見たこともない草花や樹木に海里は目を奪われた。

　華やかな色とりどりの花に、珍しいかたちの葉を持つ樹木。あれはシダの一種だろうか。大きな葉を広げる草があって、そのすぐ近くには美味しそうな実をつけている木もある。

　海里はきょろきょろと陽の姿を探しながら、一歩、また一歩と奥へ足を進めた。

　そのときだった。

「おい、なにやってんだ」

　耳に障るだみ声が背後から聞こえた。陽の声ではない。警備員だろうか。

「…………！」

　しまった。

「すみませ──」

　謝りながら振り返ると、そこにいるのは警備員ではなかった。

　ジョウがよく揶や揄ゆしている、北のエリアにいる──ゴリラ男──のひとりだった。

「おいおい、ここは立ち入り禁止だろ。なにやってんの」

　にやにやとゴリラ男が近づいてくる。

「知り合いを探しにきたんですが」

　このまま見過ごしてはくれないだろうか。

　だが、それはひどく甘い考えだったとすぐに気づかされた。

「探しにきたでもなんでも、ここに入ったことが知れたらただじゃすまないらしいぜ」

「え……？」

「ルームメイト全員の給料がさっ引かれるな」

「減給……」

　意外だという顔を海里がしたせいか、男は呆れたような声を出す。

「ペナルティがあるのを聞いていないのか？」

「ペナルティ？」

「なんだそんなことも知らないのか。規律違反については、罰に応じて日当を減額あるいは没収だ」

　それを聞いて、海里は震え上がった。

　まさかそんなペナルティが科せられるとは思わなかった。

　知らなかったではすまされない。自分ひとりならともかくルームメイトやその他の関係ない人たちにまで迷惑が及ぶのは困る。

「……っ」

　狼狽うろたえているとゴリラ男はにやにや笑いをさらに露骨に表す。

「そうだな。黙っておいてやってもいいぜ」

「すみません」

　ありがとうございます、と海里が続けようとしたところでゴリラ男がすぐ側まで接近してきた。

「わかってんだろ、ほら」

　よこしな、と男が手を出してくる。

　なんだ、と思った海里は首を傾げ、そういえばと先日の菓子の支給のことを思い出す。

　彼は海里に見返りを要求しているのだ。……だが、海里はなにも持っていない。

　この前は陽たちが助けてくれたものの、今日は誰もいないのだ。

「すみません、おれ、いまなにも持ってなくて」

　迂闊だった、と海里は後悔した。

　海里の足なら、すぐに走って逃げ出せば彼ひとりくらいなら逃げ切れたはずだ。

　だがこの距離ではもう逃げ出すこともできない。

「ふうん」

　男は海里を値踏みするように、いやらしい目つきで海里を見る。

「シケてんな。まあいい」

　海里はいくらかその言葉に緊張を緩めたものの、男が次に口にした言葉に目を丸くした。

「じゃあ、その代わり──おれの相手してくんねえかな。なに、ちょっとケツ貸してくれればいい。なにも持ってないんじゃ、あとは身体しかねえよなあ。なあ、にいちゃん」

「な……っ」

　男の言うことが俄にわかに理解できなかった。まごまごとしていると、「おまえも楽しませてやるからよ」と身体を近づけ、後ろから羽交い締めにされたかと思うと股間を擦こすりつけられた。

　尻に、勃ぼつ起きしていると思われる男のものが当たる。

「やっ……！　やめろ……っ！」

「いいじゃねえか。ほんのちょーっとおれの相手しただけで黙っててやるって言ってんだ。……悪いようにはしねえよ。だから」

　言いながら男は海里の股間を揉もみ込んできた。

「おいおい、もう勃たってきてんじゃねえの。おまえもホントはヤりたかったんだろ」

　そんなわけあるか、と海里は叫びたかった。そんなの男の生理だ。刺激されたら勃起するに決まっている。ヤりたいとかヤりたくないとか──そんなのこんなゴリラ男とはヤりたくない。

　なのに、声が出ない。

　悔しさに海里は唇を嚙んだ。

　男と海里の体格差は圧倒的で、しかもひどい馬鹿力だ。この男にかかったら海里など捻ひねり潰されてしまいそうだった。

　──このエリアは比較的安全だが、気を抜くなよ。あんたみたいな可愛い子ちゃんは真っ先に犯されかねないぞ。

　以前にラドに言われたことをようやく思い出す。

　言われていたのに。

　あれは揶揄でも、嫌がらせでもなく、本当の忠告だったのだ。ここでは暴力というのは殴る蹴るだけを指すものではないらしい。

　自分はただのモニターで短い期間しかいないし、男だからと油断して、性暴力などあるわけがないと思っていた愚かさと、あのとき彼の言葉を本気で受け止めなかった自分に海里は腹が立った。

　しかしもう遅い。忠告も聞かず、迂闊な真ま似ねをしてこんな目に遭っているのは、自業自得でしかない。

　このままレイプされてしまうのだろうか、と海里はぎゅっと目を瞑った。

　気持ちが悪い。

　首筋に這はわされる舌の感触も、股間をまさぐる手の動きも、そして尻に当たる性器の感触も。

「クソが……っ！　やめろって……っ！　やめろッ」

　叫んで、じたばたと暴れるが男は構わず海里の作業ズボンを引きずり下ろす。あらわになった尻をガサガサとした手で撫でられ、揉まれた。

「ちっちぇ尻だな。ここにおれのぶちこんだら壊れっかな」

　ごくりと背後から生唾を飲む音が聞こえ、また荒い息が吹きかけられ吐き気を催しそうだった。改めて自分の軽率な行動を呪う。

「海里、ここは立ち入り禁止だ」

　冷たい声が、別の方向から聞こえてきた。

　その声に男がぱっと海里から身体を離す。

　その隙すきに、海里は素早くズボンを引き上げ、出口へ走る。

　そこにいたのはラドだった。

「ラド……！」

　なぜ彼がここに、と思ったが、とりあえず助かった。

　だが彼は冷たい視線を海里によこす。そして海里を襲った男の方を見ると、再び海里へと視線を移し、ふん、と鼻を鳴らした。

「お楽しみのところ邪魔して悪かったな」

「ちが……っ！　おれは！」

　反論しようとしたが、「別にどうでもいいが」と呆れたような声で遮られた。

　海里のことはまるきり眼中にないとばかり、男に歩み寄る。

「おい、おまえ、黙っておいてやるからさっさと行きな」

　くいと顎で外を指す。

「あ？　なんだとぉ？」

　男はラドの態度に腹を立てたのか、摑みかかった。が、ラドはすいと身体を避け、すかさず男の腹に拳こぶしを入れる。鈍い音が聞こえるなり、男はう……、と呻うめき声を上げて身体をふたつに折った。

「こんなとこで逢あい引きなんかされたら、こっちが迷惑だ。おまえらのせいでおれらまでとばっちり食うのはごめんだからな。そろそろ休憩時間も終わるし、おまえらがいないとなれば警備員が探しにくるぞ。いいのか」

　ラドが睥へい睨げいしつつそう言うと、男はひとつ舌を打って、逃げるように温室から立ち去った。

　その背をぼんやりと見送っていると、ぐい、とラドに腕を摑まれ引かれる。

「おい、早いとこ行くぞ。こんなところにいたら面倒だ」

　引きずられるようにして温室の外に出る。

「あ……ごめん。それから、ありがとう……助かった」

　立ち入り禁止エリアを抜け、さっさと先を急ぐラドを追いながら、海里は謝罪と礼を言う。

「さっきも言っただろう。おまえらのことなんかどうでもいいが、とばっちりを食うのはごめんだからな」

「ごめん……。悪かった。軽率すぎた」

「……なんでこんなとこまで来た」

　ぶっきらぼうな声。

「その……陽の姿を見つけて。……なんか言い争ってる風だったから心配になって」

　言うと、ラドのチッという舌を打つ音が聞こえた。

「おまえがあいつの心配してどうする。あいつはおまえに心配なんかされたいと思ってねえよ」

「……うん」

　言われてみれば確かにそうだ。

　陽に頼まれたわけではない。ただの自己満足のために追いかけて、そしてこんな目に遭っている。

　浅はかな行動でラドに迷惑をかけたと自覚して、海里はひどく反省した。

「これに懲りたら、行動は慎重にしろ。おまえにゴリラ男の相手をする趣味がなければ、の話だけどな」

　やはり冷たい口調だった。軽蔑されても仕方のない迂闊さだったとはいえ、この冷たさはかなり応える。

「……反省してる」

　ラドは海里の言葉などどうでもいいというように、黙ったまま先を歩く。

　その沈黙が痛い。元からあまり好かれているとは思っていないが、これで完全に彼には嫌われた。

　遠くに作業していた畑が見えてくるとラドはくるりと海里の方へ振り返った。

「いいか。ここでは誰も信用するな。おまえがここで穏便に過ごしたければ、隙は見せないことだ」

　じろ、と強く海里を睨みつけてくる。どうしてそんなことを言うのだろう。

「誰もって」

「言ったとおり、誰にもだ」

「あんたや……陽や……、ジョウのことも……？」

　同室の人間すら信用してはならないというのか。そう思って訊き返す。

「当然だ」

　思ってもみなかった答えに信じられないという顔をした。

「甘ちゃんだな」

　ふん、とまた鼻を鳴らされ、呆れた顔をされた。

「甘ちゃんって……」

「甘いから甘いって言ってんだ。そんなんだから、あんなゴリラにつけ込まれんだよ。いいか、おれがあのゴリラと結託してたらどうする。おまえを警備員に差し出してあのゴリラを助けるという可能性をおまえは考えなかったのか。もしくはおれがあいつと一緒におまえを犯していたかも……とか」

　横目で海里を見る。その目に感情の色は見えなかったが、それだけに殊更恐ろしさを感じ、はっとさせられた。

　ラドはけっして自分の味方ではない。連帯責任を取らされるのを回避するために、海里を助けたにすぎない。

「あ…………」

　いま頃になって、海里の身体に震えが走った。

　ラドは海里の方を見ようとせず、ぐるりとあたりを見遣りながら口を開いた。

「あの温室と、そしてあそこは薬草園だ」

　そう言って、温室に隣接している畑を指さす。

「妙なもんがかなりある。──あれはおそらくコカだろうな」

　コカと聞いて、海里は目を丸くした。それがどんな植物か、名前くらい海里だって知っている。麻薬と呼ばれる類の植物も栽培されているとは。

「まだ全部わかったわけじゃないが、ここはかなり胡う散さん臭くさいところだ。なんの目的があって、こんだけ大規模に人を集めてるのか……」

「ラドはここになにか別の目的があると思ってるってこと？」

　訊くと、彼は肯定も否定もせずに続けた。

「あるかもしれないし、ないかもしれない。けど、思っているほどおきれいな場所じゃなさそうだってことはわかった」

　あんなもん、まるで盗とってくださいって言わんばかりだ、とラドは吐き出すように言う。

　彼の言うとおり、建物の中と違いここは厳重さのかけらもない。監視カメラも見当たらなければ、警備員も視界に入る範囲にはいない。ザルのような警備だ。

「なんせやろうと思ったらやりたい放題できる。表向きには飲酒も喫煙も禁止されてるがそうじゃない。欲しいものは案外なんでも手に入る。取引次第ではドラッグだって手に入るさ。なんせ見つからなければ、コカだってあそこから取り放題なんだぜ。それだけじゃない。警備員を買収して別の棟にいる女を買いに行くやつだっているくらいだ。しかも容認されている。いかにルールを破って好き勝手なことできるかって感じだろうな。なんつー無法地帯だよ」

　一体なんのモニターなんだ、とラドは吐き捨てるように言った。

「…………っ」

　さっき小耳に挟んだ陽と男の会話を思い出す。

　陽は誰かを手引きしているようだった。

　あれはもしかして……。

「いいか。ここではなんでも取引の材料になる。持ち物すべてが自分の武器だ。自ら身体を売る者もいれば、誰かを生け贄にえにして自分だけいい目を見ようとするやつだっている。皆餌になりそうなもんを探してるから、油断してるとおまえなんかあっという間に骨の髄までしゃぶられるぞ。自分の身を守りたかったら、自分で守れ。誰も頼りになんかするな。いいな」

　感情のこもらない、乾いた声。

　なのにどこかほっとするような、不思議な温かみを感じていた。

　海里を冷たくあしらう風を装いながら、だがこれは忠告だ。本当に海里のことをどうでもいいと思うのであれば、なにも言わずただ放っておけばいいはずだった。

　どうやら嫌われているというのでもないらしい。まだ少しは海里を慮おもんぱかってくれているようだ。

　だからといって、ラドの言うとおり甘えるわけにはいかなかった。ここで彼に甘える素振りでも見せようものなら、今度こそ完全に見捨てられてしまうだろう。

　誰も信じるな、と彼は言ったが、ラドだけは信じてしまいそうだった。きっとそんなことを口にしたら、また「甘い」と睨まれそうだけれども。

　ありがとう、と海里が口に出したときにはもうラドはすっかり先に行ってしまい、声は届かなかった。







「おかえり、海里。随分のんびりな散歩だったね」

「うん、ぼーっとしてたらこんな時間になってて。遅れるかと思った」

　ジョウに声をかけられ、ごまかすように作り笑いを浮かべる。

「喉渇いただろ。冷たい水、もらっておいたから飲めよ」

　差し出されたコップに入っている水を「ありがとう」と受け取る。

　水は彼の言うとおり冷たく、喉を心地よく潤した。さっきまで身も凍り付くような思いをしたのだ。喉はからからに渇いていた。

「どうかしたのか？」

　ジョウが海里の肩に手を回す。いつも彼はこうしたスキンシップが多い。いままで特別気にしてはいなかったが、ラドに忠告されて海里は幾分警戒するような気持ちになっていた。

　さりげなく回された手を外し「大丈夫」と笑ってみせる。

「これ片付けてくる」

　空っぽになったコップを持って、返却場所へと足を向ける。

　返却場所には、藤吾がいた。海里を一いち瞥べつすると「ジョウはあんたに気があるみたいだな」とぼそりと呟く。

「……そうなのかな。でも気をつける」

　ラドの忠告が胸に刻まれている。

　いくらジョウが気のいい男だとしても、けっして油断してはいけないのだ。

　──ここでは誰も信用するな。

　うん、わかってる。と胸の中でひとり頷く。

　海里の返答に藤吾は一瞬目を見開いた。すぐにいつもの顔に戻ったが、海里の返事が意外だと思ったのかもしれない。

　藤吾はそのままくるりと背を向けて立ち去ってしまった。

　──自分で自分の身を守れ、か。

　いくらここが、表向きには学生寮めいた施設であっても、気を抜いていいわけではない。

　協力してなにかを成し遂げる場所でもなければ、友情を築く場でもない。

　そこになれ合いを持ち込む方がばかげている、とようやく海里も意識を新たにした。

　それにしても同室で一番摑めないのがこの藤吾という男だった。陽の幼なじみでそして恋人なのか、それすらよくわからない関係で。

　必要以上のことどころかまともに会話したのはいまくらいだ。その代わり、すべて俯ふ瞰かんするような目で皆を見ている。

　一体なにを考えているのかわからない。

　そう……。わからないのだ。わからないなら、慎重にならなければならない。

　ジョウも、藤吾も、陽もそしてラドのことも。

　探り合いは得意ではないし、好きでもない。だがここでは必要なスキルだ。

「どうした？」

　ぼんやりとジョウのいるところに戻ると、声をかけられる。

「いや、なんでもないから」

「そうか。無理するなよ」

　うん、と頷くと同時に、集合、と警備員の声が聞こえ、休憩時間の終了を告げられる。

「行くか」

　目線をよこされ、海里は頷いた。
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　二週間。

　もうそんなに経ったのか、と海里はカレンダーを眺めた。

　ここは自分の身を守ることさえしっかりしていたなら、それなりに快適な場所であった。決められた役割さえこなしていれば、咎とがめられることもない。分担をさぼれば皆から反感を買うくらいか。

　ただ快適とはいいつつ、娯楽らしい娯楽はなかった。

　テレビと、定期的に入れ替えられる雑誌の数々がある程度だ。しかしテレビが観られる時間と番組には限りがあったし、雑誌も当然だがきわどいものはない。

　退屈すぎる、と誰かがこぼしていたがそのとおりで、欲求不満は募るばかりだった。

　だから、以前海里が襲われそうになったような、あんな目に遭う者もいるのだろう。

「しまった、忘れてた」

　海里は自分の部屋のリネン類を取りに、洗濯室へ向かっていた。洗濯係が毎日洗濯して乾燥させ、アイロンをかけたリネンは、毎日部屋の者が交代で取りにいくことになっている。

　昼食後から夕食までの間が受取時間なので、皆だいたい昼食のあと、食堂帰りに受け取りに寄ることが多い。

　だが海里の今日は、昼食後に食堂の皿洗い補助の当番になっており、忙しさですっかり受け取り忘れてしまっていた。

　じきに夕食の時間になるため、海里は慌ててリネン室へ駆けていく。

「あれ」

　普段、リネン室の扉は施錠されていない。だが、今日に限って施錠されていた。

「うわ……もうアウトか」

　ガチャガチャとドアノブを回したが、開かないものは開かない。

「みんなに謝らないと……。あー、失敗した」

　ジョウなら一日くらい受け取り忘れたところで文句も言わないだろう。めいっぱい謝ればきっと大丈夫。

　でもラドや陽に藤吾は……考えると憂ゆう鬱うつになる。

　そう思いながら、海里は踵を返し、元来た廊下をとぼとぼと歩き始めた。

　バタン、と音がしたのは、廊下の曲がり角にさしかかったときだ。

　え、と振り返ると、確かにリネン室から誰かが飛び出して駆けていってしまった。

　あれは警備員の制服に見えたような気がする。

　海里は引き返し、再びリネン室の扉の前に立った。おそるおそるドアノブを回す。

「……？」

　ついさっきは開かなくて諦めたのに、いまはくるりとノブが回る。首を傾げながらそのままドアを開けて中へ入った。

　シーツは奥の棚だ。

　海里はいくつもの棚の間を通り抜けて部屋の奥へと向かった。

「うわっ」

　思わず声を上げる。それもそのはずで、誰もいないと思っていたのに、そこには人がいたからだ。

　しかも、下半身にはなにもつけておらず、上半身も上衣の胸元があらわになったしどけない姿で床に横たわっている。

「……ん」

　気怠そうに、顔だけを海里へ向けたその人物は──。

「陽……？」

　それは陽だった。

　驚く海里をよそに、陽はにやりと笑ってみせる。

「ああ、海里だったのか。しまったなあ、こんなとこ見せちまった」

　ま、いっか。

　そんな風にあっけらかんとはしていたが、どこからどう見ても海里には陽の姿は異常としか思えなかった。そう、海里が前に遭ったような目に陽が遭ったのではないか。

「陽！　その格好……っ！」

　海里は慌てて、そこらに散らばっている、陽の衣服をかき集めた。

　すると、当の陽は焦るでもなく、隠すでもなく、ただクックックッとおかしそうに笑うだけだ。

「陽、なに笑ってんだよ……！」

　海里の顔色は失うせていたと思う。

「あ、ごめんね？」

　陽はコケティッシュな笑みを浮かべて甘えるような顔をする。

　ふう、と気怠くひとつ息をついた陽はのろのろと起き上がって、衣服を身につけ始めた。

「なにがあったの？　ねえ、こんなの尋常じゃない」

「心配してくれるの？」

「当たり前だろ？　だってこれって──ちょ……っ」

　海里が言いかけると、陽は突然海里に抱きついた。

「海里って可愛い」

　ひどく色めいた声で耳元に囁ささやきかけられる。吐息が首筋にあたり、妙な色気にぞくりとした。

「め、めぐ……っ」

　同性とはいえ、陽のようなきれいな男に抱きつかれ、艶めかしい声を聞かされると、ひどくどぎまぎとした。

　おまけに陽の指が海里の首筋をすうっと撫でていく。その指は首筋を行ったり来たりしたかと思うと海里の頰にたどり着き、優しく触れる。淫いん靡びな彼の指の動きに海里の身体は勝手に震えた。

「ねえ、海里。ひどくされたって言ったら慰めてくれる？」

「め、陽？　え、あの……、ちょっと」

　吐息をこぼし、甘えるような声で囁き、陽は海里に身体を擦りつける。海里の心臓はうるさいくらいに音を立てた。そのとき海里の頰にやわらかいものが触れる。

「────ッ！」

　それが陽の唇だと気づき、海里の目が大きく見開かれる。あまりの出来事にパニックになり、海里は陽の腕の中でじたばたともがいた。

　すると陽はすぐにぱっと海里から離れ、あはは、と笑い出す。

「陽ッ！」

　揶揄われていたのだと知り、海里は顔を真っ赤に染める。

「ごめんごめん。海里があんまり可愛いこと言うからさ。きみってホント初う心ぶなんだね。そんなに素直な反応されるとうれしくなるな」

「ひどい。揶揄うなんて」

「謝るって。ごめん。もういいだろ？　ね？」

　小首を傾げてにっこりと笑顔を向ける陽はどこか憎めない。

「もういいよ。でも、大丈夫なの？　その……」

　言いながら、海里は陽の身体につけられた生々しい鬱血の痕へ目を遣った。
















「ああ、これ？　気にしないで。いつものこと。っていうか、あいつ海里がドアをガチャガチャするもんだから、びびって逃げだしやがった」

　小心者、と陽は鼻で笑う。

「え……じゃあ」

「ん？　そ、おれ、ここで商売してんの。ごめんね、驚かせて」

　すっかり衣服を着込んだ陽が「商売」と言い放つ。

　ということは、彼はここで意図的に身体をいいようにさせているというのか。

「ほら、海里。これやるよ」

　海里へ向かって陽はなにかを放り投げた。それをキャッチする。煙草だ。

「陽、これ……！」

「なにも持ってないんだろ？　こんなものでもあったらなにかの役には立つ。吸わなくてもいいから持っていろ」

　禁制品の煙草は多分喉から手が出るほど欲しい輩やからもかなりの数いるだろう。

　それを陽は海里によこした。

　本当に禁制品が出回っているのだなと手にしている煙草を見ながら実感する。

「煙草なんてどこから」

「おバカさん。おれは《商売》してるって言っただろ？　警備員って言ってもね、ただの人間の男なわけよ。ちょっと色目使うだけでほいほいおれに貢ぐの。で、おれはあいつらに天国味わわせて、見返りをもらう、ってわけ」

　そのお裾分け。と陽はにっこりと悪びれもせずにきれいな笑顔を見せた。

「だって、陽。藤吾は……？　恋人なんだろ？」

「藤吾？　ああ。あの子は恋人じゃないよ。そうだな、あえて言うならボディーガードかな？　昔からね。だからあの子はおれに干渉なんかできないの。どこで誰相手に商売しようとあの子にはおれになにかを言う権利はない」

「そんな……」

「理解できないと思うけどね」

　なにも言えずにいる海里に、陽はすこぶる妖艶な顔で続けた。

「あとひとつ、きみに言っておく。ここからはきみはもう出られない。海里だけじゃなく、ここにいる人間全員だ」

　衝撃的なセリフだった。

　以前にラドが似たようなことを言っていたがそれはあくまで推測だった。だが陽はきっぱりと出られないと言い切る。

　根拠は、と口には出さなかったが陽は海里の疑問を察したのだろう。すぐに続けた。

「まだ決定的なことが摑めないから、なにが起こるのかはわからないけれどね。でもいずれなにかがあるはずだ。──おそらく近いうちに」

　もしかしたら、陽が《商売》しているのは、ものだけでなく情報を得るためもあるのかもしれない。

「陽……はどうしてここにきたの？」

　ジョウとラドには訊いた。が、陽にはまだ訊いていなかった。

「ヒ・ミ・ツ」

　ふふ、と口元に人差し指を当て、少女のように可か憐れんな笑顔を作る。この笑顔の下になにが隠されているのか。

　そしてまたラドの言葉を思い出す。

　──ここでは誰も信用するな。

　そうだった。陽の言葉がどこまで本当なのか海里には判断ができない以上、陽のすべてを信用してはいけないのだ。

「だからいいね、海里。そいつをおれに突っ返すなよ」

　いま、まさにこの煙草を陽に返そうとしていた海里の心臓が鳴った。

　陽が身体を売って得ているものをそうそう簡単に受け取れない……だけではなかった。多分心のどこかに、なんらかの嫌悪感のようなものが存在していた。

　身体を売る、その行為自体、生理的に受け入れられない自分がいる。偏見はないつもりだったのに、どうやらかなり潔癖だったらしい。

　そういう自分を見透かされたようで、海里はさらに押し黙った。返事に窮する。

「こういうの嫌だって思うんだろ？　わかってる。無理して受け入れてくれなくていいけど、でもそれは持っておいた方がいい」

「陽……あの」

　戸惑う海里に陽は小さく両方の口角を上げる。

「それ以上言わなくていいから。……きみ、この前襲われそうになったんだってね。ラドが言ってた」

　ラドはそんな話までルームメイトにしたのか。まあ、同室に間抜けな人間がいるのだ。話のネタにされても仕方ない。

「おれを追いかけてくれたんだって？」

「それは、その……」

「気持ちはうれしいけど、もうそういうのはやめときな。きみが損するだけだ」

　いいね、と陽が言い聞かせるようにじっと海里の顔を見る。

「あれは……自業自得だったって思ってる」

「そうだね。かなり軽率だった」

　陽は否定しない。

「だから、それをあげておくよ。お節介かもしれないけど、その煙草一箱で結構取引ができるもんだ。いざというとき使える武器があるってのは、案外心強いもんなんだ」

「陽……」

　海里の肩を軽く叩きながら、陽はドアへ向かう。

「さ、行こう。シーツとタオル取りに来たんだろ。遅くなるとここも完全に出入りできなくなる」

「どうしておれに？」

「さあ、どうしてかな。おれも気まぐれだからね。ちょうどお節介な気分だったのさ」

　陽は長めの髪の毛をさらりとかき上げる。うなじに、一際濃い鬱血の痕があった。あれはいまつけられたものなのか、と考えかぶりを振る。陽は陽なりの信念で《商売》をしている。そうまでするというのは、のっぴきならない事情があるのか。

　この前のラドとの会話でも感じたが、ここにはなにか大きな謎が隠されている気がしてならない。その謎を解くために陽は身を投げ出しているのだろうか。

　いざというとき使える武器、と陽は言った。

　だとすれば彼の武器は彼自身なのかもしれない。

　陽にもらった煙草の箱を海里は胸の内ポケットにしまい、シーツやタオルを持って部屋を出た。







　その日の夜、海里は寝つかれずにいた。

　ここから出られない、という陽の言葉が頭から離れていかなかったからだ。

　身寄りがないと言ったラド同様、海里にも自分の住んでいた家以外どこにも帰る場所はない。

　だからここから出られなくても海里のことを心配する者などいないし、それこそラドの言いようではないけれど、このままいても構わない。ここにいれば衣食住は提供してもらえ、生活に困るという状態には少なくとも陥らない。多少の自由は奪われるが、慣れたせいか不快というほどではないのだ。

　現時点でやりたいことも海里には特になく、勉強だって成績は悪くないがそれだけだ。一度はすぐに就職しようとも考えたし、だったらここにいても同じなのではないかとも。

　けれど、いつまでもここにい続けるというのはどうなのか。

　ラドや陽たちは──ただのカンでしかないけれど、彼らはいつまでもここにいることはないと海里は感じていた。

　おそらく彼らは海里とは違う目的でここにいる。なにかの理由があってここに残っているように思えてならない。特に陽──とそして藤吾は。

　だからきっとそのうちなんらかの策を講じて、出て行ってしまうだろう。

　果たして自分は──。

　どうしたいのかと考えれば考えるほど、頭の中がぐちゃぐちゃになっていた。

（少し頭を冷やそう……）

　そっとベッドを下りて、音を立てないように気をつけながら部屋を出る。

　ジ……、という監視カメラの動く微かな音を耳にしながら廊下を歩き、ラウンジへ向かう。

　あのカメラに写るのも意識しなくなった。

　はじめは一挙一動が監視されているようでかなり緊張したが、後ろ暗いところがなければ緊張する必要もない。

　あのカメラも含めここのセキュリティの異常なくらいの厳重さは、陽がにおわせたとおり、モニターという建前の裏に隠された「なにかがある」せいかもしれない。

　不意に海里はカメラの方へ向かってにっこりと笑ってみせる。

　監視カメラの向こう側にいる人間は驚いただろうか。

　そう思うとなんだか愉快になってきた。

　意味のない行動をしてみたくなったのは、いくらかでもここに染まってきたからかもしれない。

　ラウンジの大きなパノラマの窓からはあたりがよく見渡せる。

　中央棟からのサーチライトが、ゆっくりと敷地内を移動しながら照らしていた。

「なんだ、先客か」

　声がして振り向く。

「ラド」

　ラドの顔を見て、海里に少し緊張が走った。

　彼にはいつも情けないところばかり見られているせいか、苦手意識が先に立つ。

「なにしてるんだ」

「ちょっと眠れなくて」

「ふうん」

　それ以上会話は続かなかった。海里は身の置きどころがなくて、落ち着かない。

　けれどこのまま部屋に戻ったら、あからさまに彼を避けていると思われるだろう。

「おまえさ」

　いきなり話しかけられる。

「えっ」

　あまりに驚いて変な声が出てしまった。本当に自分ときたら、うまく立ち回れない。

　ラドには本当にひどいところしか見せていない。

　それが証拠に彼は呆れた顔をしている。

「なに緊張してるんだ」

「……その……別に……」

　とても苦手だなんて言えるわけもなく、曖あい昧まいに言葉を濁す。

「まあいいや。……そこ突っ立ってないで座れば」

　直立不動で固まっている海里にラドは声をかける。彼がいつの間にか腰掛けていたソファーの隣を指さされて、ようやく自分が立ちっぱなしだということに気づいた。

「うん……」

　三人掛けのソファーだ。ラドのすぐ隣……は遠慮したくて、少し間を空けて海里は腰掛けた。

「そんなにおれが嫌かよ」

　ふて腐れた声が聞こえる。

「ラドの方がおれを嫌いなんじゃないの？」

　語尾が自然と小さくなる。ちら、と横目でラドを見ると、海里の方をじいっと見ていて、心臓が跳ねた。

「聞き捨てならないな。勝手に決めつけるな。……嫌いだったら、隣に座れなんて言うかよ」

　ボソリと呟くように言った声が、どこか拗すねているようだ。意外な言葉に海里は目を瞠る。

「ごめん。てっきり……嫌われてると思ってたし。迷惑かけてばかりだったからうざいんだろうって」

　陽やジョウのように話しかけてもこないし、と海里は内心でつけ加える。

「なあ、なにか飲むか」

　コーヒー淹れてくる、と彼は立ち上がる。

「おれが」

　海里も立ち上がるが、「座ってな」と制される。

「コーヒーでいいか？　砂糖とミルク多めでいいんだったな？」

　彼は海里の好みを覚えてくれていた。覚えてくれていたのかと驚くと同時に、ふわりと浮き立つような心持ちになる。

　頷くと、ラドは要望どおりのコーヒーを持ってきてくれた。

　温かい。

　カップを口につけて、ほっと息をつくと、彼も座ってコーヒーを飲む。ちらりと見ると、どうやら彼はミルクは入れないようだ。湯気の立った焦げ茶色の飲み物を美味しそうに飲んでいた。

「別にうざいとは思ってねえよ」

　沈黙のあとに、ラドがぽつりと言った。

「前々から言ってるけど、おまえのその警戒心の薄さはもっと反省した方がいい」

　やっぱり、と海里が愕がく然ぜんとしたところで「でも」とラドは続けた。

「けど、おまえはなにも知らないでここに来たんだろうから、警戒心を抱けって方が無理かもな」

　その声はあまりに小さくて、海里にはよく聞こえず、訊き返す。

「え？」

「いや、なんでもない。──おまえみたいに環境に馴な染じもうと頑張ってるのは嫌いじゃない」

　優しい言葉に海里は身体の中から力が抜けていく。強く固結びにした結び目が解けていくように、心が少し解けた。

「なんだ……それならもっと話してくれればよかったのに。いつもおれの顔なんか見ないから嫌われてるとばっかり」

　ラドは基本的に単独行動が多い。ときどきは皆の前に顔を出すが、それでもいつの間にか姿を消している。当然こうやってふたりきりで話をするなんてことはなかった。

　海里の顔を見ずに、ラドは窓の外の景色を見ている。なんだやっぱり見てもくれないじゃないかと思っていると、彼はぼそりと呟く。

「仲よくなると、別れるときに辛つらくなるからな」

「ラド？」

　思ってもみなかった彼の言葉に、海里は思わずラドの顔を覗き込んだ。

「だからそうやって見るなって」

「だって」

　もっと……彼は冷たく、他人のことなんか一切構わないタイプなのだと思っていた。けれどいまのセリフは。

「おれは……昔っから、親父おやじの仕事の都合で世界中を転々としていてね。長くて一年、短いと三日なんてのもあった。それでもそれなりに仲がいい友達ができるもんなんだ。友達ができると毎日楽しくなるだろ？」

　海里は頷いた。

「だけどさ……仲よくなって、心を許して、こいつとは一生つき合えると思う友達ができても、すぐにお別れだ」

　ラドは遠くを見つめながら、淡々と言葉を繫ぐ。

「離れると、いくら約束して連絡を取り合っても、その約束は守られることなんかまずない。皆、毎日の生活に必死でほんの少しの時間一緒だったヤツのことなんかあっという間に忘れちまう。そんなもんだ」

　醒さめた口調に彼が何度もそういう状況を経験したことが見て取れる。

　海里も祖父母に引き取られたときに、仲がよかった友達とさよならしたことがある。そしてラドの言ったとおり、数通のメールのやりとりのあと、いつの間にか連絡することもなくなった。

「おいおい、なんて顔してんだ」

　ちらと海里へ視線とよこしたラドは小さく笑っている。

「まあそういうことだ。ここだってずっといる場所じゃないだろ？　だからおまえだけじゃない」

　もしかしたら、彼は同室の誰よりも優しく情が深いのかもしれない。言葉の端々にわざと距離を置きたい彼の思いが感じられる。

「あー。なに言ってんだ、おれは。海里、もっと面白い話しろよ」

　照れを隠すように、いきなり海里に話を振った。

「面白い話なんかないよ」

「なんでもいいから話せって」

「無茶ぶりしないでよ。あんたの方が面白い話を知ってんじゃないの？　世界中回ってたって言ってたし、いろいろ経験してきたんだろ」

「そうだな……ジャングルにも行ったし、カチカチのツンドラにも行った。身体中ヒルに食われた話でもするか？　それとも大量の蚊に刺されて全身真っ赤に膨れあがった話がいいか？」

　ラドが口元を引き上げにやりと笑う。

　ヒルだなんて、それも身体中だなんて考えただけでもぞっとした。

　思わず顔に出すと、ラドにゲラゲラ笑われる。

「びくついてんじゃねえよ」

　あはは、と大声で笑う彼はいつもと違って無邪気で可愛げがある。年上の男に向かって可愛いという表現はどうかと思うが。

　とにかく前ほど苦手意識を持たずともよいということだけはわかった。

「ひどいな。笑うことないじゃない。でも、ラドのお父さんって、そんな場所にばかり行っていたんだ。どんな仕事だったの」

　海里はそれほど大したことを訊いたつもりはなかった。が、ラドの表情がみるみる変わる。しまった、と思ったのは彼の目が伏せられたときだった。

　彼の顔に一瞬陰りが差す。

　途端にふたりの間がひどく離された気がした。

　たったいま、少し近づけたと思ったのに、再び遠くなる。本一冊分の距離しか物理的には空いていないところに彼はいるのに、まったく手が届かない場所にいるように思えた。

　失敗した、と海里がきゅっと唇を嚙むと「ちょっと来い」と腕を引っ張られる。

「え、え、ラド……？」

　連れて行かれたのは屋上だった。

　屋上へ来たのは初めてだ。そういえば、海里がここへ来た初日、彼は屋上の話をしていたのだった、と思い出す。

　あのときはなにも知らなかった。

　いまだって、知らないことばかりだが、それでもここに「なにかある」ということくらいはなんとなく感じている。そしてその「なにか」を陽やラドはとうに知っているらしいことも。

　知っているのに、海里に明かさないというのは、彼らが海里を信用していないからだろう。というより、海里だけでなく彼らは彼ら自身しか信じていない。

　──そう、だからラドは信じるなと言った。

　そう彼が言うだけの理由がここにはあるということだ。

　屋上といいつつ、ぐるりと内側に反り返った壁で囲まれている様はとても開放的とは言い難い。それでも外の空気を感じられるから、屋内よりはずっとましだが。

　とはいえ、囲まれているコンクリートのせいで、夜だというのにまだ暑い。この施設のある場所が山の中だろうから、気温自体は夜になってかなり下がっているものの、この反り返った壁のせいで日中溜め込んだ熱気を逃せずにいるようだ。

「ラウンジよりこっちの方が監視カメラが少ない。ないわけじゃないけれど」

　と、ラドは「そっちとそっち。あとはあそこ」と指さしてカメラの位置を海里に教える。こんな夜中、照明もろくにない場所でカメラなんて見えやしない。

「同じ見られているにしても数が少ない方が気が楽だ」

　それもそうだなと彼に同意する。

「どうしておれをここに」

　彼はひとりになりたいときにここに来るのではなかったのか。なぜ海里を連れてやってきたのか。

　すると「どうせ寝らんないんだろ。つき合えよ」そう言って床に座り込み、背を壁にもたれさせる。

　海里も隣に同じように座った。

「やるよ」

　ラドが放ってよこしたのは、一粒のキャンディ。

「いいの？」

　キャンディは貴重品だ。いまではこれがそれなりに有用であることも知っている。たかが一粒の砂糖の塊がこれほど価値のあるものになるとは。

「甘いの好きなんだろ。遠慮しなくていい」

「ありがとう」

　礼を言って、海里はもらったキャンディの包みを開け、口の中へ放り込んだ。

　キャンディはミントがきいていて口の中に爽やかな風が吹き抜ける。

「あのさ、おれがここに来た日のこと覚えてる？」

　訊くと、ラドは首を振った。当然だ。海里は「だよね」と小さく笑う。

「あの日、ラドは陽たちに昼寝を邪魔されたって怒ってたんだ」

「そうだったか？」

「うん。その前にも廊下で会ってるんだ。そんときにやたら怖い目つきで睨んできて」

「覚えてないな」

「だろうと思った」

　はは、と海里は笑い声を上げた。

「おれはおれで、あんたがセックスだのなんだのって口にし出すもんだからパニックになってた」

「お子様だからな」

「否定しないよ。いまだってまだ目の前で陽たちにいちゃつかれるとあわあわしちゃうし」

　言うと、ラドはくすくすと笑う。

「それな。おまえ普段澄ましてツンツンしてるくせに、中身はてんでお子様だっていうのが」

「澄ましてなんかない」

「そうか？」

「そうだよ。緊張はしてたけど」

　横目で見ながらそう答える。いつも緊張していたからきっと彼にはつんけんしていると思われていたのだろう。こうしてきちんと向き合えばなんてことなく話すことだってできる。自分が必要以上に壁を築いていたのだと海里は改めて思った。

「……おまえ誘ってんの？」

　ラドが突拍子もないことを言い出した。

「はぁ？」

　海里は海里で素っ頓狂な声を上げる。

　いきなりなにを言い出すかと思ったら、誘ってる、だなんて。

「誘うって、誰が！　誰を！」

　思わず声を荒らげる。その声にラドも気け圧おされたようで「悪わりぃ」と肩を竦めていた。

「……ったく、無意識かよ……」

　ぼそりと彼が口にしていたが、一体どういうことだと海里は問い詰めた。

「ああ……。その泣きぼくろのせいか。おまえむやみやたらにそういう目するのやめときな。誤解されるぞ」

「そういう目って……！」

「それにな、おまえ噓うそつけないだろ。丸ごと全部預けられるような気にさせられる。なんていうか、不安定さがあるんだよな。だからうっかり変な気になる」

　そんなもの自覚しているわけもなく、海里は「なにそれ」と悪態をついた。

「ジョウなんかきっと誤解してんじゃないのか？　多分。あいつ絶対おまえが自分に気があると思ってるぜ」

　ニヤニヤと笑う。

「藤吾はジョウがおれに気があるって言ってたけど」

「似たようなもんだ。どっちでもいいけどせいぜい貞操奪われないようにな」

「て、貞操って」

「だっておまえ童貞だろ。この前のあれで後ろもまだってのがわかったし」

「なにそれ！」

　せっかく少しはまともに会話ができるようになったと思ったのに、あまりの言いようだ。

「おまえさ、男に結構誘われやすいタチだろうが。さっきも言ったけど、ホント気をつけた方がいい。おれもちょっといまやばかった。おまえの目妙に色っぽくて、クラッときそうになったわ。……な、押し倒してもいいか」

「はあ？　あんたなに言ってんの。あんた男より女がいいんだろ」

　おっぱいおっきいねえちゃん、って言っていたのはどこの誰だ。海里はラドの失礼な言葉の数々に憤慨する。

「いや、別に。気持ちよければどっちでも。で、どうする？」

「冗談！　あんたになんか押し倒されたくない」

「ちぇっ。まあ、いいや。ああそうそう、さっきの話に戻るけどジョウはやめとけ。あいつはダメだ。いいな」

　いいな、という命令口調が気に障る。プライベートまでラドに口出しされる筋合いはないし、命令なんてそれこそされたくはなかった。

「ラドになんか命令されたくない。おれが誰となにしようと勝手だろ」

「ああ、そうかよ。……ったくいらいらする。じゃあ好きにしろ」

　むかつく、と子供のようにふて腐れるラドにはつき合いきれない。海里は「大人げない」とぼそりと呟く。

「なんか言ったか」

「別に。もう帰る。じゃあ」

　言い捨てて、海里はラドを残したままその場から立ち去り、部屋へ戻る。

　海里の気持ちは晴れないどころか、さらにもやもやしてしまっていた。ラドと少しは仲良くできたかと思ったのに、これでは前よりも関係が悪化してしまった。

　それもこれも、ラドが突然妙なことを言い出したせいだ。

　──あいつはダメだ。いいな。

　強く念を押された彼の言葉を思い出して海里は首を傾げる。

　ジョウは陽たちのことは好いてはいないと思っていたが、ラドにはわりに好意的に接していた気がする。だから彼らの関係はそれほど悪いとは思っていなかったのだが、違うのだろうか。

　出て行ったときと同様、部屋に入るときにも音を立てないようにし、ベッドの中に潜り込む。

　気持ちを落ち着けるために部屋の外へ行ったというのに、もっと興奮してまったく眠れなかった。







　明け方になってようやくうとうとできたが、目覚まし時計は寝坊を許してくれなかった。決められた起床時間に起きないと、朝ご飯も食べられない。

　今日の農作業は夏植えの野菜のために畑の手入れだ。ちゃんと食べておかないと、倒れてしまう。

　たいぎそうに海里は起き上がると、顔を洗うために洗面所へ向かう。

　既にジョウが顔を洗っていた。

「おはよう」

　ジョウに挨あい拶さつをしたが、ジョウはなんだか不機嫌そうに「ああ」と返しただけだった。

　なにか機嫌を損ねるようなことをしたかと思い返してみたが、思い当たる節はない。

「海里、ラドと仲がいいんだね」

　歯ブラシを手にしたところでジョウが嫌みたらしく言った。

「そんなことないと思うけど」

「そうかな。ゆうべこっそり部屋を出てどこに行っていたの？」

　詮索するような言い方が癇かんに障る。

「眠れなかったから、ラウンジに行っていただけ」

　歯ブラシに歯磨き粉をチューブから出し、答える。歯磨き粉を出しすぎたが、構わず口の中に入れたらひどくスースーして参った。

「ふうん……そこでラドと一緒にいたってわけだ」

　つけてきたのか、と海里は気分が悪くなった。ここで嫌みを言うくらいなら、ゆうべ声くらいかけてくれればよかったのに。

「その赤い痕はなに？」

　ジョウは海里の首を指して、怪け訝げんそうに訊く。

　赤い痕？　と海里は訊き返し、鏡越しに首を見る。彼の言うように、直径一センチほど皮膚が赤くなっている箇所がある。

　そうだ、この前虫刺されかと思った場所だ。痒みはとうに治まっていたが、治りが遅いせいか、まだ赤く痕が残っている上、少し大きくなっている。

「ただの虫刺され」

「本当に？　キスマークじゃないの？」

　一体この痕がなにに見えるというのだろう。虫刺され以外のなににも見えない。

　干渉されている風な態度に海里は憤慨する。

「しつこいよ。だから、なんなの。ラドとは偶然会っただけだし、それに話をしていただけ」

　寝不足でいらいらが募っていた。口調が刺とげ々とげしくなる。

「いや、ラドや陽とはあまり関わらない方がいいなと思っただけだよ。気分を害したらごめん。海里にはああいうやつらは似合わない」

　あまりの言いようだ。ジョウがラドを面白く思わないのは勝手だが、それを海里にまで押しつけないで欲しい。

　少なくとも海里は、陽や藤吾は理解に困るところはあるが、けっして嫌いではないし、ラドのことだって……。

「ジョウ、おかしいよ。おれが誰と話をしてもいいじゃない。そりゃあ、陽だってラドだって、お世辞にもいい人ってわけじゃないかもしれないけれど、だからって。だってジョウだって前に言ってただろ。ラドは悪いやつじゃないって」

　海里が言い返すと、ジョウは距離を詰めてきた。

「海里……おれは心配なんだ。きみが……その、ラドと仲良くなるのが」

「どうして」

「わからない？」

　さらに距離が縮まり、ジョウが海里の髪の毛に手を触れる。ゆっくりと撫でられる。

「おれはきみが他のやつにとられるのが嫌なんだ」

　言いながら、ジョウは唇を近づけてきた。

　好意を抱かれているかもとは聞かされていたが、いきなりキスなんて予想外すぎる出来事だ。驚いたのと、嫌悪感にも似た感情で頭の中がいっぱいになり、海里は咄嗟に両手でジョウを突き飛ばした。

「嫌だッ」

　ドン、とジョウが狭い洗面所の壁にぶつかる。その音が意外に大きくて、海里は我に返る。

「あ……ごめん」

　海里は謝りながら、昨夜ラドに言われたばかりだった、と内心で溜息をついた。

　──あいつ絶対おまえが自分に気があると思ってるぜ。

　やはりそうなのか。気にしたことはなかったけれどもそういう目で見られていたのだろうか。

　ジョウを見ると、彼はせつなそうに眉を顰めている。ひどいことをしたかな、とは思ったが、けれどいきなりキスなんてあんまりだ。
















　昨日、陽ときわどい接触はしたけれど、ジョウのような嫌悪感は覚えなかった。陽はきれいすぎてあまりに現実離れしていたのと、多分彼が海里に情欲を覚えていなかったせいだろうと思う。ただ海里に他愛もないいたずらを仕掛けたかっただけ。海里に危害を加えるようなギラギラした欲求を陽は持っていなかった。

　比べて今日のジョウや、そして以前に温室で遭遇した男は明らかに海里を性の対象として見ていた。だから海里は怖くなったのだ。知らぬうちに本能かなにかが違いを嗅ぎ取ったのかもしれない。

「きみが謝ることはない。悪いのはおれだ。すまなかった。強引な真似をして」

　ここできちんと反省してくれるのが彼らしい。彼は嫌いじゃない……でもキスしたいとは思わない。恋愛の対象として考えたことはなかった。

　不意に、ラドの顔が脳裏を過よぎった。

　なぜここで彼の顔が思い浮かぶのか。あり得ない、と思いながら、頭に浮かんだ彼の顔を打ち消すように小さく頭を振った。

　その仕草に海里がジョウを許したと映ったのか、彼はほっとしたような顔をする。

「ごめん、ジョウ。でも、おれは……」

「わかってる。でも、覚えておいて。おれはきみが好きなんだ」

　そう言って、ジョウは洗面所から出て行った。

　ジョウが出て行ったあと、海里は、はあ、と大きく溜息をついた。ひどく疲れた気分だ。顔をいくら水で洗っても、全然すっきりとはしない。

　ジョウのことよりずっとラドのことばかり考えてしまう。ゆうべ喧嘩別れのようになってしまったのが気にかかって仕方ない。せっかく気を許して話ができたのに台無しになってしまった。謝った方がいいだろうか。

　タオルでごしごしと顔を擦るようにして拭きながら海里は溜息をついた。

「大変だったねえ」

　洗面所から出るなり、陽に声をかけられる。

「朝からご苦労さん」

「陽……」

　苦笑いで肩を竦めると、陽はわかっているというように軽く頷いた。

「ジョウは？」

　彼の姿が見えなくて、訊くと「一足先に食堂だよ」と陽が答える。

「そう……。ごめん、なんか疲れた」

　食欲がない、とぼそりと呟く。

「少しでも食っておきな。倒れちまう」

「うん。……わかってる。ねえ、どうしてだろう。陽に抱きつかれても嫌だなんて思わなかったのに、ジョウは嫌だったんだ」

　海里の言葉に陽は小さく笑った。

「そりゃ光栄だ。でもちょっと複雑な気持ちだけどね。男としては」

「複雑？」

　訊き返しながら首を傾げると、陽は肩を竦めた。

「ま、それはまた今度ね。で、ジョウは放っておいていいよ。海里ももう気にしないこと。いいね？　そして……そうだな、とりあえず当分一緒にいてあげるから。ジョウが悪さをしでかさないか見張っておこうか」

　大丈夫だよ、と陽が笑ってくれたので、海里はいくらか気持ちが楽になった。

「……昨日、誘ってるって言われたんだ」

「へえ、誰に」

「ラド」

「誘ったの？」

　陽の口調が面白がっているとわかった。

「誘わないよ」

　投げやり気味に答える。

「なーんだ。誘えばいいのに」

「……陽、面白がってるでしょ」

「まあね。でも海里は女の子しかダメなわけ？　ラドとかジョウじゃあ相手にならない？」

「……わからないよ。ふたりとも嫌いじゃないけれど」

「そっか」

「だからさ、誘ったことなんかないのに……気のある素振りをするって。ラドなんか押し倒していいか、なんて言うんだ」

　沈みきった声で陽に告げると陽は苦笑いを浮かべる。

「気にしなさんな。それだけ海里が魅力的ってことさ。押し倒したくなるなんて、あいつもその気にならなきゃ言わないだろ。そうだ、だったらいっそのことラドでも誘って寝ちまいな」

　ハハ、と豪快に笑い飛ばされる。

「陽！」

　じろりと陽を睨みつけると、陽は海里に顔を近づけ、耳元で囁くように言う。

「半分は冗談だけど、半分は本音。あんたはもっと大人になって駆け引き覚えた方がいいかもね。せっかくきれいな顔してんのに。もったいない」

　ふわりと花のような香りが鼻び腔くうをくすぐった。

　それに陽の微かに掠かすれた声が痺しびれるように甘く鼓膜に響く。と同時に耳みみ朶たぶを唇で食はまれる。やわらかい感触。

　囁いているのは陽だとわかっているのに、胸の鼓動がなぜか高まる。

　するとふふと笑い声が聞こえた。

「誘うってのはこうやるの。いい？」

「陽……」

　確かにこれは……と海里はまだ胸のどきどきが止まらずにいた。うっかり頭の芯が蕩とろけてしまいそうだった。これが誘うということなら、海里が無意識にやっていることなんか誘ううちにも入らない。

「わかった？　ま、そのうちラドにでも使ってやりな」

　陽は海里から離れて、くるりと踵を返した。

「──さ、仕事、仕事！　掃除と洗濯だよ。……藤吾も！　さっさとする」

　そうして急せかされ、それぞれ当番の仕事を始めた。







　あれ以来、ジョウが無理を言って海里を悩ませることはなくなった。手に触れてきたり、肩を寄せてきたり、というスキンシップもすっかりなくなって、どこかよそよそしくなっている。

　それから、屋上で別れたきりラドには遠巻きにされていた。同じ部屋にいて、避けられるのは少し寂しい。陽は気にしないのが一番だ、というアドバイスをくれて、海里もラドを意識しないようにしていた。

　そんなこともあって自然に海里はひとりでいる時間が多くなっていった。とはいえ、ラウンジで暇を潰すために本を読んでも中身は頭に入らない。退屈で仕方ない。少し前まではそれなりに皆と話をしていたのにそれもなくなってしまった。

　こんな状態はやはりよくない。この前のことを謝ってラドと仲直りしようかと屋上までの階段を上っていくと、話し声が聞こえてきた。

　見上げると踊り場にラドとそしてジョウがいる。ふたりでひそひそと深刻そうに話をしている。ラドは不機嫌そうにしているし、ジョウはいつもと違って冷たい顔をしていた。いつもとまったく違う雰囲気のふたりに海里は話しかけてはいけない気がして、そのままそっと立ち去った。

　海里が部屋へ戻ると、少し時間をおいてふたりが戻ってきた。しかしふたり一緒ではなく別々に、時間差で部屋に入ってきた。そしてお互い顔を合わせようともしないでそれぞれ自分たちのベッドへ行ってしまった。

　海里は首を捻る。彼らは仲がいいのか悪いのか。あの踊り場での彼らの顔つきも気になった。だがそれも海里には関係のないことだ。

　明日こそは仲直りできたらいいのにと思いながら、海里は布団にくるまった。







　６




　そんな感じで生活には慣れていったが、今度は周りが徐々に変化していった。

　海里と同じくらいの時期にここに来た者も多く、そろそろ環境に馴染んだ者、馴染めない者が顕著になる頃でもあった。

　また、馴染んでいても施設暮らしはあまりに淡々としすぎていた。それが物足りないと不満を漏らす者も増えている。

　そんな矢先、ある日の食事中のことだ。その日は珍しく五人揃って食堂にいた。

　夕食はかやくご飯に蒸し鶏どり、ナスのしぎ焼き、きゅうりの和あえ物にそしてジャガイモとタマネギの味噌汁という献立だった。

　かやくご飯が好きな海里はほくほくしながら箸はしをつけたが、そのとき離れたテーブルからなにか言い合いするような声が聞こえてきた。

　海里たちもその声に反応し、皆で顔を見合わせる。

「またか」

　ジョウが呆れ声を出した。

　最近、こういう小競り合いが多くなった。皆いらいらとし始めている。

　閉塞した環境に置かれ、行動も制限されている。となると、些さ細さいなことも気になってくるのだろう。

　海里の部屋は海里以外の四人とも、大人だからそう争うこともないのだが、他の部屋では気が合わない者が一緒になっているところもあるらしく、こうして言い合いになることも少なくなかった。

「放っておけばいい」

　ラドは構わず黙々と食事を進めていた。

「う……ん」

　海里も黙って箸を口に運ぶ。

　せっかくの好物が台無しになったような気はしたが、ラドの言うとおり、自分が口を挟まなくともいい。

　とはいえ、周囲の者たちは気になるのか、こそこそと話を交わし出す。

　ざわざわとさざ波の立ったような食堂で、落ち着かなく食事をするのはどうにも苦手だ。

　そんな中、海里の耳が「生体実験」という言葉を捉えた。

　物騒な単語に、海里は耳をそばだてる。その言葉をジョウも聞いていたのだろう、声の方をじっと見ていた。

「ジョウ」

　声をかけたが、ジョウは海里の声は聞こえていないようで、返事がなかった。海里も話しかけるのはやめにして、食事に戻る。

　食事を終え、食器の載ったトレイを返却棚へ持っていく。陽と藤吾のあとに続いて、棚へトレイを置くと、また「ここは生体実験の場所だからな」と声がした。

　今度は陽も藤吾も声の方へ顔を振り向けた。

　声の主は、一階に居室がある男たちのようだった。基本的に居室の階が違えば、あまり話はしない。作業班も同じ階でつくることが多いためか、ほとんど行き来がない。

　顔を合わせれば挨拶くらいはするがその程度だ。

　彼らが発した言葉が周りに動揺をもたらした。さらにざわめきが大きくなる。皆好き勝手に話をし出す。

「おい、どういうことだよ」

「いや、でも、確かにそうなのかも。だって、あの温室知ってるか？」

　聞こえてくる会話の「温室」という言葉に海里は反応した。

　温室、というのは、海里が襲われかけたあの温室のことだろうか。

「ああ。あの立ち入り禁止のところのだろ」

「そう、それ。あの温室で栽培されている植物な、聞いて驚いたんだが」

「もったいつけるなよ。早く言えって」

「どうやら、新種の植物なんかもかなりあるらしい。それもすげえアルカロイドを含有するような。アマゾンの奥地で発見されたとかさ」

　耳慣れない言葉が会話の端々に聞こえてきた。アルカロイド、というのは聞いたことがあるような気がするが、よくわからない。あの温室と周辺の畑を指してラドが「薬草園」と言っていたのは覚えている。だから薬効のある植物を栽培していたのはわかっている。コカなどの他に、さらに皆が騒ぐような植物もあったのか。アルカロイドという言葉がやけに気になる。

　陽なら知っているだろうか。彼なら色々なことを知っているような気がする。

「陽、アルカロイドってなにかわかる？」

　陽は海里の顔を見て、ひとつ息をついた。

「アルカロイドってのは、厳密には違うんだけれど、大雑把に言うと植物由来の薬効を持つ塩基性成分の総称だよ。例たとえば、モルヒネとか。人間や動物にとっては毒になるものが多いかな」

　思ったとおり、陽がすらすらと説明を口にする。が、難しすぎて海里にはピンとこない。

「麻薬、ってこと？」

　訊き返すと、陽は首を振った。

「麻薬だけじゃないさ。ただ、やっぱり神経に作用するものが多い。ニコチンやカフェイン、エフェドリンみたいな」

　タバコ、コーヒー、マオウ、と陽は続けた。こんなに詳しいとは驚きだ。彼は本当は一体何者なんだろう、と海里は訊いてみたくなる。しかし訊いたところできっとはぐらかされるだけだ。なので黙って説明を聞く。

「あまり驚かなくていいよ。アルカロイドを持つ植物なんてそこらにたくさん生えている。特別でもなんでもない」

「でも、新種って言ってたじゃない。なんかヤバいものだったりするんじゃないの」

　すると、すっと陽と海里の間に割り込んできた者がいた。ラドだ。

「だからって、どうして生体実験に結びつけられる？　ただの憶測だ」

　ラドは渋い表情で乱暴に吐き捨てる。

　海里の心臓が鳴る。

　こんなに近い場所にいるのは随分と久しぶりな気がする。けれど、これは陽がいるからだろう。

「なあ、じゃあ間違いってこと？」

　海里は訊く。

「いや、そうじゃない。確実なソースがないかぎり憶測は憶測にすぎないってことだ。ただ火のないところに煙は立たない。慎重に探っていくべきだとは思うが、ただの噂うわさに乗せられるな。こんなことで動揺してもなんにもならない」

　おそらくラドもいらついているのだろうが、言葉は冷静だった。海里も一瞬で頭が冷える。

「そうだね。ごめん、噂に振り回されすぎだった」

　どうしてこう軽はずみなのか、と海里は自己嫌悪に陥った。自分だけがひとり浅慮で情けなくなる。

「気にするな。噂に振り回されるのは皆一緒だ。おれもうっかり反応するところだった」

「ラドも？」

「ああ。おろおろしてるおまえ見てたら冷静になった」

　ニッとラドが笑う。

　あの日以来だ。笑いかけられたのがうれしくてたまらなかった。

「それって、結局おれひとりだけがダメなやつってことじゃない。ひどい」

　声が震えそうになるのを抑え、普通に振る舞う。

「ま、いいんじゃねえの。結果的におまえのおかげでおれは冷静になれた。……っていっても、噂もバカにできないからな……」

　にっこりと、今度はちゃんと海里へ笑顔を向けてくれる。よかった。できた溝を少しは埋められたのだろうか。

　たったこれだけのこと……笑顔を向けられただけなのに心が浮き立つ。

「ラ……」

　話しかけようとして、海里はやめた。

　ラドはあれこれ言い合いをしている集団へ目を向けながら、なにかを考えているようだった。







　だが、その日を境に、日ごとに皆の不安は大きくなっていった。

　食事に薬物が入っているのではないかと疑心暗鬼になる者や、あえて温室へ潜り込み、植物を採取しようとして警備員に捕まる者もいた。警備員に捕まった者はいつの間にか姿を消してしまい、それがさらに不安を大きくさせていた。

　相次ぐ憶測に加え、デマが飛び交う。

　ただの噂話を鵜う吞のみにするなと慎重派が宥なだめるが、聞く耳を持たない者もかなりの数現れる。刺々しい口調での会話が飛び交い、雰囲気が不穏なものになり出していた。

「ひどいな」

　そこかしこで乱闘騒ぎが起こっていた。

　エリア内は、意見が割れた者同士で派閥を形成し、諍いさかいが起こる毎日だ。

　いまも食事の最中、取っ組み合いの喧嘩がされていた。すぐに収まるかと思ったのだが、喧嘩に加わる者が増え、収拾がつかなくなっている。

　暴動の、そのきっかけはほんの些細なものの場合が多い。

　小競り合いですむうちはまだやり過ごせていた。しかしそれは次の火を生むための火種であったのを誰も気づいてはいなかった。狭い場所に押し込められているせいか、ストレスと鬱憤とが不満とない交ぜになって、大きな火を生んでしまったのだろう。

　ドンッ、と海里が食事をしているテーブルの上に、人が降ってきた。と思うと、その衝撃で海里の腹にテーブルの縁が打ち込まれた。

　思わぬ衝撃と痛みに海里は椅子ごと転げ落ち、転んだ海里の上に人が倒れ込んできた。

「……ッ！」

　避けられず、海里はまともに全身で受け止め、重い衝撃を食らう。だがそれだけで終わらず、次々降るように人が折り重なってきた。人の重みと圧力から逃れられず、海里はそのまま意識を失ってしまった。

　そして気がついたのは医務室のベッドの上だった。

「大丈夫か」

　目を開けると、ラドの顔。

　うん、と声を出そうとすると、胸と腹のあたりが痛んだ。痛さに顔を顰め、声を詰まらせる。

「無理しなくていい。骨やなんかは無事だそうだ。奇跡的に打ち身が少しある程度ですんだらしい」

　ああいった際、重篤なケースになる場合もある、と彼はつけ加えた。

　そう、大きな塊が上から落ちてくる恐怖といったらなかった。なすすべなく、大きな衝撃が断続的に訪れ、息すらまともにできなかった。ときに死人が出る場合があるのも納得する。

　なぜラドがつき添っているのか、と海里は説明を聞いている間疑問に思っていたが、反面彼がいてくれてほっとしていた。いつになく穏やかな彼の声は、誰もいない部屋の中でよく響く。気にしたことはなかったが、いい声だ。耳にすんなりと入ってきて海里を安心させた。

「痛み止めと精神安定剤が投与されてる。しばらく眠っておけ」

　投与されているという痛み止めは果たして効いているのかどうか。全身の鈍い痛みと圧迫感、そして気持ち悪さに海里は目をぎゅっと瞑り、喉の奥から呻き声を上げた。

　辛い、と思っていると頰になにか触れた。その触れたものは温かく、そして少しごわついている。手だ、と思っているとゆっくりとそれは上下して頰を撫でさすった。

　海里は薄く目を開ける。

　細い視界に飛び込んできたのは、深刻な色をしたラドの目で、「なにしてんだよ」と軽口も叩けないほどそれは海里を強く見つめていた。

　海里は再び目を閉じて、いたわるように撫でさする手の感触へぼんやりと意識を傾ける。彼の視線の強さに反して、優しく穏やかな手の動きは海里の緊張を解きほぐした。

　薬よりもずっと気持ちを落ち着けたのか、いつの間にか海里は眠りに落ちていた。







「もう平気？」

　丸一日医務室で寝ていた海里を部屋で迎えてくれたのは陽だった。

「うん。痛みもだいぶひいたし。ありがとう。心配かけてごめん」

「いや、こちらこそ悪かったね。助けてやれなかった」

「避けられなかったのはおれだから、陽が謝ることないって」

　痛感したのは、抵抗するすべを海里はまったく持ち合わせていないということだ。あのとき、海里以外の誰もがさっと身を引いて自分を守ったのを海里は見ていた。ぼんやりとしていたのは海里ひとりだったのだ。

「陽、ラドは？」

　海里は部屋の中を見回して、ラドの姿を探した。が、見当たらない。

「ん？　ああ、また屋上なんじゃない？　あいつあそこ好きだし」

　そうだね、と海里は小さく笑う。

「なに、ラドがどうかした」

「ううん、別に。医務室に連れて行ってくれたのってラドだったのかなって」

「ああ、そうだね。下敷きになってる海里を引っ張り出して医務室に連れていったのはあいつだよ」

「やっぱりそうだったんだ。ちょっとお礼言ってくる。頼みたいこともあるし」

　ドアへ振り返りながら海里が言うと、陽は「もうすぐ夕飯だし、戻ってくるまで待てば」と引き留める。

「うん、でもすぐに言いたい気分だから」

「そ。じゃあ、行っておいで。夕飯には帰ってくるんだよ」

　くすくすと笑われながら言われたのはなぜだろう。

　それに部屋の奥の方にいた、ジョウがこちらを睨みつけていたのも気になった。けれど、それは気にせず海里はあれ以来訪れたことがなかった屋上へ向かった。

「やっぱりここにいたんだ」

　前に教えてもらったカメラに写りにくい場所に彼はいた。

　相変わらず壁に背をもたれさせ、遠くへ視線を巡らせている。

　海里の声に、ちらりと目を動かす。

「身体、平気なのか」

「まだ痛みはあるけど、大丈夫」

　そうか、とラドは視線を戻して再び遠くを見つめた。

「あのさ、その……」

　海里はどうやって切り出そうと逡しゆん巡じゆんする。まずはきちんと礼を言うのが先なんだろうけれど、緊張しているせいかうまく言葉が出てこない。

「……その、昨日はありがとう。医務室連れていってくれたって」

「ああ」

　さして興味もないとばかりに、気のない返事をよこす。

　昨日の医務室での出来事は、まるで夢だったのかと思ってしまうほど、打って変わってそっけない。

「ここ、いい？」

　海里はラドの隣を指さした。彼は「座れば」とだけ返す。そのつれなさに、いくらか気が重くなったけれど海里はうんと返しながら、ラドの横に腰掛ける。しゃがみ込む途中で昨日打った場所がズキンと痛み、思わず「い……っ」と声を上げた。

「まだ痛むんだろう。無理するなよ」

　途端に険しくなるラドの表情に海里は、なぜだかうれしくなる。彼が自分のことを心配していると思うと、妙に気持ちがざわめいた。

「平気だって。もうそんなに痛くない」

「あのな……」

　呆れたような言い方をしているが、表情は固い。

「本当に平気だから。……心配してくれてるんだ」

「別に」

　そっけないな、と思いつつ、そのぶっきらぼうな物言いが彼らしいとも思う。

「あのさ、心配してくれるついでにお願いきいてくれるかな」

「お願い？」

　ラドは怪訝そうに顔を顰めた。

「うん。おれに、護身術教えて。前にラド、あの大きな男を相手にしていただろ。あれってラドはなにかやってたんだよね？」

「…………」

　口を噤み、無言になったラドに海里はたたみかけた。

「おれに、教えてくれないかな。おれだって少しは自分のこと自分でなんとかしたい。今回のは不可抗力だけど、ああいう乱闘があったとき、また巻き込まれないとは限らないでしょ。逃げ出すのが一番だってわかってるけど、それだけじゃ心こころ許もとないっていうか。せめて逃げ出す隙を作る程度のことくらいできないとって」

　必死に海里は頼み込む。

　こてんぱんにのしてやろうだなんて思わないが、ラドに言ったとおり、せめて動じないようになるくらいはできた方がいい。

　ラドはしばらく考えていたようだった。

「……怪け我がが治ったら」

　くぐもった低い声が聞こえた。

「え？」

　訊き返すと、ラドは立ち上がって海里に背を向けながら「その山のような湿布が取れてからだ」と大きく息をついてそう言った。

「ありがとう！」

　海里もすかさず立ち上がる。が、やはり痛みに小さく声を上げた。するとラドが振り向いて海里を支える。

「バカ。無理するなって言ったろうが」

「大丈夫だって」

　やはりどんな態度をとっていても、本当は彼はとても優しい。

「厳しいからな。覚悟しとけ」

　踵を返して、ラドは出入り口の方へ向かって歩いていく。海里は「わかってる」と答えながら、彼の背中を追いかけた。
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「ラド、あんた海里に護身術教えるんだって？」

　海里の身体からすっかり湿布薬がなくなった頃、陽が夕食のときにニヤニヤしながらそう言った。

　ラドは質問に答えず、陽を睨みつけている。

「いいじゃん。照れなくっても」

「誰が」

　不機嫌そうに返すラドの顔はうんざりとしていた。

「ま、いいけどねー。海里、ちゃあんと教えてもらいなよ。せっかくだから寝技も教えてもらえば？」

　陽が妙な笑いを浮かべて、ラドへちらりと目線をやる。

　寝技？　と海里は首を傾げた。護身術で寝技まで必要なのか。

「陽！　いいかげんにしろって！」

　ラドが箸を乱暴にテーブルの上に置いた。バンと音が鳴る。

「えー、なんのことかなー。ねー、海里」

　陽がにっこりと笑う。いつものような艶やかな笑みで。

　海里はふたりの会話にきょとんとしたままだ。なにがなんだかさっぱりわからない。周りを見ると、藤吾は少し口元が緩んで（あれは笑っているらしい）ジョウはジョウで、ひどくムッとした顔をしている。

「いいか、海里。こいつが寝技とかなんとか戯言ぬかしてるけどな、おまえみたいなのは足だけでいい。足狙え。それだけだ。足首の横は案外有効なんだ。正面からじゃなく、蹴りで足首の横を狙うんだ。いいな」

「う、うん……わかった」

　そんな会話を交わしているとき、少し離れた場所から悲鳴が上がった。

「!?」

　皆で顔を見合わせ、声が上がった方を見ると、殴り合いが始まっていた。一カ所だけでなく、気がつくとあちこちでもみ合いになっている。

「おい、逃げるぞ」

　ジョウの合図で人がなだれ込んでくる前に、海里たちは立ち去ろうとした。

　だが、人の塊を避けようと動くのは至難の業だ。狭い通路を縫って移動するが、上からだけでなく、あちこちから様々なものが飛んでくる。

　ほうほうの体ていでそこから逃げ出したが、それが暴動の始まりだった。

　巻き込まれまいとして海里は逃げ道を探ったけれど、あたりは殺気立った男たちばかりだ。人の波と、またテーブルや椅子が邪魔して身動きがとれない。

　人に押し流されそうになっていると、海里の腕を摑む者がいた。なにがなんだかわからないまま「こっちに来い」と引かれ、その場から抜け出すことができた。

「ラド……！」

「まさかこんなことになるとはな……。出口まで塞がれちまった」

　出口付近でも殴り合いの喧嘩が起こっていて、とても通れる状態ではない。ラドは眉間に皺を寄せる。

「こっちだ」

　そう言われて再び手を引かれる。

　連れて行かれた先は、調理場の奥にある食料庫だった。

　暴動が始まるなり、調理場の人間はすっかり退避してしまったようで誰もいない。ラドはその奥にある食料庫の扉を開けた。

　この食料庫は主に主食を蓄たくわえて置く場所のようだ。米や小麦の袋が狭い場所に山積みになっている。

　かなり狭く、海里とラドが入ってしまえばいっぱいになってしまう。

　ラドは米の袋が積み上げられている隙すき間まに海里を押し込め、扉を閉めた。

「ここなら誰も来ないし、向こうの様子もわかる」

　狭い場所だ。どうしてもラドと身体が触れあってしまう。暗がりでなにも見えないだけに、互いの身体の感触が余計に感じられてしまう。

「騒ぎが収まるまでとりあえずここで待つ」

　抱き込まれるかたちで向き合っているためか、彼の唇が海里の耳朶に触れる。

　ビクン、と身体が震えた。

　ラドはこの抱擁に性的なものを感じていないのだろうと思う。それが証拠に、相変わらず平然とした態度をとり続けている。

　だが海里は──。

（う……わ……。ちょ……この体勢……）

　海里の心境は複雑だった。

　なにしろここへ来てから、まともに自慰すらしていない。淡泊だとはいえごく普通の二十歳の男性なのにだ。

　ジョウたちは海里のオナニーなどきっと気にもしないのだろうけれど、周りに誰かがいるところでオナニーなんかできっこない。

　せいぜいトイレや風呂場でときどきやむにやまれず処理するのが関の山だった。

　ましてや、人のぬくもりがここにある生々しさ。おまけに彼は嫌いな相手じゃない。海里は軽く溜息をつく。

　誰かの体温がこんなにも、直接性欲に結びつくなど、海里には思ってもみなかった。それが同性相手でも。

　しかも、身体の位置が微妙に……そう、ちょうどラドの太ももが海里の股間に当たっていた。だから、ラドが少し体勢を変えようとすると、股間を刺激される。

「……ぁ」

　思わず声が漏れ出てしまった。鼻に抜ける喘あえぎのような吐息。

　しまった、と思ったが、そのときにはもう股間も膨らみ始めていた。

（気づかれていませんように）

　海里は目をぎゅっと瞑って、祈る。少しだけでもいいからと身体の位置を動かした。

「なあ」

　ラドに声をかけられる。

　ばれた。

　海里の身体からさっと血の気が引いていく気がした。

「なんて声出してんだよ」

「う……うるさい」

「……やべえな、この体勢。おまえなんかいい匂いしてるし」

「いい匂いって、べっ、別に」

　香水の類なんか持っているわけでなし、匂いがあるものといったら、洗濯物の石けんの匂いか、じゃなければシャンプーの匂いくらいなものだ。

　それとて、皆支給品の同じものを使っている。ラドだって同じものを使っているのだ。だから特別いい匂いのものはなにもない。

「わかってるって。でも、なんつうか……」

　クン、と首筋に鼻を押しつけられる。

「いい匂いすんだよな。甘いような……。おまえの身体の匂いか」

　自分の身体の匂いまで知るか。

「やべえ……」

　ラドが再び同じセリフを吐く。

「なにがやばいんだよ」

　言わなければいいのに、余計なことを言ってしまう。それが自分の欠点だと──そして言ってしまってから、後悔するとよくわかっていたはずなのに。

「おい、ここ……触れよ……」

　手を摑まれ、導かれる。その先には──質量を増している、彼のものがあった。

「ちょ……！　なっ、なに触らせんだよ……っ！」

「うるさい。おまえもこんなにしてるくせに。男の生理だ仕方ねえだろうが」

　言って、ラドは足を動かす。海里の股間が彼の太ももに擦られた。

「……っ」

　やはり気づかれていたのだ。

　にやりと笑ったラドが、海里のボトムスに手をかけた。

「ラド……っ！　やめろって……！」

　ボトムスのボタンを外し、ジッパーを下ろす。海里は身を捩よじって抵抗したが、ラドの太ももでロックされて体勢を変えることができない。

　下着ごと海里のペニスを鷲わし摑づかみにされて、揉み込まれた。

「やっ……、やだって……やめ……っ。あんたおっぱいおっきいおねーちゃんの方がいいんじゃないの」

「それはそれ、これはこれ。いいからおとなしくしてろ。こんなにパンパンじゃ、おまえも辛いだろ」

　ラドの手が海里のボクサーパンツをずり下げると海里のペニスが勢いよく飛び出した。そうしてあらわになったペニスを扱しごき出す。

「やっ……やだ、ラド……ぉ」

　頭を振って抵抗を続ける。が、ラドはやめる気配はない。

「ほら、頭こっちに置いておけ。いい子だから……海里……」

　彼の口調がひどく優しい。頭を彼の肩口に預けると、空いてる方の手でそっと髪を梳すいてくれた。

「……んっ……ぁ……っ、……ん……」

　茎を扱かれ、ふたつの玉を揉まれ、指で先っぽを弄いじられる。漏れ出した先走りをぬちゅぬちゅと音を立ててペニスの先になすりつけられた。

「……っ、も、手離し……てっ、頼むから……っ……ぁ……んっ」

　強烈な刺激で、それほど経たずに海里は達しようとしていた。これ以上触られたら、ラドの手の中に出してしまう。

「イっていい。出しちまえ」

「だ……って……汚す……から……」

「大丈夫だ。ほら、イっちまえ」

　強い力で摩さすられて、海里は呆あつ気けなく射精してしまった。

「……あ……ぁ……」

　ドクドクと、溜まっていた精液がかなり長い間吐き出されるのを感じた。

　それから優しく最後まで搾り出され、ラドがいつの間に取り出したのか、彼の持っていたタオルでそっと拭われる。

「随分溜まってたみたいだな」

　恥ずかしくて仕方ない。ラドに擦られた挙げ句、拭いてもらったなんて。海里の身体から力が抜けてしまいそうになった。

「ごめ……ん」

　肩口に頭をつけたままくぐもった声で謝る。

「いや、おまえの喘ぎ声結構キタっつか。……な、ちょっと後ろ向けるか」

「後ろ……」

　海里の両脚の間にあったラドの足がすっと抜かれると、くるりと身体を反転させられた。

「今度はおれの番だ。ちょっと手伝え」

　そう言うなり、彼はボトムスのジッパーを下ろし、滾たぎった彼のペニスを海里の尻に宛がった。

「やだっ！　そんなの……っ！　ラド……っ！」

　じたばた暴れたが、後ろから羽交い締めにされて、身動きが取れない。

「暴れるなって。安心しな、入れねえから。ただ、ちょーっと両脚貸してくれればいい。ほら、脚閉じて」

　入れないと言う、その言葉を信用しつつ、海里は言うとおりに脚を閉じた。積まれている米袋にしがみつき、尻だけを彼へ突き出す。

　どうするのかと思っていると、ラドはペニスを海里の閉じた脚の隙間に差し込んだ。
















「!?」

　ぬっ、ぬっ、と脚の隙間にラドのペニスが出し入れされる。それはえもいわれぬ感覚だった。彼のペニスの先で海里の陰いん囊のうを擦られる。ぬるりとした蜜を伴って脚の間と陰囊、そして海里の力を失ったペニスを擦り上げた。

　海里がふと脚の間に目をやると、彼のペニスが卑ひ猥わいに蠢うごめいているのが見えた。先っぽしか見えないのに、海里のと違って、かなり大きいのがわかる。

　脚の間でしか抜き差ししていないのに、まるで自分の中に彼のペニスを受け入れているように思えてならなかった。

「……んんっ……は、ぁ……」

　背後でラドが喘いでいる。

　その声に、海里はぶるりと身体を震わせる。ジンと痺れるような感覚が全身に走った。あれだけ射精してとうに精液なんか出し尽くしたと思ったのに、再び海里のペニスに血液が集まっていく。

　海里の変化に気づいたのか、ラドが海里の前に手を回した。

「あ……っ」

　声を上げると「気持ちいいだろ？」と荒い息の間に訊いてくる。

　こくこくと頷く海里の首筋を、ラドが吸い上げた。

　いやらしい。いやらしい。

　セックスしているみたいだ。……じゃない。セックスだ、これは。

「……ぁ、……ん……ぁ……は……ぁ……あ」

　けれど抗あらがえない。

　気持ちいい。

「………ぁあ……っ……」

　いままで経験したことのない快感に海里は、ガクガクと腰を震わせながら、もう一度白いものを吐き出した。







「大丈夫か」

　頽くずおれた海里にラドが手を貸す。

「……あんまりだ」

　たったいま、体験したのはなんだったのか。オナニーではあれほど強烈な快感を覚えたことはなかった。

「悪かったよ」

　珍しく、ラドが素直に謝った。

「おまえ案外色っぽい声出すもんだから。……でも、悪くなかっただろ」

　意地の悪い笑みを浮かべている彼に海里はキッと睨みつける。

「そういう問題じゃない」

「わかったって。そう怒るなよ。ただのぬきっこに毛が生えたようなもんだろうが」

　茶化すような口調になぜだかとても悲しく思えた。

　──ぬきっこに毛が生えたようなもん。

　彼にとってはそうだったかもしれないが、海里には違った。これまで自分はずっとストレートだと思っていたのだ。

　けれど……確かにラドに欲情した。

　男の手でイかされて、感じてしまい──あれを……ラドのものを中で受け入れたらどんな感じがするのだろうと最後には思ってしまった。

　ショックだった。自分がそう考えてしまうのが。

　そしてもっとショックだったのは、ラドにとっては自分はあくまでオナニーのための道具だったということだ。それがひどく悲しい。

　ラドのことは好きだ。

　けれどそれは友達として、だと思っていた。彼はかっこいいし、男だって男に憧れる。そういう類のものだと。

　だが、それだけであんなにも容易たやすく自分たちの身体は快感に流されてしまうのかと思うとひどく驚いたし、また彼にただ吐き出すみたいなセックスの相手にされたのも辛かった。

「どうやら収まったらしいな」

　扉を少し開けて様子を見たラドがぼそりと呟く。

　海里にはそんな彼の声もよく聞こえていなかった。

「海里」

　返事ができない。彼の前でどんな顔をしていいのかもわからない。

「……悪かったな」

　今度は茶化すような言い方はしなかった。

　大きな溜息が聞こえてくる。

　ラドはそれからぼんやりとして口もきかなくなった海里の手を引いて食堂をあとにする。

　部屋まで送り届けてもらい、海里はそのままベッドへ直行した。

「海里、どうかした？」

　陽の声が聞こえてくる。しかし返事をする気にはなれなかった。

　出入り口のカーテンを引き、布団をひっかぶる。

　──……んんっ……は、ぁ……。

　背中で聞いた、彼の喘ぎ声。

　後ろから抜き差しされた彼のあれはひどく大きくて、熱かった。また海里のペニスをいいように弄び……。

　あのとき身体を駆け巡った快感を思い出して、ゾクゾクとなる。

「……くそっ」

　身体を丸くして毛布を抱え込む。

　思い出したくないのに、身体はあの途方もない快感を覚えてしまった。







「おまえらなんなの」

　前の日の乱闘騒ぎの一件で、海里とルームメイトたちは一緒に食事を摂った方がなにかあったときに協力し合えるだろうと、申し合わせて食堂に行くことにした。

　互いに目も合わせない海里とラドを交互に見遣って、陽が呆れたような声を出し、藤吾にじろりと睨まれた。

「またラドかよ」

　陽がうんざりしたように吐き捨てる。

「……なんでおれなんだよ」

「おまえしかいないだろうが。それとも違うって言いたいわけ？」

　陽の容赦ないツッコミに、ラドは不機嫌そうに押し黙る。

　まさか「ラドにイかされました」と海里が言うわけにもいかず、海里も口を噤んでいる。

　そしてその隣を歩くジョウもムッとした顔をしていた。ゆうべの海里の様子がおかしいのがラドのせいだと気づいているに違いない。

「黙ればいいってもんじゃないんだよ。ラド、わかってんの？　海里も！　──海里、ちょっとそれラドにやられた？」

　陽は海里の首筋を見て、驚いたように目を瞠った。

　首になにかあるのか、と海里は窓ガラスに映った自分の首を見ると、以前虫刺されのようだった皮膚の赤みがより大きく、色が強くなっている。

「なんだそれ、真っ赤になって」

「痛くないのか」

　口々に訊かれるが、痛くも痒くもない。ついでに言えばラドのせいでもない。

　そう答えると、皆納得したようだったが、ラドだけがじいっと海里の首を見つめている。

「ラド？」

　海里が声をかけると真顔で「それ」と顎で首を指す。

「いつからだ」

「これ？　ああ……えっと、あっ、そうそう、あのお菓子の支給の日、だったと思う」

　海里が答えると、ラドの顔色が一瞬変わった。しかしすぐに顔を背けたので、それから彼がどんな顔をしていたのかわからない。

　海里もすぐに陽に話しかけられたので、それ以上気にすることもなかった。







　８




　その日は、朝から警備員たちが忙せわしなく動き回っていた。

　今日は午前中に農作業が入っているのだが、いきなり中止の命令が下る。農作業が中止になるのは初めてかもしれない。

　いや、一度だけ……十日ほど前にひどい嵐があり、そのときに中止になった。

　雷がひどく、外に出るのは危険だと判断されたからだ。

　が、窓から見える空は青く、天候によるものではなさそうだ。

「おかしいな……」

　陽が顔を顰めた。

　これも滅多にない。彼はいつもにこにことしていて、負の感情を表にほとんど出さない。眉を寄せるというのはよほどのことなのだろうか。

「なにが」

　ジョウが陽に訊いている。

「いや……虫の知らせっていうか、ね」

　これまた珍しいセリフだった。陽は案外現実的で論理的な男だ。その彼が虫の知らせなどと口にするとは。

「陽、ちょっと見てよ。あそこ」

　海里が窓から外を見ていると、中央棟から続々と防護服のような白装束を着用した人間が飛び出してきていた。

「──っ」

　みるみる陽の顔が青ざめていく。

　と、同時にこれまで聞いたことのない警報音が鳴り響く。

「なに!?」

「なんだ……！」

　海里たちは顔を見合わせる。穏やかとはとても言えない事態に周囲の部屋も騒然となっている。

「ちょっと様子見てくる。ここにいて」

　ジョウが部屋を飛び出した。

　一体なにがあったのか。

　ジョウが出て行ってすぐ、バタンと扉が開けられる。ジョウが戻ってきたのかと思ったが違っていた。

「どうした、慌てて」

　陽が扉に向かって声をかける。

「ああ、悪い」

　扉を開けたのはラドだった。

　ラドは海里をちらと見、不安にしているのを悟ったのだろう。海里の肩をポンポンと叩いて「大丈夫だ」と安心させるように言う。

　それからすぐ陽へ向き直った。

「聞いたか」

「なにをだ」

　まだ聞いていないのか、と独り言のように呟く。

「実は──」

　そう言いかけて、ラドは海里に手招きをする。

「海里もこっちに来い。話がある」

「あ、うん」

　海里はラドの側へ寄る。

　ジョウは、と訊かれて「様子を見に行った」と答える。ラドは一瞬考え込むように押し黙る。

「まあいい。すぐにあいつの耳にも入る。それにジョウには聞かせたくないしな」

　苦り切った顔でぞんざいに吐き捨てた。

　なぜジョウには聞かせたくないのか、と海里は疑問に思ったが、すぐさま陽が「ラド」と真面目くさった声で続けたものだからそれ以上訊ねることができなかった。

「で、なにがあった。異常だろう、これは」

　陽が外へ視線を遣ったままラドに訊ねる。海里もつられるようにして窓の外を見た。防護服の人間だけでなく、車両もいくつも出ているようだ。気になったのは、そこに緊急車両もあったこと。

「隣の棟で死人が出たって話だ」

　ラドは忌々しいという口調ではっきり告げる。

　ガタン、と椅子を蹴るようにして陽が立ち上がった。

「じゃあ、あれは」

「ああ。多分そうだろうな。中央棟からわざわざ防護服でぞろぞろご出動なんて、ただの風邪や肺炎じゃない」

「始まったのか」

「おそらく」

　ふたりの間に交わされている会話がまったく見えてこなくて、海里は疎外感を覚えていた。

「海里」

　ラドに呼ばれ、顔を上げた。

「ひとつ、言っておく。すぐにでもこの棟で誰かが倒れるかもしれない。……ぶっちゃけた話大量に死人の出る可能性がある」

　海里の眉がぴくりと上がった。

　かなり物騒な話をしているのに、ラドと陽は世間話みたいに平然としている。

　死者？

　死人？

　ふたりは一体なにを話している……？

「おまえの目の前で、誰かが倒れても、絶対に触るな。いいな。それがたとえ、おれらでも、だ」

「ラド、なんの話をしているの。おれにはわからない」

　海里はラドと陽の顔を交互に見る。もっとわかるように話をして欲しい。

「……余計なことは知らなくていい。とにかく、触るな。近寄るな。それから、そういう人間が出たら、逃げた方がいい。死にたくなければ」

「逃げた方がいい、ってここからどこに逃げられんだよ……！」

　意味不明だ。理解に苦しむ。

　逃げた方がいい、と言われたところで、ここから逃のがれられないのは、彼らだってよく知っている。

　手首にはＧＰＳ。ところどころに設けられているゲートは認証チップと虹彩認証が必要で、しかもそれ以前に人感センサーの監視カメラがある。

　警備員の数はやたらと多いし、うまくこの棟を脱出できたところで、塀の外に出るためにはここに入ってきたときに見た、あの巨大なゲートが待ち受けている。

　それを回避しようとすると山越えになるが、山に入る前にＧＰＳで発見されるのが関の山だ。

　もし……もしそれらをすべてクリアできたとしても、この山がどこにあるかもわからない以上、無事に下山できる保証はどこにもない。しかも、人目も、追っ手も避けて。

　いくら夏の山とはいえ、遭難する可能性がないわけではない。

「ここで死にたくなければ逃げる手段を考えろ」

　繰り返しそれしか言わない。だが、この上なく真剣な眼まな差ざしだった。

　彼の目が、事態が深刻なものであると物語っている。海里が考えるよりずっと重大ななにかがこれから起ころうとしているのか。

「……なにが起こってるのか教えて。逃げなくちゃいけないくらい、あぶないって、なにが起こってるんだよ。……じゃないと逃げたって、とっ捕まって犬死にって可能性だってある」

　彼らが危き惧ぐしているのはなんだ。もう笑い事ですませられないというのは雰囲気や彼らの厳しい表情で理解した。

　彼らはけっして頼れと言わない。信じてくれとも言わない。逃げろ、とも。無責任に逃げた方がいい、としか言わないのだ。

　逃げた方がいいってなんなんだ。

　勝手に人の気持ちを取り乱すような言葉を言っておきながら、肝心なところで判断を海里自身に委ゆだねる。

　逃げるのも、逃げないのも自由。

　答えは自分で決めろということだ。そう、身を守るのは自分自身でしかない。他人に命を預けるな、と。

　茫然としている海里に、陽が落ちついた声で「はじめに謝っておくね、海里」と話しかけてきた。

　海里は陽の方へ顔を振り向ける。

「おれらの口からはきみにすべてを教えてあげられないけれど、ヒントだけはあげる。ほんの少しだけど知らないよりましだろうから。──まだ確信が持てないんだが……感染症の疑いがある。それも、新感染症。未知の、ってやつだ。詳しいことはほとんどわかっていないし、もちろん治療方法も確立されていない」

　陽がラドの代わりに海里に告げる。

「陽！」

　ラドが制するように大声を出した。

「まあ、いいじゃない。そのくらいは。海里なんだし」

　陽がラドを宥めていたが、海里は陽の言葉に衝撃を受けていた。

「…………っ」

　はっきり言って、想定外の答えだった。

　防護服や緊急車両、そして彼らの先ほどの会話から感染症というのは納得したが、治療法がないというのは……。

「わかった……。でもまだそうって決まったわけじゃないんだろ」

「それはまだだ」

「でも、どうしてあんたたちがそんなこと知ってんの──」

　彼らの口ぶりはこの状況が、彼らの想定内であると伝えている。ならば彼らはなぜそれを知っている？

「話はここまでだ」

　続けようとする海里の言葉を打ち切って、ラドはさっさと背を向けて部屋から出て行ってしまった。

　バン、と乱暴に閉められたドアの音が響く。

「陽、頼む、教えてくれないか。陽もラドもなにか探っていたんだろ？　そのためにここにいたんだよね。だったら」

　情報が少なすぎる。判断ができない。

　すると陽は海里へ目を遣った。ちらりと海里を見て、なにか迷っているとばかりに一瞬目を瞑る。そうして息をついてようやく口を開いた。

「……ごめんね、海里。いくらきみでも教えてあげられることとあげられないことがある。ひとつ言えるのは、おれと藤吾は近いうちにここを出ると思う。それはいまかもしれないし、もう少しあとかもしれない。そのタイミングはきみには教えてあげられないし、一緒に連れていくわけにもいかない。ラドはどうだろう。でもきっと彼も同じじゃないかな」

「陽……やっぱり教えてくれないんだね」

「そうだね。……それにねそう簡単に情報を教えると思ってる？　あれだけのヒントを教えてやっただけでも、もう十分だと思うよ。あれだって、かなりの大盤振る舞いだと思っているくらい。少なくともおれは海里のことが結構気に入っているからね。だから、あそこまで教えたんだ。他のやつにはあんなこと言わない。だって、きみに教えて万が一情報が漏れたら？」

　どうする？　と問うような厳しい視線が突き刺さる。

「そんなことしない」

「そうだね、海里はそう言うしかない。でも、そんなのわからないだろう？　おれはここにいるきみしか知らない。きみも同じだ。きみがどんな環境下で育ってきたのか、どういう事情でここにやってきたのか、すべて自己申告でしかない。客観的なものがない以上、おれはきみを信じられると思う？　違うかな？　きみに教えておれになにかメリットがあるだろうか？　あるなら教えてやるけれどね」

　口調は静かだが、目つきは冷ややかだった。

　海里は唇を嚙む。

　陽の言うことはもっともだった。

　陽とラドの間には海里とは違う関係性があるようだが、海里はただのルームメイトだ。けっして友達同士ではない

　なにかを得るには対価を。情報には情報、あるいはそれ相応のなにかがないといけない。ここは取引で動く場所だ。

「……そうだったね。ごめん」

　海里が素直に引き下がると、陽はいつもの穏やかな顔に戻る。

「いいってこと」

「頭に血が上っていた。きみになにかを教えてもらうには報酬が必要だった」

「うん」

「これでよくわかったよ。ここは出て行くべきところなんだね」

「ああ、そういうこと。いますぐ行動に移したっていいよ。きみ次第だ。……きっとどこかで出て行けるチャンスが見つかるはずだから、それを逃さないように。どんなに強固なものも弱い場所は必ずあるからね。諦めないで」

「ありがと。自分でなんとかするよ」

「悪いね」

　陽はくしゃりと海里の髪の毛をかき混ぜるように撫で、彼のベッドに戻った。残された海里はじっと考える。

　だがすぐに、ここでこうしてじっとしていてもなにもならないと思い、立ち上がる。

　逃げた方がいいと言うなら、まずは逃げられる可能性のある場所を考えなければ。

「ちょっと出てくる」

　陽に言い置いて、海里は部屋の外へ飛び出した。







　廊下に出て、ラウンジへ向かう。あそこからは、施設の全体がかなりよく見渡せる。

　海里は窓にへばりついて、外をよく観察した。

　秩序のある区画に整然と配置されている建物。整備された街路樹に、沿道を彩いろどる花々。建物の隙間を埋め込むようにして芝生が植えられている。目に入る色は、建物とところどころの花以外はほぼ緑の色一色だった。

　大きな窓の向こうへ行けたらいいのにと思うが、残念ながら、銃弾も通さないという強化ガラスと聞いた。

　学園都市、というのはしっくりとくる。

　改めて見ると異様だ。

　そこに一際異彩を放つ大きな建物──中央棟──が鎮座している。

　よく考えろ、と海里は意識を集中する。

　ラドたちは《感染症》と確かに口にした。はっきりと。

　感染症というからには感染源が必要だ。だがここに感染源になるようなものはあるか──？

　外部から物品は制限して運ばれ、それこそ検品も厳重だと聞いた。衛生上の観点から、搬入される食肉や魚介類などは予め加工がされたものであるし、生鮮野菜は主に施設の農場のものである。また他のものとなると、例えば個人の差し入れは禁止されている。

　他には、自然界に住まう動植物ということになるが、害獣に触れる機会はない。ここの生態系から考えるに外部から持ち込まれる類のものは、鳥か虫か。

　鳥インフルエンザには時期が違い、虫だとしても、外部の人間がいなければ細菌だのウイルスだのはそうそう持ち込めないだろう。

　農作業での土いじりだって、考えづらい。破傷風、という感染症はあるが、それこそ予防接種が義務づけられている疾患だ。

　しかも、ここにひと月も暮らしていてなにもなく、ある日突然、死者が出るほどの感染症に罹患するというのは……腑ふに落ちなかった。

　おまけに自分たちは毎週毎週、健康診断を受けている。なにかあればすぐに医務室に運び込まれ治療がなされる。

　そういえば、毎週健康診断を受ける意味をさして深く考えていなかった。

　あれはなんのために……？

　表向きは、収容者の健康を保つためなのだろうが、果たして本当にそうなのか。

　生体実験、としばしば論議されていた、その言葉が俄に真実みを増してきた。

「…………！」

　海里は窓越しにそびえ立つ中央棟を瞬まばたきもしないで見つめる。

　頭の中でガンガンとなにかに打ちつけられている音がしていた。次第に窓枠に触れている手が震えてくる。

　自分たちは生体実験のために連れてこられたのだとしたら……。

　そう思ったとき、視界の下に動くものを見て、目を見開いた。

　海里の視力はかなりいい。自慢の視力だ。その目が捉えたのは──ジョウだ。他の者には豆粒程度にしか見えていないだろうが、海里にはわかった。

　出られるはずのない、外へ彼は出ている。逃げたのだ。彼も。彼はそつのない男だ。きっとなんらかの手段を講じて逃げ出したのだろう。

　海里は踵を返し、部屋へ急ぎ戻る。

　バタン、と音を鳴らして開けたドアの向こうの自室はもぬけの殻だった。もしやと思いあたりを見回す。テーブルを見ると、そこに残されていたのは、煙草が一箱。前に陽からもらったものとはまた違う。独特の匂いのする煙草だった。陽が忘れていったのか──いや、きっと海里のためにもう一箱残していってくれたのだ。

　海里はそれを引っ摑んでポケットに押し込んだ。

「ラド！　陽！　藤吾！」

　呼びながら、部屋中を回る。しかし誰の気配もない。

　愕然とした。

　海里はとうとう置いてきぼりにされたのだ。

　慌てて今度は食堂へ急いだ。

「ラド！　陽！　藤吾！」

　だが、彼らの誰もいない。食堂はいくらか騒然としていたが、それでも暴動のときに比べればおとなしいものだった。

「中庭……！」

　もしかしたら中庭にいるのかもしれない。他のエリアの情報を得るなら中庭だろう。彼らがまだ情報収集をしているなら。

　案の定、様々な人間がいる。海里の苦手な身体の大きい男だったり、目つきの悪い者だったり。

　だが苦手と言っている場合じゃない。名前を呼びながら、駆けずり回る。

　見つからない。見つけられない。海里ひとりが置いていかれている。

　陽から連れていけないと言われていたが、まさかこんなに早く現実になるとは。

　目頭が熱くなる。悔しくて涙がこみ上げてきた。しかし、泣いている場合じゃない。

　ぐい、と腕で、落ちそうになる涙を拭い取る。

　心のどこかで土壇場になれば行動を共にしてくれると、そんな甘い考えを抱いていたのは否めない。もしくは逃げ道を教えてくれる、そんな都合のいいことを考えていた。

　が、現実はどうだ。彼らはあっさりと海里を見捨て出て行ってしまっている。どこまでも甘ちゃんは甘ちゃんだった。ラドに言われた言葉がいまになって胸に突き刺さる。

　とはいえ、最後に陽は海里にほんの少し、ヒントをくれた。それはきっと彼が言ったとおりいくらかは海里を気に入ってくれていたからだろう。それだけでもありがたいと思わないと。

　──これから……どうしたら。

　海里にできることは限られている。だがどうにかして、彼らが予測したこれからを乗り越えなければならなかった。

　逃げろ、という言葉がずっと頭の中でリフレインして止まらない。そして。

　──ここではなんでも取引の材料になる。持ち物すべてが自分の武器だ。

　そう言ったのはラドだった。

　すう、と息を吸って、気持ちを落ち着ける。

　ふと、海里の耳に誰かの声が入ってきた。

「解除キー解読したぜ」

　こそこそと振る舞ってはいるが得意げな声だ。

　振り向くと、小柄の男性が外したブレスレットをぶらぶらとぶら下げている。

　冷静になってあたりを見回せば、隣の棟の騒ぎで見回りなど警備が手薄になっているのをいいことに、そこいらで禁制品のやり取りなどが大っぴらに行われていた。

　海里はふらふらとその小柄な男の方へ足を向ける。

「外れるんですか、それ」

　これまでならけっして自分から声をかけたりしなかった。が、海里は思わずその男に向かって訊ねていた。

　手首のこれが外れるなら、いくらかは状況が変わる。

　海里は胸の内ポケットに入っている、小さな箱を上着の上からぎゅっと握りしめた。







　陽が以前海里にくれた煙草はかなりの貴重品だったらしい。

（……外れた）

　手首にはまだブレスレットが着けられているように、傍はた目めには見える。

　けれど、それはいまは仮留めされているだけで、いつでも外すことが可能だった。

　煙草一箱でなんとかなるとは思いもしなかったが、その箱をちらつかせると、男は目の色を変えた。

　海里はその男の様子に、簡単に渡さず、焦じらしつつ条件を引き上げる。

　たった一箱のちっぽけなものにすぎないが、それでも海里にとっては唯一の取引材料だ。慎重に会話を進める。手のひらには汗をかき、膝は小刻みに震えが走る。声が上擦りそうになるのを必死で押し留め、緊張にお腹なかが痛くなる。嫌な汗が背中を伝って、ひやりと身体を冷たくさせた。

　世間話のふりをしながら、一番警備の薄そうな場所を聞き出し、そしてようやくブレスレットを外してもらう。

　男は案外親切だった。

　様々なセキュリティシステムをクラックするのに愉悦を覚えるタイプらしく、ここのセキュリティシステムの強固さを人づてに聞いてやってきたと、訊きもしないのに教えてくれる。ただ自己欲求を満たしたいタイプのようだ。

「じゃあ、あのゲートもなんとかなっちゃいますね」

　海里が言うと、さあね、とにやりと笑った。その表情から察するにきっとあれも時間の問題なのかもしれない。

　だが、悠長に彼が開放するのを待っている余裕はない。

　海里は男と別れ、再び自室へ戻る。

　ひょっとして、誰かが戻ってきてはいないだろうかと淡い期待をかけたが、そのような都合のいい話はなく、海里はがらんとした部屋のベッドに腰掛けた。

「あー、もう！　辛気くさっ！」

　ぶん、と頭をひとつ振る。

　じっとしていると考えなくてもいいことまで考えてしまうので、海里は徹底的に部屋の中になにかが残っていないか探すことにした。

　脱け出すために必要なもの、と考えてもピンとこない。せいぜい自分の使っていた包帯くらいか。怪我をしたときには必要になるだろうけれど、それ以外では使えそうにもない。

　だが、ベッドの脇にぽつんと置かれている一巻きの包帯を見て、ないよりましか、と海里はそれを手にした。







　９




　甲かん高だかい悲鳴と絶叫が、食堂に戻るなり轟いた。

　叫び声の方へ目を向けると、人が仰あお向むけになって倒れている。

　何か胃に入れなければと戻ったが、とても食事どころの騒ぎではない。

「誰か！　医者呼んでくれ！　こいついきなり……！」

　おれじゃない、おれのせいじゃない、と側にいた男は叫びながら手を振っている。

　なにがあったのか。

　海里は「どうかしたのか」と周りにいた人間に訊ねる。

「倒れたと思ったら、息してなかったらしいぜ」

　それを聞いて、海里の喉がひゅうと嫌な音を立てた。

　周囲では「あいつ朝から熱っぽいって言ってた」とか「いや、でも、ついさっきまでは元気だった」とがやがやうるさい。

　海里はゆっくりとその場からあとじさった。

「おい！　おまえ、すげえ熱いぞ！」

　背後で大きな声が聞こえた。振り向くと、数メートル後方でぐったりとしている男を支えるようにしてもうひとり男が叫んでいる。

　え、と思うなり、別の方からも「うわあああああ！」と悲痛な叫び声が上がる。はっとして視線をやると、苦く悶もんの唸うなり声を上げながらひとりの男が喉をかきむしっていた。

　海里はその場から動けずに立ち尽くしていた。怖くて足が動かないのだ。

　いくらもしないうちに、白い感染防護服を着た者がやってきて、倒れた男を運んでいく。

　運ばれていく様を皆一斉に見つめ続けている。

「なあ、あれやべえんじゃねえの」

「今朝、隣の棟もああいうやつらが出入りしてたぜ」

「なんだよ……悪い病気流は行やってんのか？」

「騒ぐことないって。インフルエンザかなんかじゃねえのか」

「それにしちゃ、厳重すぎんだろ」

「絶対やべえって。呼吸止まってるとかねえし」

　ざわめきが大きくなる中で、海里は自分の身体を自分で抱きしめた。

　──触るな。近寄るな。

　ラドの言葉が頭の中でリフレインした。

　突然喉がからからに渇いてくる。ほとんど出ない生唾を飲み込み、奥歯が鳴りそうになるのをぐっと嚙みしめることで止める。

　息を止め、やっと動かせるようになった足を、一歩踏み出す。そしてその場から一目散に逃げ出した。

（あれか……？　あれなのか……？）

　近寄らなかったし、触れなかったはずだ。

　両手のひらを上向ける。血の気の失せた手のひらが、細かく震えていた。

　海里は走った。息を切らして喘ぎながら、食堂からできるだけ遠くへ離れる。

　ブレスレットを外してくれた男から、食堂の食料庫──あの米袋が山と積まれたあそこだ──にある天井のダクトから、比較的小柄な者なら外に出られる可能性があると聞いたばかりだったのに。海里は太ってはいないし、大丈夫そうだと言われ、そこから逃走しようと考えた。

　だが、食堂があんな状況になってしまっては、おちおち近づけやしない。

　海里は思案に暮れる。頭に断片的な思考は浮かぶが、かき集めてもまとまらない。

　そんな中、再び警報音が鳴り響いた。

　音とほぼ同時に、警備員たちが大勢廊下を駆けていく。皆同じ方向だ。彼らが行く先には、海里がここに来たときに通ってきたいくつものゲートがある。

　普段は滅多にそちらの方へ人が向かうことがないだけに、その光景は異常に思える。

　うっかり突き飛ばされそうになり、壁に貼り付くようにしてやり過ごす。

　彼らが去っていったあと、ぼんやり彼らの背中を見送っていると、「おい、なにやってんだ」と声がかかる。

「と、藤吾……！」

　そこにいたのは藤吾だった。ということは……逃げていなかったのか？　それに陽は？　ラドは……？

　藤吾は警備員の動きと海里を交互に眺めながら、はっとした顔をした。

「こっちに来い」

　手招きをされて、空いていたリネン室のドアの陰に隠れた。

「陽は……？　藤吾ひとりなの？」

　矢継ぎ早に訊ねた。が、藤吾に手で口を塞がれる。

「しっ、少し静かにしてろ」

　すると、いきなり廊下が騒々しくなる。いままでにない騒がしさだ。

　怒声が響き渡り、なにかをぶつける音がする。押し寄せる足音の波に、絶叫する声。

「よくそんなにのほほんとしてられるな……」

　伸ばしっぱなしの髪で彼の目元は隠れているから、表情がわからない。とはいえ、いま海里を見ているのは明らかに呆れている顔だろう。声がそう告げている。

　というより、藤吾がまともに喋しやべっているのを初めて聞いた気がする。いつも陽の後ろにいて、じっとしていた。寡黙な不思議な男、というのが海里の印象だ。

　その藤吾にのほほんとしている、と言われて複雑な心持ちになる。海里としてはそれなりに緊迫感をもって行動しているつもりなのだが、どうやらそうは見えないらしい。不本意だ、と内心でふて腐れた。

　だが、拗ねていても仕方ない。

　なにしろ廊下の騒ぎは大きくなる一方だったのだ。

　ひとつ、これまで聞いたことのない、乾いたパンッという異質な耳を劈つんざく音──銃声だろうか──が聞こえる。

　その音を聞いて竦み上がる。

　藤吾がチッと舌を打ち、扉を薄く開けて外の様子を見た。

「ついてこい」

　藤吾が海里に向かって顎をくいと上げる。海里は頷いた。

　そっとドアを開けて藤吾がリネン室を出るのに続き、海里もあとを追った。

　けっして駆け足ではないができるだけ早く、だが慎重に足を進める。

「誰かがゲートのシステムをハックしたんだ」

　藤吾が歩きながら忌々しそうに吐き捨てた。

　海里は手首をそっと見た。これを解除したあの男の仕業だろうか。自信ありげに笑っていた彼がやったのかもしれない。

「ハックって、じゃあ、あのゲート……」

「いまなら通過できるんだろうな、多分」

　それなら、と海里はここから脱出できるのではないかと、ちらりと後ろを振り返る。

「……あっちに行こうなんて思うなよ」

　殺されるぞ、と藤吾が海里の考えを見透かした風にぼそりと呟く。

　確かに銃声までしていたとなると、警備員たちもなりふり構っていられなくなったのだろう。巻き込まれれば命の危険に関わる。

「おかげでこっちは段取りが狂った。……まあ、若干でも注意が逸そらされてるのはいいんだが」

　ぼそぼそと独りごちる藤吾を海里はじっと見る。

「さっきも訊いたけど、藤吾ひとりなの？　あのさ、ラドは？」

「おれは忘れ物を取りに来ただけだ。ラド？　知らんな」

　それだけを言って、彼は口を噤んだ。

「藤吾はなにか知ってる？　その……」

　だが彼は返事をくれなかった。

　藤吾はどうやら中庭の方へ行きたいらしい。あちら側の方が逃げるにはハードルが高いような気がするのだが、そうではないのだろうか。

　中庭に近づくにつれ、焦げ臭い匂いがしてきた。くん、と鼻をきかせる。耳を澄ますと火災報知器のジリリ……という音が聞こえていた。

「火事……？」

　チッ、と再び、藤吾の舌打ちの音が聞こえた。

「構わない。行く」

　藤吾に従って、中庭までたどり着くと、焦げ臭い匂いはかなりのひどさになっている。火災報知器がうるさい音をがなり立てている中、ふと見上げると、北エリアの居住棟の一部から火の手が上がっていた。

　そのせいで、北の住人が一斉に中庭になだれ込んできている。暴動が始まっていた。中庭の花壇に埋め込まれているブロックを振りかざす者、人の上に馬乗りになって殴りつけている者……。そして傍らに、幾人ものぐったりと横たわっている肉体。

　ものすごい形相で叫び声を上げながら、布袋を振りかざす者もいた。中になにか入れているのか重みがあるらしく、振り回しているとブンと音が鳴る。

　藤吾と海里はできるだけ姿勢を低くして、巻き込まれないように進む。

　苦悶の表情を浮かべて白目を剝いて、転がっている者の中に、海里は知った顔を見つけた。

　海里の足が一瞬止まる。

　それは、以前に温室で海里を襲おうとしていたあの男だった。

　海里は目を背ける。

「早く！　来い！」

　いらいらした藤吾の声に、そのまま振り向きもしないで足を進めた。

　藤吾は中庭の隅にある、変電室の前に立った。このドアは目立たない場所にあるため、周囲からは気づかれにくい。

　あたりをきょろきょろと見回し、そっとドアノブの上にあるキーパッドに、暗証キーを打ち込む。

　キイ、と金属の擦れる音がして、そっとドアを開ける。

　そのときだった。

　絶叫と共に、藤吾と海里に目を血走らせた三人の男たちが横から襲いかかってきた。

「うわああああああ！」

　海里は声を上げて、咄嗟に逃げようとする。藤吾はふたりの男に応戦していた。だが、理性をなくしているように飛びかかってくる男たちの力は常軌を逸していて、ダメージを与えられていない。しかもふたりが相手だ。

　そしてなにかを解体して得たらしい角材を持った男が、海里を狙ってくる。むやみやたらに振り回してくるせいで、避けるだけで必死だった。

　海里の目からは、涙がこぼれていた。怖い。

　あの角材で、あの男の力で頭でも打たれたら、一巻の終わりだ。死んでしまいかねない。怖くてまともに前を向けず、視線を落とす。ふと男の足が目に入った。

　結局護身術は教えてもらうことはなかったが、ラドが言っていたことを思い出す。確か足を狙えとそう言っていたのではなかったか。

　そして、ポケットに手をやった。さっき部屋に残されていた、もう一箱の煙草。それを握りしめ、海里は滲む視界の中、目をこらす。男の足首をじっと見つめた。

「ホラ！　煙草だッ！」

　煙草の箱を放り投げる。

　海里の声に男が視線を外す。投げられた煙草の箱を取ろうとして片足を上げるのを見逃さなかった。足首を狙って、外側から蹴り込む。男はバランスを崩しかけた。すかさず、もう一度、今度は倒れそうになっているところを足で払う。

　まぐれだったとは思うが、男は転倒し、その場にあった置き石にしたたかに身体を打ちつける。

　するともうひとり、いままで藤吾が相手をしていた男に摑みかかられそうになった。もうダメだ、と思った瞬間「海里っ」と声がした。

　そしてどさりと音がしたかと思うと男が倒れ込んでいた。

「藤吾、海里、早く」

　そこにいたのはラドだった。

　変電室のドアが開かれ、入るように促される。

「ラド……！」

「話はあとだ」

　早く、と手招きされる。

「海里、早く」

　藤吾に引っ張り込まれ、三人で中に入る。確認してドアを閉めると、オートロックのカタンという音が鳴り響いた。

「平気か」

　暗がりの中でラドの声が聞こえた。

「……うん」

　返事をする。どうしてだろう、彼の声を聞くとほっとする。同時にその場にへたり込んでしまった。

「座ってる暇ないぞ」

　カチ、という音がし、小さな明かりが藤吾の手元で灯ともる。ペン型のライトのようだ。

　藤吾は変電室の隅をライトで照らした。

「あそこに地下に降りる縦穴がある。……はしごがあるんだ。いいか、念のためこの明かりは消して下りるから、足下には気をつけろ。結構な深さだ」

　わかったな、と念を押し、海里は頷いた。

　ドン、とドアを叩かれる音がして、海里は震え上がった。

「心配するな」

　落ち着かせるようにラドが海里の肩を叩く。

「それより……おまえ、ブレスレットは」

　問われて、海里が手首を見るといつの間にかブレスレットは外れていた。乱闘騒ぎのとき、知らない間に取れていたようだ。

「あ……あれ、外してもらって……。で、ここにいる間つけておいた方がいいかと思って留めておいたんだけど、さっきのどさくさで外れたみたい。……必要？」

　必要だと言われるならまたこのドアを開けて取りに行かなければならない。

「いや、そうか。上出来だ。あれはない方がいい。外せないなら、手首ごと切り落とすところだったな」

　物騒なことを言われ、海里は目を見開く。

　すると、くすくすとラドと藤吾の笑い声が聞こえた。

「脅すなよ、ラド。悪趣味だ」

　可哀かわい想そうに、と藤吾がラドを肘で突く。

「悪い、冗談だ」

　冗談にもほどがある、と思いながら、海里はラドを睨みつけた。が、あまりにいろいろなことがありすぎて、疲れ果て、起こる気力もなにも残っていなかった。

　行くぞ、と縦穴を塞いでいる蓋のところまで行くと明かりを消される。ラドが蓋を開け、先に降りる。

　次に海里、そして一番最後は藤吾。

　縦穴からは風が吹き上げていた。空気の通り道だからだろう。

　ゴウ、という思ったよりも強い風に煽あおられて、海里は必死にはしごを摑み、足下を確認しながら、一段、一段、ゆっくりと降りた。

　降りた先は、広い部屋だった。

　だが、様々な機械が置いてある。暗い部屋の中に機器の小さな明かりがぽつぽつと点滅していたり、ぼんやり灯っていたりと、不思議な空間だった。

　薄ぼんやりとした明かりの中、三人は進む。

「ここは……」

「変電室の本体、っていうか、そんなところ。ここでこの棟の電気系統をコントロールしてる」

　ラドの言葉になるほど、と納得する。

「そして……ここからだ」

　少し進んだ先にドアを見つけ、ラドはノブに手をかけた。

「方々でいま、パニックになってるし、システムがダウンしてるから、こっちの警備はかなり薄くなってるはずだ。誰がやったか知らんが、施設側も暴動はともかくシステムまでやられるのは想定外だったみたいだな。人手がかなり割かれてる」

　だが油断するな、と釘を刺される。

「とりあえずカメラのセンサーは使えないようにしておいた。センサーのレンズが複眼で助かった」

　監視カメラは人感センサーだ。そのセンサーを使い物にできなくしたようだ。センサーのレンズが複眼であれば死角ができるらしい。その死角をついたのだと言った。

　だから、いまは定点カメラのようになっている、と説明を受ける。定点カメラなら、写り込まないように気をつけながら進めばいい。







　聞きたいことは山ほどあった。

　彼らはいとも簡単に施設内を移動し……そう、ここを熟知しすぎている。海里ひとりがただ目隠しをされて連れ回されている気分だった。

　だが、いまは集中してここから抜け出すのが先だ。

　彼らがこの場所をよく知るというのであれば、きっと脱出が可能なのだろう。

　ひとりでは無理だっただろう脱出だ。なんとかなるというのはなにはさておきありがたい。

　ラドの言ったとおり、地下に降りてからは拍子抜けするほどなにもなく、ただ通路を先に進むだけだった。

　ラドが言うには、この通路は中央棟にも、また他の棟にも続いているという。このような地下通路が、張り巡らされていることに改めて驚かされた。

「ラド、じゃあおれはここで」

　途中の分岐で藤吾が別れると言った。

「え？」

　藤吾は一緒に行かないのか。

「海里、じゃあな。なにもできないやつかと思ってたが、見直したよ。うっかり拾ったのはいいが、足手まといになるかと思っていたんだが」

　片方の口角を引き上げて藤吾は海里に握手を求めた。

「ここで別れるの？」

「ああ。言ったろ、おれは忘れ物取りに来ただけだって。ラドに偶然会えて助かった。……早く行かないと、陽が怒る」

「本当に偶然だったんだ」

　藤吾は頷く。海里は差し出された手を握り返す。

「じゃあな、海里」

「ありがとう。藤吾に会えなかったら、出られなかった」

「お互い様だ──元気で。ラドも。わざわざ海里を迎えにきたくらいだ。ちゃんとここから出してやれ」

　にっ、と笑う藤吾をラドは不機嫌そうに睨みつけている。

「余計なお世話だ」

　ぶっきらぼうな口調だったが心なしか照れが交じっているのは気のせいか。
















「迎えにきてくれたって、ホント？」

「…………どうでもいいだろ」

　ぷいと顔を背けるラドに、藤吾が肩を叩いて「それじゃあ」と声をかける。

　そのまま彼は、海里たちとは別の通路へ歩み出し、やがてその背も見えなくなった。

「ラド、いいの？」

「……あいつらは……別の仕事がある」

　独り言のように言うラドに「あんたは？」と訊いたが、海里の問いに彼は答えなかった。なにも聞いていないとばかりに、行くぞ、とだけ言い、海里の先を行く。

　彼の背中を海里はひたすらに追いかけた。







　通路を抜け、出てきた場所はまたこれまでとはまったく雰囲気の違う場所だった。

　広い空間に大きな荷物がそこかしこに山積みにされている。倉庫だろうか。

「荷物の集積場だ」

　きょろきょろしている海里にラドが説明する。

　これだけの規模の施設だ。毎日様々な物品がここに届けられている。それらをいったんここで検品するのが目的の場所らしい。

　シャッターが向かい合わせに二カ所あるのは、そのせいだ。片方は荷物を受け取る側の。そしてもう片方は、居住棟の方へ開く。

　同時に両方のシャッターが開くことはない。

　──でも、あのシャッターの向こうは、もう……。

　海里はあのシャッターが開いたら、とじっとそこを見つめ続けた。

　部屋に取り付けられている時計がもう、夜を告げている。普段ならば既に寝ている時間だ。朝から駆けずり回ってへとへとだったから、床に腰を下ろしてしまえば眠ってしまいかねない。けれど、立っているのもそろそろ限界に近くなってきた。

「あと三十分で守衛が見回りにやってくる。ひとりなら、チャンスだ」

　通常時の見回りは守衛がひとりでやってくるらしいが、今日はどうなのか。

「ひとりなら、ちょっと眠ってもらって鍵を拝借できるからな」

　いとも簡単に言うが、果たして可能なのか。いや、ラドのあの手際なら守衛がひとりきりであればやってのけられるかもしれない。

　あの温室でゴリラのような体格の男を一撃で仕留めた彼だ。

　せいぜい邪魔にならないようにしないと。

「少し休んでおけ。ここを出たらしばらくまた休めないからな」

「わかってるけど、座ったら立てなくなりそう」

「おいおい。ここからが本番だぞ」

　はは、とラドが笑う。

「わかってるけど……。でもクタクタ」

「ああ、そうだな……。いいから、休息は取れるときに取っておくのが基本だ。ほら」

　促されて、シャッター横にある扉近くの荷物の陰に座り込む。様子を窺うかがいつつ休息を取ることにした。

「寄りかかっていていいから」

　ラドが肩を貸してくれる。温ぬくもりが心地いい。これでは眠ってしまいかねない。

「……ラド、ここは一体なんだったの」

　しばらく彼は黙りこくっていたが、やがてぽつり、ぽつりと口を開いた。

　彼の説明によると、この施設は国が極秘裏に進めているプロジェクトのためにテスト的に作られたものだという。

　国としては将来的には国民の健康をすべてコントロールしたい。最終的にはナノマシンなどでの制御までを見据えている。

　そのためには膨大なデータが必要であるが、まずは動物実験への非難により治験もろくにできないまま、医薬品の開発などが行われている現状をどうにかしたいと考えたらしい。

　理論上のドラッグデザインで副作用のごく少ない医薬品開発を行ったとして、実際の生物に投与した場合に思いもかけぬ副作用が起こりうる……可能性がなくはない。

　生物というのは、これほど科学が発達し解明されてもまだまだ未知の部分がある存在である。

　in vitro（試験管内）でいくら完璧に実験が行われていてもin vivo（生体内）で想定外の反応が起こるのは、古今東西昔からわかりすぎるくらいわかっていることだった。

　とはいえ、やはり動物実験や生体を用いた治験は行いづらい世の中になりつつある。それをどうにか補いたい意図で計画がなされた。

「……だからまずは、できるだけ多くの成人男女のデータを得るために作られた。より完璧なドラッグデザインのために血液や組織のサンプルを採取する目的で。……そしてそれも本来は同意が得られた者だけを対象に、としていたはずだった」

　はじめは、という言葉を彼はつけ加えた。

「だが、中央で不穏な動きをする者が出てきた。平和目的で開発したはずが、兵器に転用される、なんてのはよくある話だろう？　それと同じでここを悪用したいと思う人間は一定数存在する」

　きなくさい動きが、ある時期から湧いて出てきたらしい。

　いつの間にか、データ採取のための人間の不足を補おうと、方法も強引かつ過激なものに移り変わっていった。さらに血液や組織のサンプル採取だけでなく、いっそ内密に生体内投与を行ってしまえば、という方向へ動き出した。

「たったそれだけ……？　それだけでここに連れてこられたってこと？」

　海里の眠気はすっかり去ってしまっていた。怒りではらわたが煮えくりかえる。

「そう。姿を消してもすぐに探される可能性のない者だけを選んで、様々な実験を行っていたようだ。おれらのいた棟だけじゃない。他の棟でももちろん」

「そんな……」

　また中央棟──研究所も当初の目的とは異なる研究に着手しはじめたという。

「何年か前、新種の細菌が発見されたっていうニュースを聞いたことはないか？」

　海里は首を傾げた。自然科学にあまり興味のなかった海里にはとんと記憶がない。

「だろうな。小さなニュースだったし、興味がなければ覚えてやしない。……その後、その細菌が作り出す物質に強い抗がん作用があると、もう一度ニュースになったんだ」

「あ、それはなんとなく覚えてる」

　海里は祖父をがんで亡くしていた。だから、もっとよい薬があれば、と思っていたところにそんなニュースを見た覚えがある。

「そうか。……けどな、その細菌はヒトに対する感染性があったんだ。ヒトに対する影響力がかなり強いというので、慎重に扱っていたんだが……」

　そこでラドは口を噤んだ。眉を顰め、厳しい表情をしている。

「ラド？」

　海里が声をかけると、はっとした顔になり「すまん」と小さく震える声で謝った。

「その細菌を生物兵器として用いようとする動きが出てきて……感染力やそれから……そいつによる感染症の治療は現在ワクチンしかないんだが、伝でん播ぱ性やワクチンの予防効果をシミュレートするために……今回のことが」

　あの度重なる健康診断も、それから予防注射も、すべてそのためだったというのか。

「そこにいるのは誰だッ！」

　守衛のものらしき声に、しまった、とお互い顔を見合わせる。すっかり話に夢中になって警戒をおろそかにしていた。

　カツン、という床を蹴る硬質な音が聞こえてくる。近づいてくる靴音に海里は冷や汗が流れ出るのを感じていた。

　待ってろ、とラドは冷静な声で言いながら、ひとり飛び出す。

「おいッ！　貴様！　止まれ！」

　守衛が焦った声を出して、カチカチと音を鳴らす。銃かなにか取り出してでもいるのか。

　ラド……！

　祈るように両手を合わせ、息を潜め、海里はじっと様子を窺う。

　そのときバン、と金属の板を叩いたような大きな音が響いた。銃声ではない。ラドがなにかを蹴ったのか。

　その音に気を取られた守衛にすかさずラドは近寄って締め上げ気絶させる。

　まるで作業のような流れに、海里は呆気にとられた。

　ラドは守衛の持っていた鍵……といっても、ＩＣカードだが、それを使って、シャッターを開けた。

　開けた途端、ビーコンのような音が鳴る。警報音だろう。

「行くぞ！」

　ふたりは外へ飛び出した。
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　外は朝とは打って変わって強い雨と風が吹き荒れていた。

　横殴りの雨が、ビンタのように頰に叩きつけてくる。雨粒が痛い、と思ったのは初めてかもしれない。

「こっちだ」

　ラドが呼ぶが、声が雨風の音に紛れてよく聞こえない。

「海里！」

　早く、と急かされ、彼の後ろをついていった。

　ブレスレットが着けられていた手首を海里は摩る。

　ＧＰＳで追跡される可能性は、もうないとはいえ、簡単にそのまま逃げ切れるとも思えない。

　物品が運ばれるということは、トラックが通れるような大きな道があるということだ。その道を辿たどっていけば、どこかの道路に出られるのだとは思うがしかし、車で追われてしまえば、そこでおしまいだ。

　海里たちは、できるだけ道路を見失わないくらいに距離を取りながら、しかし木立に紛れるように深い茂みの中を駆け抜けた。

　嵐が幸いした。

　足音は雨風の音にかき消され、雨粒のカーテンが姿をごまかしてくれる。追っ手の車がそこいらを行き来して、ヘッドライトを浴びせたが、激しい雨がその光を散乱させて、うまく海里たちの存在を消してくれた。

　しばらくすると、車の影もかたちも見えなくなった。車で追うのは諦めたのか。

「諦めたかな」

　訊ねると、ラドは首を振る。

「どうかな。雨がやんだらまた来るんじゃないか」

　そうか、と海里はがっかりした。やはりそうそう諦めてはくれないのか。

　雨の間に距離を稼ぐ、とラドは言い、ひたすら雨の中を歩く。

　いくら夏とはいえ、びしょ濡れの身体で歩き続けるのは体力が消耗する。

　それに──ポケットに入れてきた包帯が水を吸って重くなり、鬱陶しい。

「ちょっと待って」

　持ってきたのはいいが、役にも立たないとポケットから出して捨てようとした。

「それよこしな」

　ラドはなにか思いついたというように海里に包帯を渡せと言う。

「いいけど、どうするの。濡れてるし。こんなのあっても邪魔だろ」

「平気だ。まあ、見てろ」

　いつの間にか雨はやみ、雨雲も風に飛ばされたのか、打って変わって空には星がきらめき始めている。

　星空の中、ラドは海里の持ち物だった長い包帯を器用に編み込んでいく。

「できた」

　できあがったのは、丈夫な組紐。

「なに……これ」

「スリングだ」

　ラドは得意げな笑みを浮かべる。

「スリング？」

「まあ、見てろ」

　そう言って、彼は足下に転がっていた石ころを拾い上げ、その紐を使い、ヒュンとしなやかな音を立てて投げた。

　素手で投げるよりもずっと遠くへ早く石が飛んでいく。

「あ……」

「投石器さ。投石紐ってやつだ。立派な武器なんだぜ」

　投石は弓矢と同じくらいの射程とかなりの威力を持つといわれている。古典的な武器だが、一番手軽で効率的にダメージを与えられると彼は言う。

　そんなわけで、ラドと海里は手頃な石を拾い集めながら先を急いだ。

　雨上がりのむっとした草いきれと、じめじめとぬかるんだ道が、さらに体力をこそげ落とす。

　はあはあと息が上がってきたとき、それが現れた。

　微かなモーター音を海里とラドの耳が捉える。

「伏せろ」

　泥の地面にふたりで突っ伏した。

「そのままの姿勢でいろ」

　ラドは海里を俯せたままにさせておくと、そろそろと近くの木まで匍匐で動く。そうしてゆっくりと起き上がり、さっきのスリングを取り出した。

　弦をはじくような、振動のある音がして、すぐさまなにかにぶつかる音が聞こえた。

　もう一度、同じような音が繰り返される。

「もういいぞ」

　起き上がってもいいと許可をもらい海里は立ち上がった。

「なに？」

「マルチコプターか……。おそらくカメラを積んでる」

　無人探査機を飛ばしていると聞き、海里はぞっとした。そこまでするのか。

「あれを落としちまったからな……。道から外れるが、仕方ない」

　マルチコプターを落としたために、居場所がばれてしまう可能性は高かった。

　もっと困難な道のりにはなるが、道路沿いは避けることにする。

　深い森のけもの道ですらない道を突き進む。木の葉や小枝で顔を擦り、微かに痛みを覚えた。蜘く蛛もの巣をかぶり、飛び交う虫たちを手で払い、ぬかるみに足を取られる。

　歩きながら受ける風に唇が乾く。唾液が少なくなり潤っていない舌でかさついた唇を舐める。そろそろ水分が不足してきた。

　汗が滲んで海里の首筋を濡らす。海里は汗を拭いながら目の前のラドの背を見つめ、同じリズムで足音を刻む。目の前の景色とラドの足音のリズム、それ以外に余計なことはなにも考えないことにした。

　地面を蹴る。足の裏で地面を捉まえる。また地面を蹴る。

　これを繰り返していればいい。

　時折嵐の名残のように吹き抜ける強い風に煽られバランスを崩す。姿勢を正す、たったそれだけでも余計な負担を身体に強いるのに、と海里は憎々しげに空を仰ぐ。

　急な斜面を一気に駆け下りた。歩き疲れて疲労しきった足がガクガクと震えた。舌打ちをして、一息をつく。それでも足は動かし続けていた。

　休むこともせずに、ただひたすら歩く。

　絡まった草の根に躓つまずきそうになり、でこぼこの山道に八つ当たりしたい気分になった。

　苦しくて、足が思うように動かない。

　粘着テープで貼り付いているかのように重くなった足を無理やり地面から引き剝がした。

　辛い。

　だが前を歩くラドも項うな垂だれ、肩を落とし、前屈かがみになって、苦しいのだと一目で分かる姿だった。だから海里はその背を追うのをやめなかった。

　歩くことだけに神経を集中させて進んでいた。頭の中は空っぽで、考えられないわけではないのに、足を前に動かすことしか意識を向けられない。心臓も必死に身体に酸素を送り込むべく限界まで膨らんでいるのか、拍動が痛く感じられた。







　思いがけず沢を見つけたおかげで、水分の摂取ができたのは幸運だった。

　相変わらずマルチコプターは追いかけてくるものの、遭遇する頻度は格段に低くなった。山を下るにつれて樹木の種類などが変わってきたためだろう。背の高い草や木の枝につく葉は広いものが多くなり、海里たちの姿を草や葉が隠してくれていた。

　だがいいことばかりでもない。茂った草木のせいで足下は格段に覚おぼ束つかなくなった。ラドでさえぬかるみに足を取られ、あやうく崖下へ滑り落ちるところだったくらいだ。

　すんでのところで木の幹に摑まったため、斜めになった地面を数十センチほどずり落ちただけですんだのだが。海里は彼がよじ登ってくるのを心臓が凍る思いで手助けした。

「あぶなかったね」

「ああ、油断した。あのまま落ちていくかと肝が冷えた」

　はあ、とラドが珍しく弱気な溜息をつく。憔しよう悴すいしきっている。

　それもそのはずで、ろくな休憩を取らずに、また雨上がりの濡れた山道を明かりもほとんどない状態で歩いている。足下になにが転がっているのかもわからず、道の状況も把握できないまま先を進むというのがどれほどの負担になっていることか。

「あそこに木がなかったらアウトだったな。命拾いした」

　疲れた、と一言ぽつりと呟いて、ラドは地面に大の字になって転がった。そのすぐ横に海里も座り込む。

「休憩しよう。ずっと歩きっぱなしだし、少し休まないと。幸いあの鬱陶しいマルチコプターの音も聞こえてこないしね。そんな状態で歩いたらきっと今度は怪我するよ」

「……そうだな。五分だけ──海里」

　寝転がっているラドに手を摑まれる。

「どうしたの」

「なあ、例えば……ここで山を下りられなくなってどうしようもなくなったら、おまえはおれと死んでくれる？」

「なに、いきなり」

　ひどく弱気なことを言い出すラドに、海里は驚いた。

　けれど、彼が弱音を吐きたくなる気持ちもわからないではない。なにしろ先が見えない。一体いま自分たちはどこを歩いているのか、どこへ向かっているのか、ゴールはどこにあるのか、まるでわからずに闇雲に進んでいるだけなのだから。

　海里はラドのあとをついていくだけだが、彼はそうではない。追っ手を気にしながら地図もなく歩いている。深い森の中で迷っているも同然だ。しかも海里にまで気を配りながら。だから果たして本当に人家のある場所へ行けるのかどうかすら……。迷子になって遭難し、命を落としてしまう可能性はかなり高い。

　だから彼はそういうことを言い出したのだろう。

「海里……」

　海里の手を摑むラドの指が皮膚に食い込んで痛い。海里はすうと息を吸うと、空いている手でラドの頰をひとつパンと叩いた。

「そんなごたくは無事に下山してから聞くよ。あんたらしくもない。ぐだぐだ言うくらい元気があるなら早く先を行こう」

　きっとラドを見据えて言うと、ラドは一瞬呆気にとられた顔をして、それからすぐさまプッと吹き出しゲラゲラと笑った。

　そしてすぐに身体を起こし片手で顔を覆う。もう片方の手はまだ海里の手を摑んだままだ。

「おまえの言うとおりだ……あれこれ考えるのは無事にここを下りてからの話だな」

　悪かった、とラドは小さく呟き、摑んでいた手を放した。

「ううん。おれの方こそ。あんたに全部おんぶに抱っこだから」

　海里が言うと、起き上がったラドに背後から抱きしめられる。まるでしがみつくみたいに。

「少しだけこうしていていいか」

　甘えるような彼の声に「いいよ」と答える。

　すると抱きしめる手が少し強くなる。海里はその手に自分の手を重ねる。背中からと手のひらから彼の温もりを感じていた。

　互いの不安を分け合うみたいな抱擁だ。背中にラドの拍動を覚えながら、海里は「最後まであんたと一緒にいるよ」と心の中で呟いた。







　夜が明け、さらにそれからも飲まず食わずで歩き続け、夕方になって、ラドが突然立ち止まった。

「どうかした？」

　荒い息の中、海里が訊ねる。

「……あれ……見ろ」

　開けた視界の先、微かに建物が眼下に見えた。

　敷地が広い。そして大きな建物。

　ふたりでそれを目指して、急ぎ足になる。

　ようやくそこに到着したとき、夕日が落ちかけていた。

　大きな門には、会社名を示すプレートがかけられていたが、残念ながらプレートの文字が剝がれ落ちていて、会社名は読み取れない。だが、どこかの会社の工場だというのはわかった。

「錆さびてるな」

　門扉は開け放たれている。一応かたちだけ立ち入りを禁止するようにチェーンはかけられているが、まるで入って下さいと言わんばかりだ。

　門扉の向こうには、平べったい建物と、その奥に大きなタンクがいくつもある。あれが工場だろうか。

　さらにその奥にも、複数のかまぼこ型の建物や配管のようなものが見えた。

　じゃらん、とチェーンを鳴らしながら、中へ入る。

　少し歩くと、タンクの裏手にはもうひとつの門もある。あちらは裏門だろうか。

　ぐるりと周囲を観察しているうち、平べったい建物の、おそらく車両出入り口が開いているのに気づいた。

「ここ、開いてる」

　海里がラドを呼び、中に入ってみることにした。

　なにかのラインらしく、レールのようなものが屋内を縦横無尽に走っている。

　西日が差し込む中、あたりをくまなく探索した。

　大きなタンクのようなものがあったり、大きな機器があったり、そして、動かないがフォークリフトまである。

「水ものを扱うところだったらしいな」

　タンクがそこかしこにあるのと、充塡機のような形状の機器があると言う。

「おれはちょっと向こうも見てくる」

　そう言って、ラドは裏にあった建物を見に行った。

　ひとり残された海里は工場の奥にあった観音開きの扉を開けてみた。

　そこは検査室なのか、大きなテーブルと棚が置いてあり、それから大きなシンクが備え付けられていた。

「このシンク……人ひとり横になれんじゃないのかな」

　もしかしたら水が出るかも、と海里は蛇口に手を伸ばす。

「せーの」

　蛇口を捻ると、真っ赤な水がボコッ、ボコッという大きな音と共にブシャッと勢いよく噴き出した。

　水道管に溜まっている水が出てきたのだ。だがこのあと、水が断続的に出てくる可能性は五分だった。止められてしまっていれば、この赤い水でしまいだ。

　ボコボコと空気を押し出す音が鳴り、海里は半なかば祈るような気持ちで聞き耳を立てる。

　やがてゴゴゴ……と低い音がしたかと思うと、再び大きなボコッという音に続いて、水がざあと流れ出てきた。

「やった！」

　水は止まらなかった。水道が使える。

　赤さびで真っ赤に染まった水は次第に色を薄め、しばらくすると透き通ったきれいな水になる。

　ラドの言うとおり、ここが水ものを扱う工場だとしたら、この水は飲料に使用できるはずだ。

　おそるおそる、両手で流れ出る水を掬い、鼻先を近づける。

　匂いは、しない。

　海里はごしごしと手の汚れを洗い流す。きれいになった手のひらでもう一度水を掬い、次に舌先を近づけた。味はどうか。

　水面を突くように舌を水に触れさせる。

　痺れはない。

　それからおずおずとほんの少しだけ、口に含んだ。

「……美味しい」

　冷たくて、美味しい。

　水をもっと飲みたかったが、ここは慎重にならなければならない。工場の水だ。警戒はした方がいい。いまたくさん飲んでしまって、身体に影響があってはことだ。

「海里！」

　様子を探りに行っていたラドが戻ってきた。脇になにか抱えている。

「どうだった？」

「とりあえず、人の気配もないし、なにか怪しいものもなさそうだ。それにこれ」

　言って、ラドは脇に抱えたものを得意げに指さす。

「毛布！」

「宿直室みたいなところで見つけた。向こう側は行き止まりになっていたから、いざってとき身動きとれないかと思ってこっちに」

　うん、と海里は頷く。

「そうだね、すぐに動ける方がいい。こっちもほら」

　蛇口を捻り、水を流して見せた。

「水か」

「そう。一応、味見してみた。匂いもないし、味にも問題はなさそうだ。少しだけ飲んだけど、いまのところは特に異常はない」

「そうか。じゃあ、ここで少しは休めそうだな」

「うん。身体もきれいにできるよ」

　風呂ってわけにはいかないけどね、と海里が苦笑すると「上等だ」そう言ってラドは満足そうな顔をした。

　念のため、転がっているドラム缶をついたてにして、その奥で休むことにした。

　空気はかび臭くて埃ほこりっぽいし、床は冷たく硬いが贅ぜい沢たくは言えない。毛布があるだけましだ。着ていたものはすべて洗ってしまったから、裸で毛布にくるまる。

　髪や身体の汚れを落とせたのは幸いだった。十分に水を飲めただけで満足だ。水洗いだけしかできないが泥まみれの服を洗って干すこともできた。

　ただ、足のまめが潰れ水がしみて痛かったが、そのくらいは我慢する。

　廃工場とはいえ、いくらかでも人の痕跡のある場所に来られて海里はほっとしていた。工場があるということは、車が通る道がある。

　その先には、以前自分が住んでいた場所があるということだ。道を辿っていけば、そのうちきっと戻れる。……多分。

「……これからどうすんの」

　隣に横たわるラドに問いかけた。

「…………」

　彼は無言だった。

「寝ちゃった？　ラド」

　やはり返事がない。彼も疲れたのだろう。海里だって疲れ果てた。足は棒のようだし、身体だって疲弊しきっている。

　それにしても、未いまだに不思議なのは──。

「……ねえ、なんで戻ってきたんだよ。あんとき」

　ぽつりと呟く。彼に聞かせるつもりもない言葉を。

　ラドが引き返してきたから、そうして彼の導きで、自分はここにこうしている。あのままあそこにいたらどうなっていたのか。

　けれど、彼はそうじゃない。

　海里なんか放っておいて、ひとりで逃げてしまえばよかったのだ。そう、ジョウや陽のように。

　あのときの不安と人に襲われる恐怖と、そして絶望感。思い出しただけで、胃が痛くなり、苦い水が喉元までこみ上げてくる。

　ずっと疑問だった。

　なぜ、彼は戻ってきたのだろう。

「……おまえがいたからだ」

　思いもかけない言葉が返ってきて、海里は驚く。

「起きてたの!?」

　ラドはむくりと起き上がって、海里の方へ身体を寄せてきた。

「おまえがまだいると思って、探しにいった。気になって」

「気になって……？」

　訊き返す。どういう意味で？　どんな風に？　続けたい言葉はあったが怖くて訊けない。

「ああ、おまえが心配だった」

「どうして」

「そこでどうしてって訊くのか。……まったく」

　呆れたような口調に海里は「だって」と小さく声にする。

「それ以上訊くのは野や暮ぼってもんだと思うけどな」

「言ってくんなきゃわかんない」

「……ったく、ここまで言ったんだからわかれよ」

　海里を見つめるラドの目はいつもと違う。甘く、熱い、とろりとした眼差し。

　その目に海里は釘付けになる。目を奪われているうち、彼が覆い被かぶさっていることに気づくのが遅れた。

　気がつくと、唇が重なっていた。弾力のある肉厚の唇が、海里の唇に押しつけられる。

「ラ……ド……」

　目の前で彼の唇が「嫌だったか」と動く。

　海里は首を振った。

「や……じゃない」

　海里の返事に彼はもっと甘い視線をくれた。

「欲しいって言ったらどうする」

　頰を撫でられる。優しく、そっと。

　間近で見るラドの顔はやはりとても美しい。すっと通った鼻筋に、ナイフで削いだような切れ長の目。ブロンズ像のような、滑らかで美しい褐色の肌。

「……いいよ」

　返事をすると、ラドは意外そうな顔をした。

「いいのか？」

　訊き返される。以前の食堂での出来事のあと、しばらく海里がラドを避けていたのを思い出していたのかもしれない。

　あのときは自分が彼の自慰を手伝うだけの道具みたいで悲しいと思っていたし、自分に折り合いもつけられなかった。同性を求める自分、という姿を受け入れることができなかった。

　けれど、考え方をシンプルにしたらすっきりした。

　自分はラドが好きだったから、悲しかったのだとようやく理解した。そして考えるべきは、その好きな彼と肌を合わせたいか、合わせたくないか、それだけだ。

　ラドと肌を合わせたいか、と考えたとき、出た答えはイエスだった。

　彼に触れられているとほっとする。もっと寄り添っていたくなるような。それにあのときだって、触れられた、それ自体はまったく嫌悪感なんかなかった。

　いま、彼が海里を求めるのはもしかしたら、危機的状況下で気持ちが盛り上がっているだけなのかもしれない。あの山での抱擁のように、彼はただ人肌が恋しいだけとも。だけど、少なくとも海里に好意を寄せてくれているのはわかる。それだけで海里には十分だった。

　いまは自分も彼の温もりを感じたい。抱き合って、その間くらいは追っ手のこともこれからのことも、なにもかも忘れてしまいたかった。

　それにもしかしたら彼とは明日にでもさよならしてしまうことになる。だったら、彼をこの身体で覚えていたい。

「いいよ。なんだよ、自分から言っておいて、その顔」

「いや、前の……その、食堂でやったあと避けられてたし」

「だったらなんで誘うの」

　くすくすと海里が笑う。ラドはガシガシと髪の毛をかきむしっている。

「それはその……」

「あのときは恥ずかしいのと、それから自分がノーマルだって思い込んでいただけ。……好きになるのに男も女も関係なかったって知らなかったから」

　直接告白はできないけれど、海里はラドに好きだと暗に告げた。このほのめかすような告白を彼はどう思っただろう。

「海里、それは」

「それに無事に帰れたらもうあんたとはこういうことできないだろう？　ラドこそ、いいの？　おれで」

「欲しいから欲しいって言ってる。欲しくなかったら言わないだろう？」

「……なら、構わない」

　海里はラドに向かって腕を伸ばした。ゆっくりと重なってくる彼の身体にその手を回す。

「怖くないのか」

「怖いよ。すごく。いまだって震えそう。……だから抱きしめてよ」

　告げるとラドは海里を強く抱きしめる。ラドの顔が近づき──唇に彼の唇が触れた。

　何度か、啄ついばむような軽いキスを交わし、そのキスは徐々に長く、深くなる。舌を絡め、唾液を交換するように互いの口を吸う。

　口の中のあらゆる場所を舌で蹂じゆう躙りんされ、身体が次第に熱くなっていく。

「……ん……っ、……ふ……ぅ……」

　くちづけながら、ラドは海里の身体を撫で回した。身体をくるんでいた毛布が剝がされる。

　ラドの目の前に海里の肌がさらされた。

　きれいにしていてよかった、と海里は心からあの水道の水に感謝する。

「やっぱ、おまえいい匂いがする」

　耳の裏にラドの鼻先が埋められくんくんと匂いを嗅がれる。お返しとばかりに海里も存分に彼の匂いを嗅ぐ。

　吸い込むと、身体の奥が熱くなる、麝じや香こうのような匂い。頭の芯からクラクラとして酔ってしまいそうだった。

「ラドの方こそ。……いい匂いだ」

　互いに匂いを確認して、相性を知る。まるで動物だった。

　動物でも人間でも、匂いと配偶者選択には因果関係があるというのはよく言われていることだ。好みの匂いイコール好みの人。

　ならば、自分たちが求め合っていても不思議ではない。

　触れられた先から、身体に火が点つく。

「ちっちぇおっぱい」

　海里の乳首をつまんでくりくりと捏こね回す指はざらりとしている。まごうことなく男の手だ。

「うるさいよ……ぁ……んっ」

　捏ねられているうちに、乳首からジンジンと甘い疼うずきがこみ上げてきた。ちっちゃい乳首なのに、それが芯を持って、ツンと突き出ている。

「でも、感度いいのな。すっげえ硬く尖ってる。……舐めるのと吸うのとどっちがいい」

　舌で舐め、唇で吸い、を交互に繰り返される。どっちもいい。どっちも。

「どっちも……いい」

　伝えると、要求どおりにラドは海里の乳首を可愛がってくれた。

「おれの乳首なんて触って楽しいの」

「楽しいさ。こんなにコリコリして……膨らんで……食っちまいたい」

　歯を立てて乳首をカリと甘嚙みされ、海里はまた違う刺激を得る。こんな小さな場所なのに、様々な快感のかたちがあることを海里は初めて知った。

「……ぁ……あぁ……」

　自然に吐息が声になる。

　ラドは追い詰めなかった。自分勝手に彼だけが気持ちよくなろうとせず、ゆっくり海里の身体を、気持ちいいところを丹念に暴いていく。

「ん、ふ……」

　ラドにペニスを触られたり、素股はしたけれど、あれは前も彼自身が言ったとおり、ただのぬきっこの延長。あれは自慰と同じだった。

　なぜなら──。

「あ、んぁっ……は、……」

　海里が細い喉を反らして喘ぐ。

　首筋に沿ってラドの舌先が滑っていく。さらに鎖骨を辿り、キリキリと尖った乳首を転がす。

　ラドの手は、海里のペニスに添えられている。両脚を開かされ、握りこまれていた。

「……んっ、……んんッ……ぁ……ん」

　ゆるゆると擦られて、ペニスはすっかり膨らみ、とろとろと透明の蜜をこぼしている。

　身体中に、鴇とき色いろの痕を残され、余すところなく愛される。

「あっ……あ、……あ、ああっ……」

　声が止められない。あられもなく上げる声をラドは一体どう思っているのか。

　こんなに、どうにもならないほどのじりじりとした快感は初めてだった。

　吐き出して終わるセックスなんかセックスではないと思い知る。

　いつまで続くのかわからない愛あい撫ぶに身を委ね、快感の海に放り込まれている。

「気持ちいいか」

　訊かれて、ラドの首に手を回しキスをねだった。自分から彼の唇を吸い、舌を差し入れて、身体中のもどかしい快感をやり過ごそうとする。

「もっと気持ちよくしてやる」

　ラドはそう言って、海里の口から唇を離す。なにをするのか、と思った途端、海里のものを彼が口に含んだ。

　濡れた粘膜にすっぽりと包まれ、とろりとした唾液を絡めた舌でねっとりと吸い上げられた。陰囊を揉まれ、裏の筋からカリにかけて唇が這う。

「や……っ、やだ……っ、……ぁ……あぁ……」

　強烈な刺激だった。じゅぷ……、という卑猥な音を立てて、ラドが海里のものを容赦なくしゃぶる。あたりが真っ暗なせいで海里は彼の口から自分のものが出し入れされるいやらしい光景をまともに見せつけられなくてすんではいたが、その代わり生々しい音が鼓膜を嬲なぶるように耳に入ってくる。

　ラドの唇と舌が淫みだらに蠢き、海里を高めていく。くびれの部分に合わせて唇を窄すぼめられ締めつけられる。ぐるりと舌を這わせたかと思うと、舌先を尖らせて、先っぽの小さな穴を小刻みに突いた。

「あ、あっ、……ぁぁっ、んっ、ん……ぁ」

　緩急をつけて、繰り返し刺激を与えられ、けれど絶妙のタイミングで射精を阻まれる。気持ちいい、苦しい、気持ちいい。すぎる快感が苦しくて、海里は早くイきたくて、自らも腰を動かしてしまう。

「ラドっ、……ラド……っ」

　ラドを引き剝がそうと彼の頭に手をかけたが、力が入らずただ髪の毛をぐしゃぐしゃとかき混ぜるだけに終わる。

「イきた……っ、も……もう……っ、おねが……っ」

　イかせて、と懇願するようにねだると、ラドは舌で扱きながら強く吸い上げる。激しく唇で擦られて、快感に頭の中が白くなる。「放して」と言う間もないまま、海里はラドの口中にどくりと熱いものを吐き出した。






















　泥のように眠っている間、夢を見た。

　大学の講義室に突っ伏して居眠りをしている夢だ。

　隣にはなぜかラドがいて、寝ている海里を「起きろ」と揺すっている。

　机の上は固いが、いい気持ちで寝ているのに。起こすなんてひどいじゃないかと思いながら、目を覚ましたくなくて意固地になって目を瞑る。

　それにしても、身体の節々が痛いのはやはり机に伏せて寝ているからだろうか。

「海里、起きろ」

　ラドの声が耳に響いた。

　海里がはっと目を開けると、そこは大学の講義室でも、机でもなく、固い床の上だった。

「あ……」

　おはよう、と言う前に「さっさと起きろ」と真顔で告げられる。

　あたりは明るく、夜がとっくに明けていると知る。

「身体、動かせるか」

　いたわるような声をかけられて、海里は起き上がり、関節を動かしてみる。筋肉痛もあるし、そして足のまめも潰れて痛いが動かせないことはない。

　昨夜は結局ラドにフェラチオでイかされて、それでしまいだった。海里はてっきり最後までするのだろうと覚悟していたのだが、あっさりと「最後までしたら明日起きられないぞ」と言われてしまったのだ。

　その代わり、彼のを握らされ、それを手で扱いた。彼のペニスは太くて長くて、握ると浮き出ている血管の感触がありありとわかるほどだった。ほんの少しフェラチオの真似事をしたものの、頰張るには大きくて、先の方しかしゃぶれなかった。でも、先端の割れ目から滲み出た雫しずくの味や、生き物のようにビクビクと動く様を感じられてうれしくなって夢中で舐めた。こんな状況じゃなければあれを──。

「海里、どうした。本当に平気なのか」

　心配そうな声で海里ははっと我に返る。まさかゆうべのことを思い出していたとは言えない。慌てて取り繕うように笑顔を見せる。

「大丈夫」

　生乾きの服を着込み、返事をする。

「もたもたしていると見つかってしまう。出発するぞ」

　海里は頷いた。

　身支度を調え、立ち上がり、ぎくしゃくとした足取りのまま外へ出る。

　建物と建物の間を通り抜け、昨日の門へ向かう。

　行くぞ、とラドが口を開いた瞬間、海里の顔の横をなにかが通り過ぎる。前方の遥はるか前方にある金属の壁に丸く穴ができる。追っ手がここまでやってきたらしい。

「こっちだッ」

　転がるようにしてラドの声の方にあるコンテナの陰に隠れた。

　海里たちは、遮蔽物の多い方向へ自然と向かっていった。相手は銃を持っている。

　相手はどこにいるのか。ひとりなのか、それとも複数なのか。

　パン、パンとまた爆竹を鳴らしたような音が連続して聞こえる。

　威嚇しているのだ。

　逃げなければ、この場で殺されるか。あるいは捕まって殺されるか。いずれにしても待ち構えているのは先のない未来だ。

　物陰に身を隠しながら、逃げ道を探る。

　右手の奥にきらりと光るものを見つけた。門扉だ。

「ラド、あそこ」

　指を指して知らせる。

「海里、二手に分かれる。その方が逃げやすい。ふたり一緒だと格好の標的だ」

「…………」

「おれは表門へ向かう。おまえは裏へ回れ」

　自ら囮おとりになると言っているとしか思えない彼の言葉に一度は頭を振った。

「いいから……。おれは大丈夫だから」

　首に手を回され、ぎゅっと抱きしめられる。

「いいな。海里、逃げ延びろ」

　鼻の奥がツンと痛い。心臓も握り込まれているように苦しい。泣きそうだ。

　けれど──。

「……うん」

　ようやく、出た声は震えていたが、精一杯笑顔を作った。

　行け、とラドは言うのと同時に、素早くそして相手へ見せつけるように、走り抜ける。

　海里はわき目も振らず、裏門へ向かって走った。走って、走って……振り向いた。

「ラドッ！」

　彼の背後に、男が回り込んでいる。ラドは思わず叫んだ海里の声に振り向き、男に殴りかかった──。

　その瞬間、海里の首筋に衝撃が走る。

　あとは真っ暗な世界が広がるだけだった。
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　目覚めたとき、海里は色のない世界に来たのかと思った。

　ハレーションを起こしたかのような真っ白い天井に壁。まるで色がすべて失われたように思えた。自分の目がおかしくなったのかと一瞬思ったが、狭かった視野が広がるにつれ、そうではないと気づく。

　この壁には見覚えがある。

　そうだ、あの──。

　海里はゆっくりと身体を起こし、首を動かして周囲を観察した。

　祖父が入院していたときのようなベッドの上に海里はいた。

　そしていつの間にか着替えてもいた。白いＴシャツに、白のリラックスパンツ。

　身体は随分長い間寝かされていたのか、背中がミシミシと鈍く痛い。

　そうして、ベッドの上であぐらをかいて、足の裏を見る。ここには潰れて剝けたまめがあったはずだ。

　足の裏のまめは、しっかりかさぶたになっていて、腫れもない。

（どのくらい寝ていたんだ）

　あれから……あの廃工場での出来事からどのくらい経ったのか。少なくとも、一日や二日でないのは、この怪我の治癒の状態からいって、明らかだ。

　海里はベッドから下りて立ち上がる。

　ぐるりとあたりをみたが、靴も、スリッパもない。

　溜息をつき、仕方ないとばかりに素足で床に立つ。

　引き戸の取っ手に手をかけようとすると、がらりと開いた。

　白衣の男がそこにいた。見知らぬ男だ。

「お目覚めでしたか」

　無表情の彼はそう言って、海里をベッドまで戻るように促した。

「あの、ここって」

「後ほど、説明します。……お腹が空いたんじゃないですか」

　訊かれて、そういえば、と海里は腹を押さえると待ってましたとばかりに、腹の虫が鳴る。

「食事を持ってきましょう」

　白衣の男はやはり表情を動かさず、部屋から出て行った。海里はそのあとを追おうとしたが、外から施錠されてしまったらしい。出られない。

　海里はベッドに腰掛けたまましばらく待った。

　窓のないこの部屋は、あの施設の、居住スペースに入るまでの廊下とよく似ている。

　このつるりとした壁も、匂いも。海里は直感した。

（研究所、なんだろうな）

　おそらく間違いないだろう。

　連れ戻されて、ここに寝かされて……あのとき殺されていた方がましだったのではないか。

（ラドは……どうしたんだろ）

　彼がそのあとどうしたのか、海里は知らないままだ。海里と同じようにこうやって軟禁されているのだろうか。それとも。

　そんなことをつらつら考えているうちに、白衣の男が食事を持ってきた。

　食事は重湯だった。

　まともな食事はいつ以来だったのかと考えて、もしかしたら一週間以上は食べていないかもしれないと思う。食事といえるかどうか微妙だけれど重湯を啜った。

「食事が終わったら、わたしと一緒に参りましょう。動けますか」

　頷くと、「では」と男は言い、海里が茶を飲むのを待って、一緒に部屋を出た。

　部屋を出るときに、ちゃんと靴を用意してくれたのはよかった。この冷たい床を裸足で歩きたくはなかったからだ。

　連れて行かれたのは、だだっ広い診察室、といったような、やはり白一色の部屋だった。

　医療機器がたくさん置かれていて、ここは病院なのだろうか、と思う。

　連れて行かれる際、逃げないようになのか、腰紐を着けられて閉口したが、もう逃げる力はどこにもなかった。

　ここに座りなさい、と指示された椅子に海里は座る。

　背後で足音がして、その音が近づいてきた。

「やあ、海里」

　その声に驚いて、振り向く。

　すっかり見慣れた顔。一ヶ月一緒の部屋にいて──。

「ジョウ！」

　どういう茶番だ、と海里は思考を手放した。

　どうして彼がここに。なぜ。どういう理由でどうなっているのか。

「そんなに驚かなくてもいいだろう？」

　ジョウは、仕立てのよいスーツを着、数名の強こわ面もての男を伴って海里の前に立っている。まるでボディーガードだ。

　不敵な笑みを浮かべている彼は、海里の知るジョウとはまったくの別人だった。

「だって、ジョウがここにいるなんて」

「相変わらず、疑うのが苦手なんだね。そういう育ちのいい素直なところがかなり好きだったんだけれども」

　興奮している海里などまるきり気にもせず、ジョウは薄笑いを浮かべながらのらりくらりとろくに会話をしようとしない。

「ラドは……!?」

　ラドはどうしたのだ、と問うと、ジョウはそこでようやく「ああ」と薄笑いではない他の表情を作った。

「そんなに会いたい？」

　ジョウは海里の顔を間近で覗き込む。

「会いたいに決まってんだろ！　ラドは生きてるのか……！」

「海里、落ち着いて。もったいぶってごめんね？」

「揶揄うのもいいかげんにしてくれ！」

　海里のいらつきは最高潮に達していた。

「仕方ないねえ──ラド、入ってきてよ。海里の血液中に妙な生理活性物質増やしたくないんだ」

　大仰に溜息をつきながら、ジョウは手招きをする。

　コツ、と足音が聞こえて、海里は振り向いた。そして椅子を蹴って立ち上がる。

「ラド……！」

　ラドの姿がそこにあった。無事でよかった。

　海里はほっとする。

（あ……れ……？）

　しかし様子が変だ。いつもの彼ではない。海里から目を背け、沈んだ顔をしている。

　どうして海里を見てくれないのだろう。声をかけてくれないのだろう。生きていてよかった、とも、会えてよかった、とも。

「ご苦労様。きみのおかげで無事に海里っていう貴重なサンプルが手に入ったよ」

　ジョウがラドの側に行き、肩に手をかけた。

「え……？　どういう……こと……？」

　海里は何度も何度も瞬きをする。

「ああ！　本当に新鮮な反応だ。きみときたら実に興味深い。……まだわからない？」

　クスクスと笑いながら、ジョウは再び海里の目の前に顔を近づける。

「あのね、きみは貴重なサンプルなんだ。きみの身体はあの細菌に副反応なしに抗体を作れる実に貴重な人間なんだよ。本当に素晴らしい。ここまで健康状態がいい人間は初めてだからね」

　大層楽しげにジョウは海里に説明する。

「あの細菌にはちょっとした秘密があるんだ。感染の予防にはワクチンが必要だってラドから聞かなかったかい？　きみも予防接種は受けたでしょ？」

　ふふ、とジョウは笑う。

「あの予防接種は全員同じものを接種したわけじゃなくて、きみみたいに適性のありそうな者だけを抽出して特別なワクチンを接種したんだよ。あの細菌に抵抗のありそうな人間だけをね」

　にっこり笑うジョウの顔はとても尋常とは言い難かった。この人物と自分は一ヶ月も一緒に同じ部屋にいたのか。

「そして、実はワクチンの副反応があるんだ。急性ではなく、遅延タイプのね。副反応は錐すい体たい外路系への影響で感情を制御できなくなったり、暴力的になったり……副反応が起こらない人間の方が少ないかもしれない。だから、あの施設で過ごしてしばらくした頃暴力的な諍いごとが多くなったり、それから暴動が起こったりしたでしょう？」

　自分の言っていることに酔いしれるような口調でジョウは話をする。

「あの予防接種が……」

「たまにいるんだよ。副反応が出ない人間が。そういうケースには身体のどこかに赤く痣ができる場合がごく稀まれにあってね。そういう人間は、この細菌のあらゆる株に対して終生免疫を得ているんだ」

　ほらきみも、とジョウは海里の首を指さした。親指大の不定形の痣がある。

「珍しいケースなんだよ、きみは。だから、きみというサンプルがぜひとも必要だった。きみの組織をもらって、新たなワクチン開発に役立てる。感染症を故意に引き起こして、それからそのワクチンで治療する。いい商売になるだろう？　きっとどこの国も欲しがるはずだ」

　ね、と海里を見遣ったあと、ジョウはラドの方を横目で見る。

「ラド、きみから説明してあげたら？　きみは抗体ができたかもしれない海里をずっと監視していたってこと。そして、無傷で確保するためにあの場所に戻ったってことをさ。それにしても迫真の演技だったな。一時はおれの方が裏切られたと思ったが」

　彼らはグルだったのだ。ジョウも、ラドも、そして陽や藤吾もだろうか。

　思い当たる節がいくつもある。

　海里の首にできた虫刺されのような痕を見てから、ジョウの態度がおかしくなったり、それから他の部屋の人間がやけに怒りっぽくなったり。

　そうだ、ジョウとラドは陰で密かになにか話をしていたではないか。そして──ラドも陽も藤吾も施設のことを知りすぎるくらい知っていた。

　陽はこのことを知っていたから、サンプルにされるより暴動に巻き込まれた方がましだと思って、置き去りにしていったのか。

　ラドと一緒に逃げ出してよかったと思ったけれど、この男を好きだと思ったけれど、それは間違いだったのかもしれない。

　海里の目から涙がぼろぼろとこぼれ出す。
















「はじめから……おれのことを……」

　さぞかし面白かっただろう。

　なにも知らない、甘ちゃんの海里。誰も信じるなと言ったラドの言葉が胸に蘇よみがえる。

　海里はどんな風に気持ちをラドにぶつけてやろうかと、胸の中で選んでいた。罵倒するどの言葉も投げつけたくて、でも投げつけられない。

　正直に言ってくれたら。本当のことを言ってくれていたなら。

　──あんたが言うなら、サンプルにだってなってもよかった。あんたのために。

　喉元までそう出かかって、海里は声に出せず、代わりにラドへ摑みかかった。

「すまなかった」

　心から詫びているのは海里にもわかる。けれど、謝って欲しいわけじゃない。やり場のない怒りを、海里はラドにぶつけようと拳を振り上げた。

「おとなしくさせろ」

　ジョウの指示で、海里は取り押さえられる。

「乱暴なことはしないと約束したはずだ！」

　ラドが叫ぶ。

「……ジョウ、頼む。海里におれを殴らせてやってくれ」

　頼む、とラドがジョウに向かって頭を下げた。そんなラドにジョウはふふん、とせせら笑う。

「なんだ、情が移ったか？」

「…………」

「まあいい。──おい、海里を確保しろ。これから海里には実験に協力してもらわないと。なにしろ貴重なサンプルだ」

　つかつかとジョウは海里に歩み寄り、頰を平手で軽く打つ。

　そこにラドが割り込んできて、ジョウの手を摑み上げた。

「血液サンプルだけという約束だっただろう！」

「ラド、聞き分け悪いことをいうな。これ以上邪魔するなら、おまえも排除する。いいか？」

　海里を連れて行け、とジョウが指示をした。







「やめろ！」

　ラドが海里を拘束している男に飛びかかろうとした。

　だが、近くにいたジョウのボディーガードが銃を構えている。いまにもその手を引き金にかけようとしていた。

「あぶない！」

　海里が拘束を振り切って庇かばおうとした瞬間、パン、という花火のような音がしたかと思うと、天井のライトがひとつ消えた。皆の視線がそちらへ集まる。

「!?」

　あ、と思う間もなく物陰から何者かが飛び出しジョウを羽交い締めにした。するとジョウの口から意外な人物の名が告げられた。

「藤吾……！　おまえ生きてたのか……！」

　ジョウを拘束したのは藤吾で、その姿にジョウが驚く。ジョウを拘束する藤吾の手には銃が握られていた。

「おかげさまでね。なんとか無事に逃げ出しましたよ、ジョウ。……おっと、動かない方がいい。こいつの安全装置外していますからね、いつ引き金引いちゃうかわかりませんよ」

　にやりと笑う藤吾に比べ、ジョウの顔は青ざめている。体格差でジョウは藤吾に敵かなわない。ジョウはギリギリと歯嚙みするだけだ。

「はーい、お待たせ。ごめんね、遅くなった」

　海里の背後からゆっくりと銃を手にした陽が姿を現した。陽はその銃で威嚇するように床をひとつ撃つ。いつでも発砲できるというアピールだ。そしてジョウの前に立つ。

「はっ、早くこいつを撃て！」

　上擦った声でジョウが指図する。しかし陽が男たちに向かってもう一度引き金を引く。銃弾は彼らの足下すれすれにぶち当たった。

「往生際が悪いったら。あんまり手をかけさせるなって。ここでおとなしくしといた方がいいと思うけど」

　陽はジョウを一瞥したあとで、くるりと振り返る。銃を構えた男たちに向かって見せつけるようになにかを取り出した。

「にいさんたち、無駄なことはやめときな」

　陽の手には小さなソフトカプセルが入った容器があった。ジョウやボディーガードたちへにっこりと笑顔を向けながら、そのひとつを指先でつまみ上げる。

「ジョウ、これなんだかわかるか？」

「しっ、知らない……！　そんなもの……！　おい！　おまえら！　さっさとこいつらなんとかしろッ」

　じたばたとジョウが抵抗している。

「あーあ、そんなこと言っちゃっていいのかな。じゃあ、飲んで？」

「飲むか！」

「悪いことした子にはお仕置きって相場が決まってんの。ほら」

　言いながら、陽は小さなソフトカプセルをジョウの口の中に無理矢理押し込み、顎を摑んで嚙ませ飲み込ませる。

　ごくりと飲み込んだのを確認してから陽が言う。

「これ、アレの変異株ね。培地ごと充塡しといたから。あと、熱に強い芽胞も形成するタイプ」

　え、とジョウの顔色がみるみるうちになくなっていった。

「う、噓だろ……？」

「噓なわけないって。あんたがよく知ってんだろ。この培地」

　ひらひらと陽は胸ポケットから出したスピッツ管をかざしてみせた。

「～～～～～～～～っ！」

　そうしてにやりと笑いながら豆まきのごとく陽はソフトカプセルをばらまく。

　真っ青になったジョウはその場でげーげーと吐き、ボディーガードたちはばらまかれたたくさんのソフトカプセルに怖じ気づいたようで、その場から動けないでいる。

「海里、ラド、行くぞ」

　藤吾が呼ぶ。呆ぼう然ぜんとしている海里の手をラドが引き、藤吾と陽の先導で逃げた。

　逃げる途中、なにかの爆発音がそこかしこでしていたが「気にするな」と言われ、海里はひたすら走る。どうやら彼らはここに来るまでになにかの爆発物を設置してきたようだ。

「おい、いくつ仕掛けたんだよ」

　走りながらラドが陽に訊く。話しぶりから、この爆発はラドも承知していたらしい。

「んー、覚えてない。とりあえずここが使い物になんないくらいのダメージにはなるだろ」

「っていうか、あんなに必要ないだろうが」

「や、だって一応景気づけの花火みたいなもんだし？　派手にぶちかました方があいつらもおとなしくなるかなって」

「あ……そう」

　ふたりの会話が見えなくて、そして未だになにがどうなったのかもわからないまま、海里は連れて行かれる。

　それでも、さっきまでとは違って、とても爽そう快かいな気分だった。
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　陽に押し込まれた車の中で、海里はすべての事情を聞いた。

「悪かったな……。本当に申し訳ないことをした」

　助手席のラドが後部座席にいる海里に謝る。

「海里、本当にすまなかった。おれからも謝る。こいつを許してやってくれないかな」

　海里の隣にいる陽が、謝罪の言葉を口にした。運転席には藤吾だ。

「謝る前に、ちゃんとおれにわかるように話してよ。……もう、なにがなんだか」

　海里はうんざりしたように頭を振った。

「おれが説明するよ、海里。おまえさんも客観的に説明聞く方が納得すんだろ」

　陽が口を開いた。

「うん」

「いや……おれから話す。いいか」

　ラドが口を挟む。

「どっちでもいいよ。納得できるなら」

「わかった──まず、あの細菌を発見したのはおれの親父なんだ」

「え？」

　思ってもみなかった事実にまた驚かされる。

　ラドは細菌を発見した博士の息子だった。

　あの細菌の発見で、これからの医療に大きく貢献するんだとラドの父親は喜び、ラドもそんな父親を誇らしく思っていたという。

　だが、博士は事故で亡くなってしまったのだという。海外へ渡航中、不慮の事故で亡くなり、研究はこの研究所に引き継がれた。例の細菌ごと。

　博士の事故は故意に引き起こされたという噂もあったらしく、様々な憶測が飛び交ったようだ。事故死で片付けられたものの、不審な点も数多くあり、未だに謎だらけで本当に事故死かどうかもわからないという。

　そして研究は博士の死から方向性がおかしくなり、本来のものからまったく別の方へ向かっていった。それに気づいたラドが素性を隠して研究所を探っていたのだという。

「当時、おれは修士課程を修了した直後だったんだが、恩師が親父の親友でね。親父の事故についても疑問視してたこともあって、おれに協力してくれた。教授もおれも親父の大事にしていたものを悪用されるのを黙って見てられなかった」

　この施設は中央でも一部の者しか知らない。

　特に本来の目的とはかけ離れ、生物兵器へと暴走をはじめたため、なにかあると踏んだが、案の定だったらしい。

「あの施設に潜入してからジョウが研究所を取り仕切っている大本だと知って、そして彼が自らここでやろうとしていることも知って……そして話を持ちかけたんだ。あんたがここでなにかをしようとしているのを知っている。だから金になる仕事がしたい、って」

　ラドはジョウに取り入って、自ら海里の監視を申し出た。それはいざとなったら海里を守ってやれる、そういう意図もなくはなかったと彼はぽつりと呟いた。

「それでジョウの仲間になったってこと？」

「ああ。それ以外方法がなかった。おまえを真っ先に助けてやりたかったができなくて……海里には辛い思いをさせた。すまない」

「謝らないでよ。──え、じゃあ陽は？」

　ラドのことはわかった。なぜジョウの仲間として動いていたのかも理解した。だが、それでは陽はどういう意図でここにいたのだろうか。ラドとはまた違うのか。

　海里が訊くと、ラドは陽の方をちらりと見て肩を竦めながら口を開いた。

「陽は……これでも一応、エージェントってやつだ」

「え、エージェント……って？」

　エージェントと聞いて、海里はぽかんとした。まさか本当にそんな職業が存在しているとは思ってもみなかったのだ。てっきり映画や小説の中での架空の存在だとばかり……。

「とりあえずこの国にも、他国同様に諜ちよう報ほう機関ってのが存在してんだよね。外国もだし、国内でも国を脅かすようなことしでかすやつはたんといるし。そのためにいろいろ情報収集しないといけないってわけ。で、おれはそういう部署で働いてんの。まあ、単なる公務員だって」

　次から次に飛び出してくる物騒な単語に海里は目を丸くした。

　陽はあっけらかんと言うが、海里にはとても頭がついていかない。とはいえ、そういう職業であればこれまでの一連の彼らの行動には納得がいく。

「こいつの恩師っていうのは、おれも昔から随分と世話になっていてね」

　偶然にも陽もこの一件に携わることになったため、ラドの恩師を通して協力を求めたようだ。利害関係が一致した彼らは、ともに調査を進めていたのだという。

　海里の驚いた顔を見て陽は大きく笑う。

「意外？　まあ、そういうこと。こっち側もゴタゴタしてんだよね。この件にバカな政治家が絡んだり、あれこれあるせいで好き勝手にされてもう大変。あとは一応守秘義務なんで話せない。……頼むから秘密にしておいてくれよ。一応、これも仕事でね。で、生物兵器と聞いて、お偉方が動き出したってわけ……海里には巻き込んで悪かったって思ってる」

　ふたりにすまないと謝られ、海里はもう許すしか選択がなくなってしまう。

「ジョウは単独でああいうことしてたわけじゃなくて、黒幕がいるのはわかってるんだ。あいつは下っ端なんだけどね。でも放っておくには危険すぎた」

「黒幕……って、もっと悪いやつがいるってことだよね」

「まあ、そういうことになるかな。なんとなくもうわかってると思うけど、ここを作るのに関与した企業とか、政治家とか、それにどっかの国とかが結託しちまったもんで厄介なことになってるんだけど。それでもなにも収穫がなかったわけじゃないし、とっかかりはできたから」

　これで他の機関が動けばいいと思っている、とラドが真顔で口にした。

「あの……あのさ、さっきジョウの口に入れたカプセルって……」

　あのカプセルには件くだんのバクテリアが入っていると、陽は言っていた。とすればジョウはまともに口にしたのだから、感染してしまうということだろうか。

　罪もない人たちを実験の対象にしたのだから、その報いは科せられるべきだろうとは思うがしかし。

　そう海里が言いかけると陽がにやりと笑う。

「あれは、はったり。そんなんおれがすぐに用意できるわけないし。ちょっと知り合いに頼んで、サバ缶の汁充塡してもらった。魚肉エキスっぽいかなと思ってね」

　なんでも、細菌の培養に魚肉エキスというようなものを用いることがあるらしい。匂いがとても生臭いのだと言った。

「サバ缶……」

　呆れてものが言えなくなった。

　まさかサバ缶の汁を飲まされたとはジョウだって思わないだろう。

「それでジョウは？　あのまま放っておいていいの」

　気になって訊いた。あのまま野放しにしたらまた同じことを繰り返すのではないか。逃げようと思えば彼らだってあの場から逃げられる。となればもう一度海里と同じような目に遭う人間がこの先出ないとも限らない。

「大丈夫だよ、海里。ジョウはいま頃とっ捕まってるさ」

　近くに別働隊が控えていたらしく、あの施設は封鎖されるということだった。

　それを聞いて海里はやっと安あん堵どに胸を撫で下ろした。







　あの研究所はかなりの山奥にあるらしく、海里の住んでいた場所に戻るまでは車で半日ほどかかるという。

　車中で海里は着替えの服をもらって着替えた。ようやく自分の場所に戻れた気がする。

　途中野宿できる場所があるからと、そこでテントを張って休むことにした。

　テントを張るのは陽と藤吾と三人で。

　ラドはというと火をおこしている。

「海里、さっきの話の続きだけど」

　作業の合間、陽が話しかけてくる。

「なに？」

「あいつのこと許してやって。あいつははじめから、おまえを心配してたんだ。巻き込むのにも猛反対していて……。だから本当は、きちんと逃がしてやるつもりだったんだよ。あいつも逃げたかっただろうし」

「……」

　黙って海里は陽の話を聞く。

「予定ではあの廃工場におれが迎えに行くことになってたんだけどね、いろいろ厄介なことに巻き込まれて遅くなっちまったんだ。あとあいつも寝坊したって言って……タイミングが悪い方に重なって、計画を急きゆう遽きよ変更せざるを得なくてね。だからあんなことになってしまって……いや、本当に申し訳ない」

　陽は謝ったが、海里は寝坊、と聞いて恥ずかしくなってしまった。彼の寝坊の責任の一端は自分にもある。

　あそこであんなことをしてしまったから……。

「わ、わかったって。もう許してるし……！　事情あったのもわかるから」

「ああ。それから、ちゃんと元の生活に戻れるから安心して。海里の奨学金だってどうにかしてあげられるから」

　それを聞いて、海里はほっとする。また普段通りの生活に戻れるのだ。

「ひとつお詫びに教えておくよ。おれらがあそこに乗り込むためにラドと打ち合わせをしたんだけど、あいつったら『海里だけは必ず助ける』なんて言っちゃってね。おれはあんなに必死なヤツの顔、初めて見た」

　陽は海里に耳打ちした。







　テントの設営が終わり、海里は寝袋に潜って横になる。いろいろなことがあった。ありすぎた。

　彼らはこのあと、海里を送り届け、そうしたら……お別れだ。海里ももう、彼ら──ラドとは関わることがない。

　海里はむくりと起き上がり、テントから飛び出した。

「ラド」

　海里は寝ずの番で火の側にいるラドに声をかけた。

「どうした。寝られないのか」

　彼は海里の顔を見ずに、火箸でくべた薪を直している。

「うん。ちょっとね。隣、座っても？」

「ああ」

　海里はラドの隣に腰掛けた。

　パチパチと薪の燃える音を聞き、火花が夜空へ上がっていくのを目で追う。小さな赤い星がそこに浮かび上がっているような、そんな美しさがそこにあった。

　会話はなかった。

　けれど、隣に彼がいるだけで幸せだった。

　夜が明けるまでこうしていていいだろうか。

　そんな海里の気持ちを見透かしたように、ラドが口を開いた。

「夜が明けたら、おまえは自由だ。前みたいに、大学に行って楽しく暮らせ」

　前みたいに、ってなんて軽々しく言うんだろう。海里の気持ちを知っているだろうに、表情も変えずあっさりそんなことを言ってしまえる彼を憎らしく思う。

　ひどい男だ、と海里は眉を顰めた。

「あんたはどうすんの」

　側にあった薪を一本、火にくべた。

　パチン、と弾はじける音がして、火花が上がる。

　ラドは真っ直ぐ火を見つめながら、静かに答えた。

「いろいろ証拠が挙がったからな。後始末もあるし、あいつらとまた明日から動くさ」

　そう言って、陽たちの寝ているテントの方へ目を遣った。その顔はどこか穏やかで、海里は少し悔しくなる。

「……ねえ、ひとつ訊きたいんだけど。おれのこと本当はどう思ってるの」

　もう一本、薪をくべる。

「…………」

　答えが返ってこない。海里は続ける。

「おれはあんたのことが好きだったよ、ラド。いまでも……あのとき裏切られたと思ったけれど、でも嫌いになれなかった」

　また薪をくべようと思ったのに、それはラドにやんわりと制された。手首を摑まれ、薪を取り上げられる。

「ねえ、ラド」

　まだ海里の手首を摑んでいるラドへ海里は顔を向けた。

「……だから最後まで抱いてよ」

　バカなことを言っている。けれど、最後にしっかりと覚えておきたかった。

　これまでのことは全部夢なのかもしれない。だったら夢の最後は幸せな気持ちのままで終わりたい。

「あんたのこと、おれはちゃんと覚えていたい。だから……今夜だけあんたをおれにちょうだい」

　空いている手をラドの首に回す。唇を寄せて、自分から彼にくちづけた。海里の背に手が回された。強く抱きしめられて、息が苦しいほどになる。

「ラド……」

　唇を離したあと、海里が名前を呼ぶと、彼は海里の頰を撫でながら言った。

「紀き一いち、だ」

「？」

「本当の名前は紀一っていうんだ」

「紀一？」

「ああ。おれの本名は、紀一。戸籍上はな」

　ラド──紀一の母親は外国人であったため、普段は母親の国にいたときの名前で名乗っているという。彼の素性を探られないためでもあった。博士の息子だとわかれば邪魔が入る、そう考えたらしい。

　エキゾチックな彼の容姿はどうやら母親譲りのようだ。

「そうなんだ。じゃあ、呼んでいいの？　紀一って」

「ああ。この名前を知ってるのは、ほんの数人のごく親しい人間だけだ」

「光栄だね」

「おまえはおれにとって特別だからな」

　そう言って、ラドは海里にくちづける。

　特別、という言葉に舞い上がる。

　ちょろいな、と自じ嘲ちようしながら、それでもその一言を胸の奥深いところへ大事にしまう。

「特別って言ってくれるんだ」

「ああ」

「そっか、うれしい」

　彼の指先が頰から唇へ移動した。下唇を何度か往復するようになぞられる。

　海里はその指に舌先を触れさせた。指に舌を絡め、唇で咥くわえ、口の中に誘った。

「ん……、……ぅん……」

　海里は指を味わうようにしゃぶり、舐め尽くした。唾液が唇の端からこぼれ、顎へ伝う。

　指が抜かれ、糸を引く。火に照らされたそれは赤く光っていた。

　あれが赤い糸だったらいいのに。

　けれど、それは瞬時に消えてなくなってしまう。

「あ…………」

　口の中になにもなくなってしまった物足りなさに、ぼんやりしていると彼は海里の手を取った。

「おまえにおれをやるよ。……来い」







　陽たちの寝ているテントから少し離れた林まで連れて行かれる。

　海里としてもそれはありがたかった。抱き合えばきっとあられもない声を上げてしまう。それをやはり聞かれたくはない。

　たき火の炎が見えなくなるなり、ラドは海里を抱きしめた。

　月明かりに彼の顔がぼんやりと浮き上がっている。ひどく優しい顔をしている。いままでで一番──見たことのないくらい、優しい顔。

「そういや、真っ暗闇でしかしたことなかったな」

　こめかみにキスを落としながら、掠れた声で囁く。

「そういや、そうだね。食料庫も、それからあの廃工場も」

　ホントだ、とくすくす笑う。

「しまったな。一度くらい明るいところでしておくんだった。……おまえのイイ顔見られなくて残念だ」

「明るいところでおれの顔なんか見たら、きっとがっかりして萎えちゃうよ。できなくなっちゃったら困るしね。暗いくらいでちょうどいい」

「もう黙っとけ」

　顎を取られ、くちづけされる。声はそれ以上出せなくなった。

　唇を軽く嚙まれたり、ゆっくりと舐ねぶるように海里の舌に舌を絡ませて……蕩かされる。

「あ……」

　やわらかい舌で舌のつけ根をくすぐられ、唇で唇を食まれ、身体の奥からどうにもならない疼きが生じて身み悶もだえる。

　蜜のような甘いキスに身体が融けてしまう。立っていられなくなって、背後の大きな木に背中を預けた。

「おれに抱いてなんて言うとは思わなかった」

「どうして」

　彼は海里のシャツのボタンを外すと、胸元をあらわにさせた。

「……てっきり嫌われたと思ってたからな。……辛い目に遭わせた」

　海里もラドのシャツのボタンを外す。彼の腰に手を回して、引き寄せた。

「さっきの質問答えて？」

「質問？」

「おれのこと、どう思ってる？　ごまかさないで教えて」

　彼の首元に顔を埋うずめ、匂いを嗅ぐ。海里の好きな、匂い。いつまでも忘れたくなくて、首に鼻先を擦りつけた。

「…………」

　彼からの返事はなかった。少しがっかりしたが、仕方ない。好きだと言ってくれなくても、特別だと思ってくれているのであれば満足だ。

　けれど、じわりと涙が滲む。

　頭では納得したが、身体の方が離れるのが悲しいと思っているらしい。

「…………好きだ」

　それは、聞こえるか聞こえないか、くらいの微かな声だった。あまりに悲しくて海里がとうとう幻聴でも聴いたのかと思うほど。

「バカ……遅いよ」

　涙流して損した、と海里はラドの顔を見上げる。

「可愛いなおまえは、本当に。……ああ、好きだ……海里、おまえが」

「いらいらしてむかつくんじゃなかったっけ」

「そういう可愛くないこと言うところも、可愛いさ」

「あんたはそういう歯の浮くようなセリフ言わないと思ってた」

「がっかりしたか」

　訊かれて、「ううん」と首を振る。

「うれしいよ」

　海里はラドの頰に小さくくちづけた。







「……ぁ……あぁ……っ」

　ラドはひざまずき、海里のものを口にしていた。

　じゅる、と卑猥な音を立てて、舐めしゃぶっている。彼の熱い口の中に含まれて、海里のものはいまにも破裂しそうなほど膨らんでいた。

　舌先が、裏筋に当たる。そこをきつく舐められて追い詰められる。茂みを指でまさぐられながら、陰囊を吸われるとどうしようもなく感じて声が上がる。

　じゅっ、と先を吸われるのも、喉の奥まで含まれるのも、どれもこれもよくて仕方ない。

「ああっ……もう……イク……っ、も……っ離し……っ」

　限界が近づいている。それ以上刺激を与えられたら、彼の口の中に出してしまう。

「いいから、出せ。飲んでやる」

「ダメだって……やっ……ああっ……」

　ラドの髪の毛を無造作にかき回し、膝が小刻みに震え出す。

　舌の先で、鈴口をこじ開けるように突かれ、一息に吸われると、海里はガクガクと腰を揺すりながら、彼の口に精を放った。

　立っていられなくなり、木を背にずるずると滑り込むように座り込む。

「飲まないでって言ったのに」

　はあはあと、いままで詰めていた呼吸を取り返すように荒い息を吐きながら詰る。

「いいだろ別に。おまえのはうまい」

　ラドは海里の目線までしゃがみ込み、唇の端に残っていた精液を手の甲で拭った。

「そんなの聞きたくないって」

　呆れるように言うと、顔を近づけられる。

　受け止めたくちづけは、青く苦い味がした。これがうまいという味覚がわからない。けれど海里は幸せな気持ちになった。

　そのまま押し倒されて、彼の身体を受け止める。

　地面を覆い茂っている草がしっとりとしてやわらかい。しかし。

「くすぐったい。ちくちくする」

　海里がそう言うと、ラドは「立てるか」と訊いてきた。

「うん、多分ね」

　海里の返答にラドは起き上がり、海里の手を引いて立ち上がらせる。

「後ろ向いてその木に両手ついて」

　腰を摑まれ、尻だけ突き出した格好を取らせる。後ろに回ったラドが尻を割り広げねっとりと舌を這わす。

「それ……っ……いっ、……やあ……っ、あっ……」

　嫌だという海里にラドが喉を鳴らす。

「噓つきはお仕置きだな。はじめてのくせにこんなにここひくひくさせやがって。……欲しがってる」

　彼の言葉に海里は言葉を詰まらせる。

　恥ずかしい。

　そう、欲しいのだ。彼のあれを中に早く入れたい。きっとそれが身体にも表れている。

　欲しくて、欲しくて、たまらない。

「でもちゃんと解さないとな。おまえのここは狭いから」

　ひくひくと蠢く入り口を優しく舌先で、さらにその奥の粘膜を宥めるように指と舌でこじ開けられて解される。時間をかけてじっくりと、そこがぐずぐずになるまで弄られた。中のいいところを指で擦られ、内筒をいいようにかき回され、感じすぎておかしくなる。

「……ぁ……んっ……ぁあ……あ……」

　海里はせつない声で喘ぎ続け、ペニスからも涙のようにパタパタと雫がこぼれていた。

「ああ、もうとろとろに蕩けてる。ほら」

　わざと指でぐちゃぐちゃと卑猥な音を立て、耳で海里を犯す。抜き差しされる指だけでは物足りない。

「入れて……っ、早く……欲しい……から……っ」

　指じゃなくて、彼が欲しい。ここでひとつになりたい。

　尻を振って、海里はせがんだ。

「煽りすぎだ。……知らねえぞ……」

　はあ、とラドは大きく息をつくと、自分のものを取り出した。

　尻の割れ目に、滾ったものを宛がい、二度、三度と割れ目に沿って往復させるように撫でた。

「だから……焦らすなって……早く……！」

　そんな風にしないで欲しい。身体の奥はもうとうに融け始めている。彼の杭で蓋をしてくれなければ、ここからどろどろとした欲望がきっと流れ出てしまう。

「海里……」

　名前を呼び、ラドは硬く熱い楔くさびを、海里に穿うがった。

「……っ」

　彼が漏らす声が聞こえる。息を詰めながら、ラドは海里の中に半ばまで埋め込んだ。

「きっつ……」

　はあ、と息を吐きながら、彼はじりじりと海里の中に入り込んでくる。

　どんな顔をして彼は自分の中に入ってくるのだろう、あのきれいな獣のような野性的な男がどんな風に。

　最後まで埋め込んで、海里が慣れるまで彼は待つ。あやすように手のひらが身体中をまさぐっていった。

「ホント……すげえ……気持ちいい……おまえん中……やばい」

　言いながらゆったりと抜き差しが始まった。

「あ……ん……ぁ……んんっ……」

　抉えぐられ、貫かれる快感に海里は喘ぐ。快感の波が次から次に押し寄せ、海里を翻弄した。

「海里……海里……」

　叫ぶように海里の名を呼び、情欲をぶつけてくる。海里の中は彼をずっと繫ぎ止めておきたくて、後ろを知らず、締めつけている。

「紀一……っ……、ぁ……ぁあっ」

　顔が見たい。彼の顔を。

　そう思っていると、彼は穿つのをやめ、海里の顔を後ろへ振り向ける。むしゃぶりつかれるようにして唇を貪むさぼられた。

　激しいくちづけに、堰せきが切れたように感情が溢れ出すのが止められなかった。

　顔中にキスをされて、互いの匂いを混ぜ込むように、皮膚と皮膚、粘膜と粘膜をなすりつけて。

　まるで動物の交尾だ。

　求めて、求められて、ただ互いを欲しいと交じり合う。

「きい……ち……き……い……」

　乳首を指で捏ねられる。腰を回されて、ぐちゃぐちゃに中をかき混ぜられる。

　むちゃくちゃとも言える激しいセックスに、海里は感じすぎておかしくなりそうだった。

「好きだ……きいち、……す……き……」

　この身体を全部彼で埋め尽くされたい。

　そしたらきっとここで彼を覚えていることができる。

　その気持ちが通じたのか彼は海里の名前を呼びながら腰を打ちつけた。乱暴に穿たれる楔に、頭の芯がじんじんと痺れてくる。熱が凝こごり、甘く嬌きよう声せいが漏れるのを止められなかった。激しく突き上げ揺すぶられて高みへと登り詰める。

「あっ……ぁ……あぁっ……っ」

　もっと深く深く繫がりたい。

　もっと強く結ばれたい。

「いいか、海里……中、出して……」

　切羽詰まった声でラドが訊く。

「……いいから……っ、奥、いっぱいに……ッ」

　濫みだりがわしいセリフを吐き、挑発するように腰を振る。腰を抱え込まれて奥へと楔を穿たれた。

「あ───ァ……ッ──ぁ……ぁ……」

　最奥にラドの体液が注ぎ込まれた。ドクドクと熱い液体で奥を濡らされて、海里も自らの精を吐き出す。

　同時に、海里の目から、ぽとりと涙がこぼれ落ちた。
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　長い、夏休みだった。

　海里はそう思うことにしている。

　施設にいた日々は、夏休み期間も重なって、出席日数にはまったく影響はなかった。

　奨学金に関しては、返済せずともよいものが、なぜかすぐに国からおりたという。

　ただ、ぽっかりと心に穴が開いたような気持ちというか、なにかをどこかに置き忘れた感覚はいつまでも残っていて、ときどき海里をセンチメンタルな気持ちにさせていたが。

　季節がいくつか変わった。

　あの夏休みを終えて戻ったあと、友人たちは揃って海里を見るなり「なんか雰囲気変わったな」と驚いた顔をした。皆同じ顔をしていて、それがおかしかったのを海里は思い出した。

　変わったはずだ。変わらない方がおかしい。はっきりとした目的があるわけでなく、ぼんやりと生きていたけれど、あのひと月で海里はすべて変えられた。

　いろいろなものを教えられたから──恋も。

　そして結局海里は大学院への進学を決め、今日からは大学院で市場経済を勉強する。

　海里は官僚を志すつもりだ。あんな理不尽なことを許しておくわけにはいかない。そのためにもっともっと勉強をしなくてはと思っていた。あのようなわけのわからない場所へ連れていかれる怖さをもう誰にも味わわせたくなかった。だとすれば国で働くのが一番いいと考えた。

　桜はとうに散ってしまったし、もう以前のことは吹っ切らないといけないのかもしれない。

　それでもまだちくちくと心に棘のように残っている、あの男のことだけは忘れられなかった。

「じゃ、海里、明日」

「ああ、明日」

　じゃあな、と友人と別れ、海里は掲示板の前に立っていた。なにかいいバイトでもあればいいのに、と思いながら、ぼんやり掲示板を見つめる。

「すみません。ちょっとお訊きしたいんですが」

　後ろから声をかけられた。

　振り向くと、そこには懐なつかしい人の顔。

「…………っ」

　声にならなかった。呼びたくて、その人の名前を呼びたくて、だけれどもうまく声が出ない。

「よお、海里。久しぶり」

「……なんて呼べばいいんだよ」

「ちゃんと本名教えてやっただろうが」

　にんまりと笑う、彼に「覚えてない」と睨みつけた。

「ひでえな」

「……なんでこんなとこいるんだよ」

　ぐっと泣きたいのを堪こらえる。憎まれ口でも叩いていないと抱きついてしまいそうだった。

「この春から、おれもここの学生。博士課程だけどね」

　そこ、と医学部の棟を指さした。

「カエルの子はカエルってとこかな。親父のことをもっと理解したくなってね」

　当分、ここにいるから。

　彼はそう言って、笑った。







　ラド──紀一のマンションは、海里の家から五分と離れていないところだった。

　どこに住んでいるのと訊いたら、簡単に「来いよ」と言ったのだ。

「ここだったの!?」

　いつも学校帰りに通る道沿いにあって、まさかこんなところに、と海里は目を丸くする。

　しかも、行きつけのコンビニが向かいにあって、いままでよく顔を合わせなかったものだと驚いた。

「ときどき、見かけてた」

　見かけていたなら声くらいかけてくれてもよかったのに、と思っていると紀一は少し気弱そうな表情を浮かべてこう言った。

「もしかしたら、会わない方がいいのかと思ってた。……おまえは、楽しそうにしていたし、おれとはもう会いたくないんじゃないかって」

　らしくない、弱々しい声に海里は紀一の襟首を摑む。

「ざけんな」

　じっと、彼の顔を見つめる。

「そんなことあるか。会いたくないなんて思うわけないだろ？」

「海里……」

「思うわけ、ないじゃないか」

　そして両手で紀一の頰を包み込む。

　ずっと会いたかった。会いたくてたまらなかった。けれど彼のあとを追ってはいけないと思っていたから、諦めたのだ。

　あの一ヶ月……あの日々が、どれほど海里に影響を与えたと思っているのだ。いまだって、昨日のようにあの苛烈な出来事を覚えているのに。

　そしてまた、海里の身体も紀一を覚えさせられたというのに。どんな風に彼が海里を翻弄し、追い詰め激しく求めたのか、すぐにだって思い出せる。

　好きだと掠れた声で、喘ぐ息の中言ってくれたことも。

「……ごめん」

　謝る紀一を海里はキッと睨みつけた。

「もう、そんなこと二度と言わないって言うなら、許してもいい」

「ああ……わかったよ。もう言わない」

「ん。ならいい」

　手を放してにっこりと笑うと、紀一はほっとしたような顔をした。

「……おまえ、強くなったんじゃないのか」

　そう言うので、

「あんたがヘタレになっただけだと思うよ」

　と、返した。

「かもな」

　苦笑する紀一を海里はくすくすおかしそうに笑う。まったく、本当にヘタレになったんじゃないのか。

　エレベーターで三階まで上がる。一番奥の部屋が彼の部屋らしい。

「ここだ。入れよ」

　通されて中に入ると、眩しいくらい日当たりのいい部屋だった。

「へえ、明るい。いい部屋だね」

　部屋はまだ荷物が片付けられていないのか、片隅に段ボール箱がいくつか積まれていた。

「２ＤＫだけど、悪くないだろ。ベッドしかないけど。──そこ座ってろ」

　本当に、部屋にはベッドしかないと思ってしまうくらいなにもない。

　部屋数があるのに、持ち物がなにもないのだ。

　最低限の家電──冷蔵庫と洗濯機と電子レンジ──と、あとは勉強用のデスクとこのベッド。そのくらいシンプルな部屋だった。

　らしいといえばらしい。

　ふ、と笑みをこぼすと「どうかしたか」と訊かれる。

「いや、別に」

「変なやつだな。……ほら、アイスコーヒーでよかったか」

　うん、と言ってグラスを受け取った。

　からりと氷が鳴る音を聞き、グラスを傾ける。あの部屋にいたときに海里が言った好みを覚えてくれていたのか、甘くてミルクが多めのコーヒー。

「覚えていてくれたんだ」

「当たり前だ」

　喉が渇いていたせいで、一息にそれを飲み干した。飲み終えたグラスを紀一が奪いとるようにして、さっさと持っていってしまう。

「海里」

　キッチンから戻ってきて、海里の横に腰掛けた紀一が名前を呼ぶ。

　どちらからともなく、顔を近づける。

　どちらからともなく、手を伸ばす。

　あとは唇を重ねるだけだった。







　シャワーを浴びベッドに戻ってきたところを紀一に後ろから抱きしめられた。

「ああ、この匂いだ。おまえの」

　くん、と首筋を嗅がれ、それから嚙まれる。

　嚙まれたところから、甘く疼くような感覚が広がってきて、海里は仰のけ反ぞるようにして喘いだ。

「会いたかった……ずっとおまえのことだけ考えてた」

　ベッドへ誘われ、横たえられる。

　ふかふかの布団の上。

　海里はくすりと笑った。

「初めてだ」

「なにが」

　自分の真上にある紀一の顔はきょとんとしている。

　海里は彼の首に腕を回し、「普通の場所」とおかしそうに言う。

「ああ！」

　彼と抱き合ったのはいつでも固い床とか、それから外だとか。こんな風にやわらかい布団の上──ごく普通の恋人同士のように──は初めてだった。

「それに……明るい」

「おかげで今日はおまえの顔がはっきり見える」

　はっきりとお互いの顔が見えるというのも初めてだった。だからすごく恥ずかしい。

　ごくごく普通の、どこにでもいる恋人同士のように抱き合う日が来るとは思わなかった。

「恥ずかしいよ」

「これからもっと恥ずかしいことするのに？」

「だからだって。だって全部見られちゃうんだろ」

「前も言ったはずだ。好きなやつの全部知りたいって」

　ゆっくりと覆い被さってくる紀一の吐息を感じながら、海里は彼の顔をつぶさに観察する。

　既に彼の目は情欲に濡れていて、海里を欲しいと訴えている。少しせつなそうに寄せられた眉間の皺も、肉厚の唇から見え隠れしている厚ぼったい舌も、今日ははっきりと海里の目は捉えることができた。

　紀一の息がそこかしこにまとわりつく。

「あ……」

　耳朶を食まれ、唇でそこをくにくにと弄られる。舌を耳の穴に入れられ、ごそりという音に微かな水音が加わって、とても淫靡な響きを作った。

　思いもかけない甘く痺れる感覚に、首を仰け反らせる。紀一の舌は耳から、首筋に向かい、その筋道の途中、彼の唇がいくつもの痕を残していく。

　抱き込まれ、海里、と呼ばれるたびに、ジンと身体の奥から甘く疼きを覚える。

　紀一に肩口を甘嚙みされ、耳朶や首筋、喉仏にくちづけられ、海里は紀一の頭を抱えて、もどかしい快感をやり過ごそうと彼の髪の毛をかき混ぜた。

「ここ」

　ある場所に唇がたどり着いたとき、ふと彼が愛撫を止める。

「まるで羽みたいだ」

　それは首筋にできた、あの赤い痣。一年近く経ってもまったく消えることはなく、そのまま赤く海里の身体に残っている。

「羽？」

　気にしたことはないが、そう見えるのだろうか。羽と言われればそう見えなくもないけれど。

「なんていうのかな。天使の羽みたいな？」

「天使の羽？　随分ロマンティックだね。おれはこんな痣望んでなかったけど」

　苦々しげに笑うと紀一はその痣に唇を寄せて吸いついた。

「それでもこいつのおかげでおまえとこうしていられる。キューピッドみたいなもんか。やっぱり天使じゃないのか」

「言ってろ。…………んっ……ぁ」

　舌でくすぐるようにして、彼はその鮮やかな赤い色の境界線をなぞっていく。そして愛いとしいとばかりにもう一度その場所にくちづけた。

　海里の身体の上で紀一が蠢き、互いの肌が擦れ合う。

　乳首も、ペニスも、どちらも張り詰めて熱を持ち、彼に触って欲しくて勝手に身体がうねうねと動いた。

「紀一……触って……触ってよ……」

　ジンジンと疼く場所になにも刺激を与えられなくて、海里はねだる。

「おまえ、どこでそういう誘い文句覚えてきたんだよ」

　言いながら、紀一はカリと薄紅の乳首を嚙む。

「────ァッ！」

　海里は痛みに身を捩った。すると紀一は嚙んだところをいたわるように、じっくりと舐めて吸った。

「あ、ん……ぁっ……は……ぁ……」

　喉を反らして海里が喘ぐ。

　紀一の舌先が、ちろちろと震えるように濃い紅色に染まり、膨らんだ乳首を舐める。唇で食み、吸い上げる。繰り返し唇は何度もそこにしゃぶりつき、離れては厚い舌で押し潰す。ぴちゃぴちゃと音を立てて転がし、そして歯を立てた。

「……ぁ……んっ、あ、んんっ」

　それを繰り返されて、痛いのか気持ちいいのか、境界線がなくなった頃、海里のペニスに彼の指が絡みついた。

「すげえ、ここびしょびしょ。乳首だけでこんなんなっちゃったの」

　こんな、ってどんなだよ、と思いつつも、海里はもう答えることもできないくらい、息が上がっていた。

　見ろよ、と促されて自分のものを見せられる。

　明るい中で、赤く充血しきって勃ちあがったペニスから蜜が溢れ出し、茎を伝ってこぼれている様はひどくいやらしい。

「そんなに感じちゃった？」

　意地悪く訊いてくる紀一に答えたくなくて、顔を背けると「もっともっと感じさせてやる」と、額にちゅっと小さくキスをくれる。

　そのまま唇が海里の泣きぼくろの場所にたどり着いた。それを舌で執しつ拗ように舐められる。彼の指は海里のペニスに絡み、滴っている蜜を亀頭にも竿にも塗り込めた。

「あ、……、そ、れ、や……ぁ、あ」

　紀一の指で先の割れ目を開かれ、弄られる。

「可愛いな、海里……。おまえの顔も声もそそられる……」

　ぐちゅぐちゅと竿を扱かれ、ふたつの陰囊も揉み込まれ海里の身体はひくりと跳ねる。

「あ……、き……い、……あ……あ」

　そうしてわけのわからなくなった頃には、前を扱かれながら、後ろへも指を入れられた。後ろにのめり込んでくる指の感触に思わずぞくりとする。

「……ん……ンンっ……ぁ……」

　ゆっくりと出し入れされる指で、敏感な内壁を擦られる。鈍い快感が身体の奥から生まれ、そのもどかしさが海里を苛さいなむ。気持ちいいのと、もっと欲しいのと。

　ねだるように、ペニスからは蜜が溢れ、海里は身体を揺らす。

　熾おき火びのようにじりじりと身体の奥を焼き、指が動くたびに、後ろが物足りなくて締めつけた。するとすかさず、彼の指は海里の敏感な箇所を擦り上げる。

「あァ……ッ！　あ……、ああ……ぁ」

　その舌使いと時折指による後ろへの強烈な刺激に眉を寄せ、薄く口を開いて思わず声を漏らす。

「きいち……ほし……っ、もっと……っ」

　そう吐息に乗せると、紀一は口での愛撫をやめ、薄く笑う。それから艶めかしく舌なめずりをした。

　獲物を前にしたどう猛な獣のような鋭い光が彼の目に宿る。

　ゆっくりと海里から身体を離し、その身体を起こす。半ば虚ろになった海里の視線が、彼の身体の中心にある逞しいものを捉えた。思わず興奮に血が上る。

　初めて、じっくりと見たそれに目が釘付けになり、ごくりと息を飲んだ。

　赤黒く怒張し、血管が浮いている。その猛たけ々だけしさに海里の身体も熱くなる。あれが自分の中に入るのだと思うと、後ろがひくりと疼いた。

　その海里の様子に、見せつけるようにして彼は自身を扱く。

　いまから、あれが──。

「……入れるぞ」

　紀一は海里の身体をふたつに折り、足を左右に押し広げた。卑猥な格好を取らされ、海里はきゅっと唇を嚙む。

　恥ずかしい。真正面から抱かれたことなんかなかったから、途と轍てつもない羞しゆう恥ちを覚えた。すべて……どこもかしこも隠しようがなく、身体の隅々まで見られてしまう。色まではっきりと。一番奥の、紅色まで。

「海里……」

　紀一は名前を呼ぶなり、海里の後ろに彼のたかぶりを押し当てて、突き立ててきた。すぎる圧迫感に海里は堪えきれずに声を上げる。

「ん……っ、ああっ……っ」

　紀一は身体を押し進めてくる。熱い楔が自分の身体に打ち込まれたようだと、海里は錯覚した。これでやっと紀一を繫ぎ止められた、そんな気がした。奥を割り開き、襞ひだをかき分ける楔の熱さに、海里は息を詰める。

「……んん、っ……っ」

　内壁をぎしぎしと軋きしませながら、紀一が押し進んでいくと、海里の快感を覚える場所へたどり着く。

「入ってる……おれの中……いっぱい」

　うっとりとしながら口にすると、唇が降りてきた。深いくちづけに陶然となる。舌を絡ませながら、紀一はゆっくりと抜き差しを始める。

　浅く、ゆっくりとした動きに焦れて「いじわる」と睨むと、紀一はいきなりぐっと深い場所を抉った。

　待ち望んでいた場所を熱い欲望で擦られ、海里は悲鳴を上げる。

「あ、あ！　あぁっ……はぁ……！」

　揺すり上げられ、穿たれる。敏感な襞を擦る、ぐちゅっ、という卑猥な音に脳髄が焼き切れそうなほど興奮し、あられもない言葉を口にする。

　奥まで欲しい。もっと、もっと、奥まで。

「奥……擦って……っ、きいち……っ」

　こんなのじゃ足りない。激しく求められたい。

　海里は身体をくねらせ、自ら誘い込むように腰を振る。

　足を彼の身体に絡ませ、欲しいと訴えた。

　紀一はさらに海里を侵食する。奥へ、奥へ。深い場所へと押し進め、海里を翻弄した。

「アアッ！」

　凄すさまじい快感に一際高い声を上げる。紀一の切っ先が海里の一番感じるところを攻めてくる。

　甘い甘い陶酔に、全身が痺れて言うことを聞かない。

「……っ、あぁ……ん……、あ、あ、……」

　喘ぐ声が甘く蕩けていき、海里の顔の歪ゆがみも快感のそれへと変わり始める。それに気づいた紀一は、深く海里を抉り出した。

「もう放さない……海里……海里……」

　泣きそうなくらいにせつない声で紀一は海里の名前を呼び続ける。

　その声に、どれほど彼が自分のことを思ってくれていたのか海里は思い知る。

　紀一は激しく腰を打ちつけ、海里を追い上げた。
















　身体ごとどこかへと持ってゆかれる。

　海里の手は彷徨さまようように紀一を求め、彼の背に回された。

　彼の引き締まった筋肉のかたちを指でなぞり、うっすらと汗ばんだ肌に海里もくちづける。

　身体が熱くなればなるほど、互いの匂いが高まり、そのむうっとする匂いを吸い込んでうっとりとする。

「あっ……あっ……ああ……あ」

　紀一の身体から滴って零こぼれた汗が、喘ぐ海里の口の中に落ちていく。

　愛してる、そう聞こえたのは、紀一と海里が共に精を放ち、獣の咆ほう哮こうにも似た声を上げた、そのすぐあとだった。







　海里が目を覚ますと、紀一はデスクでパソコンに向かっていた。

　カタカタとキーボードを鳴らす音を聞きながら、毛布を抱えてまどろむ。

　タン、と強くキーを叩く音を最後に、キーボードの音が止まった。

「起きたのか」

　くるりと振り向いて、紀一が問いかけてくる。

「すごいね。起きたの、わかったんだ」

　彼はずっとパソコンに向かっていたのに、海里が目覚めたのがわかっていたのだ。

　驚いたように訊き返す。

「おまえずっといびきかいてたし。止まったから」

「えっ!?」

　噓、と海里は冷や汗をかいた。よりによっていびきなんて。好きな男と一緒に寝て、いびきなんてまったくロマンのかけらもない。

　ひどく落ち込んでいると、紀一はゲラゲラと笑い出した。

「噓だよ。やたら可愛い寝息立てながら、ぐっすり寝てた」

「紀一！　もう！　怒るよ！」

　ひどい、と上目遣いで睨んでいると、紀一がベッドに寄ってきて、座り込み、海里の髪をかき上げる。

「悪い。でも、うれしくて」

　もう、すべて終わったのだ。

　彼の父親もとりあえずは天国で安心しているだろう。願わくば、あのバクテリアがいいことだけに利用されればいい。そんなのはまずあり得ないことだと知っているけれども。

　そう、また悪用する人間が現れないとも限らないのだ。しかしそれを防ぐために、紀一は研究を続けることにした。海里も彼とは違う場所だが、気持ちは同じだ。

「なあ、一緒に住まないか。部屋ならここに」

　海里の頰にキスをくれながら、彼が言う。

　それはどこか緊張しているようだった。

　海里の頰が綻ほころぶ。

　どう答えようか。

　海里は顔を上げる。

　窓からは、眩しいくらいのお日様の光。目を細め、この明るい部屋が好きだと思った。

　彼に答えを返すと、うれしそうに笑顔を見せた。
















　夏休みはどこに行こうか。

　去年の夏は、とラドは一年前の夏を思い出す。あれは自分にとっても、そして現在同居している恋人の海かい里りにとっても一生忘れることのない夏だった。

　けれどあの日々がなければ海里と出会うこともなく、いまこうして幸せな気持ちで過ごすこともなかったのかと思うと、あれは確かに必要な時間だったのだとも思う。

　ともあれ、互いに去年の散々な夏のリベンジがしたい。

　山にはあまりいい思い出がないから、やはりふたりででかけるなら海だろうか。

　そうだ。美お味いしいものをたくさん食べて、ふたりで泳いで……それから。

　ラドはにんまりとしながら、家路につく。海里がラドの部屋で暮らし始めてから三ヶ月が経たつが、お互い勉強に忙しくてなかなかゆっくりした時間がとれなかった。だがやっと手がけていた論文に目め処どがつき、今日は久しぶりに早い時間に帰宅できる。海里も今日はゼミだけだったはずだから、もう帰っているかもしれない。

　夕飯を食べながら旅行の話をもちかけてみよう、とラドは足取り軽く道を急いだ。







「おかえりー」

　ウキウキした気分のラドを出迎えてくれたのは──。

「陽めぐみ……」

　ラドはドアを開けた瞬間、うんざりとした顔をした。それもそのはずで、出迎えてくれるはずの海里の姿はそこになく、代わりに友人の陽がそこにいたからだ。

「海里は？」

　ウキウキした気分はどこかへ吹き飛び、打って変わって無愛想に無愛想を加えた口調で玄関に突っ立っている陽に訊きく。

「ちょっと、客に向かって第一声が『海里は？』って、ひどくない？」

「誰が客だ。来てくれなんて言ってない。つか、来るだなんておれは聞いてない」

「なに、そのいかにも迷惑です、って顔。ご挨あい拶さつだなあ」

　傷ついちゃう、と陽はしなを作って言う。だがラドは見向きもしないで、陽の横をすり抜けリビングへ向かう。そうして振り返ってまだ玄関にいる陽にうんざりとしたように口を開いた。

「なんでおまえこんなとこにいるんだよ。もう次の仕事に入ってんだろ？　いいのか。藤とう吾ごは？」

　陽は国の諜ちよう報ほう機関にあたる部署に勤務している腕利きのエージェントである。一見優男風だが、実に有能な男なのだ。そのため一年中、国内海外問わずあちこち動き回っている。彼のすべてが機密事項であり、ラドも実のところ彼に関しては知らないことばかりなのだが、去年海里が巻き込まれた例の施設の件では、ラドも関わった。

　ときどき当たり障さわりない部分は教えてくれるため、どのあたりにいるか程度なら知っているがそれ以上詳しくはわからないのだ。

「藤吾には先に行ってもらってる。おれは今日これから現地入りするの。少し長くかかりそうだからその前に海里のご飯食べに来ただけ。あ、だからさ、泊まらないから。熱々のふたりの邪魔するなんて野や暮ぼな真ま似ねはしないからさ、安心して」

　ね、とにっこり笑う。

　喋しやべらずに笑っていれば彼はたいそう美しい青年だ。

　しかし中身はというと……頭の良さも身体能力も恐ろしくずば抜けている上、ときにとても残酷だ。ついでにいうと性格もかなり〝イイ〟。できれば敵には回したくない。

　とはいえ、陽はなぜかラドにもそして海里にもひどく懐なついている。特に海里を猫可愛かわいがりしていて、呼んでもいないのにこうして突然立ち寄ったりもする。

「あ、海里は夕飯のお使いに行っちゃった。ごめんねえ、久しぶりに早く帰ってきたってのにお邪魔して」

　悪びれもせず、しゃあしゃあと陽が言う。ごめんね、と言いつつ本心からではないのが丸分かりだ。

「来たもんはしょうがないだろ。帰れって言っても帰らないだろうし、それに追い返したら海里が悲しむ。わかったよ。メシ食ったら出て行けよ」

「あーあ、つれないったら。ま、いいけど。海里、今日は茶ちや碗わん蒸し作ってくれるって言ってたんだよね。もう楽しみでさあ。あの子があんなに料理上手だと思わなかったよねえ」

　ふふ、と機嫌よさそうに鼻歌交じりで、まるで我が家のように振る舞う陽に、ラドは深く溜ため息いきをついた。







　陽の言うとおり、海里の料理の腕は大したものだった。海里自身は「家庭料理しか作れない」というが、祖父母とずっと一緒に暮らしていて、面倒を見ていただけあって味がとてもやさしい。本当は毎日でも海里の料理を食べていたいのだが、それでは彼の負担が大きいので、食事当番は交代でしている。

　お互いずっと忙しくしていたし、今日は早く帰宅したから、外で美味しいものでも食べようかと思っていたのだ。食事のあとには雰囲気のいいバーかなんかで少し飲んで。先輩にいい店を教えてもらったから海里を連れて行ってやりたかったのに。

　なにしろ普通の恋人同士、みたいな過程をすっ飛ばしているから、できるだけ埋め合わせがしたいとラドは思っている。それは一年前に海里にしてしまったことへの謝罪も込めて、だ。どれだけ謝っても足りないくらいだとラドは思っている。やむを得なかったとはいえ、彼をひどい目に遭わせた。

　そういうラドの気持ちとはうらはらに、突然の来客で予定が狂った。ラドとしては海里のご飯を食べられるからそれはそれでいいのだが、せっかくならふたりっきりで食べたかった。




「うわー、茶碗蒸し美味しい！　お出だ汁しもいい味だし、それにこのプルプル感やばい。幸せ～」

　さっきから美味しい、美味しい、と陽が連呼している。

　今日の献立は茶碗蒸しにすずきのホイル焼き。わかめときゅうりの酢の物と牛肉のしぐれ煮。牛肉のしぐれ煮は、海里がアルバイトをしている会計事務所でもらってきた有名料亭が出している真空パックの総菜だ。どうやらお中元のお裾分けらしい。味み噌そ汁しるは冬とう瓜がんだった。

「よかった。口に合って。陽は舌が肥えているからいつも作るのが緊張するんだよね。まずいって思われたらどうしようって思ってた」

　ほっとしたように海里が微笑ほほえんだ。

「そんなことないって。おれ海里のご飯大好きよ？　こっちのすずきも脂がのっていて美味しいし、ポン酢との相性抜群」

「たまたま魚屋さん覗のぞいたら、切り身が安かったから。すずきっていまが旬なんだってね」

「冬は産卵で身が瘦やせるからねえ。やっぱりすずきは夏がうまいね。海里の料理毎日食べられるなんて最高だよね。──んー、おれここに引っ越してこようかなあ。ここ部屋ひとつ余ってんじゃないの？」

　いきなりなにを言い出すかと思ったら。

　陽と一緒にいたらだいたい神経がもたない。陽が来るということは必然的に藤吾が一緒で、そうするとこいつらところ構わず盛り出す──というのをラドは既に目の当たりにしている。迷惑極まりない。

　というか、そもそも海里と暮らし初めてまだ間もないというのに、ふたりの生活を邪魔されたくなかった。

　こめかみのあたりがヒクヒクしてくる、とラドはじろりと陽を睨にらんだ。

「余ってない。ついでに言えば、おまえを住まわせる部屋なんかない」

　冷たく言い放つ。ここでうっかり「いいよ」などと言おうものなら、本当にやって来かねないから厳しい態度で臨む。

「えー。どうせあんたらベッドはひとつしか使ってないんでしょ。海里のベッドでいいから」

　ベッドはひとつ、という言葉に「え!?」と海里が反応して真っ赤になった。

　ふたりきりのときには案外大胆なこともするのに、ひと前では下ネタめいた会話はいまだに恥ずかしいらしい。こういうギャップが可愛くて仕方ないのだけれども。

「陽……。いい加減にしろ。出入り禁止にするぞ」

　ベッドはひとつ、というのは否定はできないが、それとこれとは別の話だ。

「わかったってば。海里のご飯食べられなくなるのも嫌だし、愛の巣にお邪魔して、馬に蹴られるのも嫌だからね」

「そもそもおまえの居所は上司にしか教えてないんだろ。こんなとこ入り浸っていたら秘密にしてる意味ないだろうが」

　陽の住まいは誰も知らない。知っているのは彼の上司とそして藤吾だけだ。それは情報を扱う者としては当然だった。いつなんどき命を狙われるかもしれない以上、住まいなど明かすわけにはいかず、それはいくら親しい友人でも同じことだ。

「もう、冗談だってば。ちょっと言ってみただけ。だってうちには海里みたいな可愛い子ちゃんいないし、つまんないんだよね」

　ねー、と陽は隣に座っている海里に抱きつく。

　うちの海里はぬいぐるみじゃない、とツッコミを入れたくなるのを堪こらえ、ラドは陽を睨みつけた。

「つか、わかってんのか。おまえ収入のほとんどない学生ふたりのところに来てタダ飯食ってんだからな。まず食費だ、食費よこせ。食うだけ食いやがって」

　ラドも海里もまだ一応学生だ。ふたりとも奨学金だったり、また親や祖父母が残してくれた僅わずかな遺産で食べている。海里はここに一緒に住むことで祖父母と住んでいた家をひとに貸し、多少なりとも家賃収入もあるが、とはいえとても贅ぜい沢たくなんかできない。

「はいはい。そんなにキーキー言うなって。これでも悪いと思ってるんだから。これあげるからさ」

　そう言って、陽がポケットから取り出したのは全国展開している高級リゾートホテルのペア宿泊券。

「これで夏休みにふたりでのんびり旅行でも行ってきな。去年はろくな夏じゃなかったからね、せめてものお詫わび」

　思いがけない陽のプレゼントに、ラドと海里は顔を見合わせた。

　どうやら陽はこれを渡すために今日ここに来たらしい。しばらく日本を離れるその前に。

「陽……でも、こんなに高いホテル」

　海里がホテルの名前を見て目を丸くしている。それもそうで、一泊が目が飛び出るほど高く、到底自分たちでは手が届かないのだから。それをあっさりプレゼントされれば驚くのも当然だった。

「いいのいいの。どうせお金出したのはおれじゃなく、上の方だしね。だから安心して受け取って。これも経費のうち」

　ほら、と宿泊券を押しつけて陽は笑う。

「あ、ありがとな。……悪い、当たり散らして」

　さんざん文句を言っていただけに、ラドはなんとなく後ろめたくなった。けれど陽は気にした様子でもなく、にこにこと笑っている。

「いいって。おれも調子に乗りすぎたしね。でも、おまえらの顔を見たかったし、今日は一緒にご飯が食べられてよかったよ。おまえたちが仲よくやってるの見て安心した──そうそう、忘れてた。はい、海里。もうひとつおみやげ。食べたがってただろ？　これ」

　陽が差し出したのは、可愛らしい缶に入った色とりどりのキャラメル。なんでもいまとても人気のあるパティシエが、様々なフルーツフレーバーのキャラメルを売り出してそれが評判だという。パッケージのデザインも、キャラメルを包むセロハンもとてもおしゃれだ。

「陽、ありがとう！　これ全然手に入らなかったんだよね」

　どうやら限定販売らしくいつも行列ができて、なかなか買えないらしい。特に忙しい身では朝から店に並ぶことはできず、いつも悔しい思いをしていたのだと海里は言った。

　さすがに陽ときたら海里の好みを把握していて、心をくすぐるようなものをみやげに持ってくる。

「どういたしまして。この前藤吾に並ばせた」

　あっけらかんと言ってのける陽に海里は苦笑いを浮かべる。

　それなりに長いつき合いではあるが、いまだに陽と藤吾との関係というのは謎な部分があってよくわからないことだらけだ。そのひとつが、なぜか藤吾は陽の言うことならなんでも聞いているらしいということだった。どうしてそこまで言いなりになるのか。ラドがふたりに会ったときには既にそうだったから、そういうものだと思っていたのだが、やはり謎だ。

　幼なじみだけれども、恋人ではないと言い張り、けれどセックスはしていて、陽の言いなりにさせている関係……というのはラドにもよくわからない。仕事上でも藤吾自身が陽と同じ職場なのか、それとも違うのか……。ひとつ言えるのは藤吾はいつでも陽と一緒にいるということだけだ。

　しかし藤吾自身なにも語らないだけにその謎は深まるばかりだった。

「あー……。藤吾に悪いことしちゃったね……」

　海里が申し訳ないという顔をする。藤吾に並んでもらったというのを気にしているようだ。

「ん？　なにが？」

「だって、わざわざ並んでもらって」

「別に大したことじゃないって。それより、ほら食べた食べた」

　陽は藤吾に買ってこさせるのは当たり前だというように言い、海里にキャラメルを勧める。海里は勧められるまま、ひとつキャラメルを口に入れた。するとぱっと顔を明るくさせる。

「美味しい！　このフランボワーズ甘酸っぱくて。いくつでも食べられそう」

「そりゃよかった。海里のそういう顔見るのはおれもうれしいよ」

　にこにこと陽が笑顔を見せる。海里のことを本当に気に入っているのだ。弟のような存在だと思っているのかもしれない。殺伐な環境下で仕事をせざるを得ない陽にとって海里のような素直な人間が笑いかけてくれるのは、なにより気持ちを癒いやすのだろう。

「ありがとう、陽。藤吾にもお礼言っておいて」

「ああ。あいつもきっと喜ぶ」

　それが証拠に陽が海里を見つめる目はとてもやさしい。普段笑顔でいても本心から笑うことの少ない陽だが、これはおそらく彼の素の顔だ。

「ラドは？　食べないの？」

　海里に勧められたがラドは「いや、おれは」と断った。

「美味しいよ？」

「ありがとう。でも、いいよ。海里が全部食べればいい」

「そう？」

　首を傾かしげながら、海里がふたつ目のキャラメルに手をかけた。そのとき陽が横から口を挟む。

「こいつね、かっこつけてるけど、ホントはキャラメル苦手なんだって」

　クククと陽が含むように笑うと、海里は大きく目を見開いた。

「そうなの？」

　海里にじっと見られ、ラドは顔を顰しかめる。

　それは海里には知られたくなかったことだった。なにしろ苦手な理由が情けない。いつか知られるにしても他人にはバラされたくなかった。

「陽……それ言うな」

　苦々しいという口調で言いながら、陽を睨む。だが陽は面白がって続けた。

「キャラメルが歯にくっつくからだって。子供の頃に虫歯の治療している最中、歯に仮の詰め物していて、しばらく食べちゃダメだっていうのにキャラメル食べたもんだから、詰め物は取れるし、叱しかられるしでひどい目に遭ったんだってさ。それ以来キャラメルがトラウマなんだよね」

　ニヤニヤと陽が言う。

「そうなんだ」

「だから……言うなって」

　みっともないところを海里に知られて、ラドは頭を抱えた。できるならそんなこと知られたくなかったのに。

「意外と可愛いところあったんだね」

　くすくすと海里に笑われ、ラドは大きく溜息をついた。







　泊まらない、と言ったとおり、陽は食事を終えてお茶を飲んだところで「それじゃあ」とこちらが拍子抜けするほどあっさり帰ってしまった。

　これからしばらくは彼の姿が見られないとなるとそれはそれで寂しい気もするが、突然の乱入者に悩まされないですむのは少しほっとする。

　彼がいまなにを手がけているのか知らないが、友人として思うのは無事でいてほしい、それだけだ。仕事上危険なことも荒っぽいことも避けては通れない。いくら側そばに藤吾がいるとはいえ、危ない目に遭うこともあるだろう。

　陽を玄関で海里と見送りながら「気をつけて」としか結局言えないでいた。




「やれやれ、騒がしいのが帰ったな」

　とはいえ、ふたりっきりの時間に戻るのはうれしい。

　飲み終えたコーヒーカップやなんかの洗い物をしようとラドがキッチンに立つと、海里が抱きついてきた。背中から手を回し、しがみついている。

「どうした」

　こうして海里はいつも衒てらいなく真まっ直すぐに愛情を態度で表してきて、それはいつもラドの心を痛いくらいにぎゅっと引き絞る。素直で一いち途ずで可愛くて堪たまらなくなるのだ。そういえばはっきりと好きと言葉にして伝えたのは海里からだった。

　あのときラドは自分から告白していいのかどうしようか、迷って曖あい昧まいにしていた。離ればなれになるのがわかっていて、なのに好きと言ってしまったら、それが枷かせになってしまいやしないかと考えたからだ。

　しかし海里はそんなもの飛び越えて真っ直ぐに気持ちを伝え、それはラドの心を鋭く突き刺した。

　いまもラドの肩口に額をぐりぐり押しつけてきて、まるで甘える子供のようだ。海里の吐息が肩にかかって熱い。

「海里？」

　返事がなく、いつもと様子がおかしい。気になって振り返り、肩越しに名前を呼んだ。

「……妬やけちゃった」

　ぽつりと呟つぶやく声はラドの肩に押し当てられているせいかくぐもっている。

「妬けた？」

「うん。陽と仲がいいなって。陽はおれの知らない紀き一いちのことも知ってて、ふたりでおれの知らない話をしているのが悔しいなって」

　海里はふたりきりになると、本名で名前を呼ぶ。事情もあってラドはできるだけ本名を明かしていないからひと前ではけっして呼ばないが、ふたりきりのときは別だ。特別な気がしてうれしいと海里は好んでこの名前を呼ぶ。

　ぎゅっと抱きしめる手に力が入れられる。強められた力に海里の嫉しつ妬とのほどがわかって愛いとおしくなる。

「わかってるよ。あんたが陽のことはただの友達だって思ってることも。陽だってじゃれているだけってわかってる。陽には藤吾がいるし。けど」

「そんなこと言うならおれだって一緒だ」

「ラドも？」

「ああ。陽がいつもおまえにじゃれついて抱きついたり、ほっぺただのおでこだのに、ちゅっちゅキスしたりするのもむかつくし、頻繁に飯食いにくるのも腹立たしい。おれだっておまえの作る飯だったら毎日食いたいのに。これでも我慢してるんだ」

　負担をかけたくないから当番にしているけれど、本音では毎日食べたい、とつい口にした。

「そんなの遠慮しなくていいのに。ご飯くらい」

「いや、ダメだ。おれはおまえに飯作らせるために一緒に暮らしてるんじゃない。全部任せてしまったらそれが義務になる。義務にさせたらお互いしんどくなる。ずっとおまえといたいから、そこはきちんとしとかないとな。だろ？」

「紀一……」

　声が少し明るくなった。噓うそのつけない彼だから声にまで気持ちが表れる。本当に可愛い。

「それに、おまえがクタクタになっていたら、こんなことできなくなるし──」

　背中から回されている海里の手をほどき、そしてその手を引く。ラドも体勢を変えて海里を今度は正面から抱き込んだ。

　顎あごを摑つかみ、顔を上向かせる。唇を合わせ、僅かに開いた唇の隙すき間まに舌を差し入れた。

「ん……」

　きつく絡め取り、甘く吸い上げる。

　空いた手は海里の腰をしっかりと抱き、下肢を押しつけ、腰を揺らした。実は先ほどからずっとラドのものは膨らんでいてジーンズの合わせ目にきついくらいになすりつけられている。

「すごいね……もうこんなになってる」

「おまえもひとのこと言えねえだろ」

　言って、唇を吸い上げる。

　あ、と甘く息を吐いた海里の掠かすれた声にさらにラドのものが大きくなる。だがそれは海里も同じらしく、彼のものもすっかり反応していた。

　角度を変え、息を継ぎ、唇の端からこぼれる唾液を舌で舐なめ取る。いつの間にか海里の手はラドの首に回されて、互いに唇を貪むさぼる。

　ラドの手は海里の尻へ下りて、鷲わし摑づかみにして揉もみ込んだ。
















「きいち……ぃ……」

　情欲に濡ぬれた舌足らずな声で甘えるように名前を呼ばれ、じんと頭の芯が痺しびれるくらいに甘く疼うずく。こんな彼をいつまでも大事にしてやりたいと思うが、同時にこの愛しい生き物を自分の手でぐしゃぐしゃにして泣かせたいという昏くらい衝動も湧わき起こってくる。

　自分に縋すがり付いて、名前を呼んで受け入れてくれる可愛い可愛い海里──愛しくて、隅々まで齧かじり付きたい。

　彼に向ける気持ちが重いとは自覚している。だから海里の前から姿を消したときに、このまま永遠に会わない方がいい、そう思っていたのだが。

　忘れられなかった。

　ひたむきに自分のあとを追ってきた、この彼の目を。

「な……ベッド行くか」

　海里のシャツの裾から手を入れて、胸元へ手のひらを滑すべらせる。吸いつくようなしっとりとした肌が心地いい。首筋に視線を移し、そこに残る赤い痣あざを見ながら、この赤い色以上にもっと赤い色を自分で彼の肌につけてやりたいと思う。余すところなくくちづけて、すべてを赤く染め上げたい。

「だって……後片づけ……」

「そんなの明日の朝だっていい。それよりおれがもたない。おまえも、だろ？」

「……うん」

　恥ずかしそうに顔をラドの胸元に埋うずめてきた海里の髪の毛にくちづけると、ラドはそのまま海里を抱きかかえ、ここで暮らし始めてからひとつしか使っていないベッドへと向かった。







あとがき




　はじめまして、こんにちは。淡あわ路じ水すいです。

　なんとこれで四冊目の文庫本になります。四冊も本になるなんて、と自分でもびっくりしています。

　この本が出る頃はきっと夏のあまりの暑さに、仕事以外では家からほとんど出られないひきこもり生活をしているだろうなあ、とそんなことを思っています。

　さて今回、わたしの作風は一体どういう方向に向かっているのか、という感じのお話になりました。よくこの話を書かせていただけたものだ……。といまだに不思議でなりませんし、書かせてくださってありがとうございます、としか言いようがなく、担当さんはじめ、編集部にはただただ感謝でございます。

　サスペンスもどきで、しかも舞台はパラレルな世界……。日本（のようなところ）で近未来（かもしれない）という設定です。一体どこへ行こうとしているのか、そろそろ自分でもわからなくなってきました。

　おまけにわたしは映画でも、恋愛映画よりもサスペンスやアクションものが好きで、細やかな心理描写や情景描写よりも、とにかく肉弾戦や銃撃戦、派手な爆発やカーチェイス、というのが大好きなので、これを書いているときにはついつい恋愛を忘れてしまうことがしばしばだったという……。迷走しっぱなしのわたしをリードしてくださった担当さんには頭があがりません。

　自分の趣味が丸出しになっているようなこのお話、少しでも楽しんでいただけましたらうれしく思います。

　そしてまた、この話を格好よくすてきに彩いろどってくださいました、逆さか月づき酒しゆ乱らん先生には心からお礼申し上げます。海かい里りは可愛かわいいし、ラドが本当にわたしの想像どおりのラドでとっても格好よくて！　ラフやカバーの線画を拝見してはあまりの格好よさに溜ため息いきをついておりました。イラストの力ってすごいなと改めて実感しております。お忙しい中、本当にありがとうございました。

　いつも申し上げていることですが、担当さんはじめ編集部の皆様となにより読者の皆様には本当に感謝しかありません。いつも励ましてくださいましてありがとうございます。また、支えてくれている家族や友人たちにも心からの感謝を。

　最後までお読みくださりありがとうございました。

　またお目にかかれましたらうれしく思います。
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